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例　　言

1　本書は、香川県高松市栗林町二丁目に所在する栗林田中遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、高松市立栗林小学校校舎等建設事業、市道拡幅工事、放課後児童クラブ棟建設工事に伴うも　　　　　　　　	

　	のである。

3　調査は、高松市教育委員会が実施した。

4　調査期間と面積は以下のとおりである。

　　第１次調査：2014 年 6 月 17 日～ 2014 年 7 月 25 日（約 400 ㎡）（北西工区・第１～３調査区）

　　第２次調査：2015 年 1 月 28 日～ 2015 年 4 月 9 日（約 500 ㎡）（北東工区・第４～９調査区）

　　第３次調査：2015 年 9 月 4 日～ 2015 年 11 月 23 日（約 1480 ㎡）（中央工区・第 10 ～ 18 調査区）

　　第４次調査：2017 年 12 月 22 日～ 2017 年 12 月 28 日（約 300 ㎡）（第 19 調査区）

　　第５次調査：2018 年 4 月 16 日～ 2018 年 4 月 20 日（約 300 ㎡）（第 20 調査区）

　　第６次調査：2018 年 4 月 13 日～ 2018 年８月 22 日（約 750 ㎡）（工事立会）

5　現地調査は高松市創造都市推進局文化財課文化財専門員　舩築	紀子、

　	同課非常勤嘱託職員　磯崎	福子、上原	ふみ、中西	克也、森原	奈々が担当した。

6　本報告書の執筆・編集は、舩築	・磯崎が行った。

7　現地調査と整理作業にあたっては、下記の方々の御協力と御指導・助言を賜った。記して感謝する次第で

　	ある。（順不同・敬称略）

　　機関：香川県教育委員会

　　個人：大久保	徹也、森下	章司、吉田	広

8　以下の業務については、委託業務として行った。

　　基準点打設業務委託：株式会社	イビソク（第１～３次調査）

　　空中写真測量業務委託：株式会社	イビソク（第１～３次調査）

　　掘削業務委託：株式会社	増田地質工業（第１次調査）

　　　　　　　　　東讃建設株式会社（第２次調査）

　　　　　　　　　株式会社	北村組（第３次調査）

　　遺物写真撮影業務委託：西大寺フォト

　　自然科学分析：パリノ・サーヴェイ株式会社

　　出土鏡の保存処理及び実測：公益財団法人	元興寺文化財研究所

				出土鉄器の保存処理及び実測：株式会社	文化財サービス　　



凡　例

１　本書で使用した座標系は平面直角座標系第Ⅳ系（世界測地系）、標高は東京湾平均海水面を基準とした。

　　土層注記及び遺物観察表（土器・土製品）の色調表示は、『新版　標準土色帖』（農林水産省農林水産	

　　技術会議事務局	監修・財団法人	日本色彩研究書　色票監修）によった。

２　遺構名の表記は、原則として以下の規則により、調査区名 -遺構種別（ＳＤ・ＳＫ・	ＳＸ・ＳＰ・柵列）

　　個別番号の数字の組み合わせで統一した。個別番号に関しては、原則として調査当時に付した番号

　　を踏襲している。

３		遺構種別については、付属施設を伴う柵列は漢字表記、単体の遺構はＳＤ（溝）、ＳＫ（土坑）、

　　ＳＸ（性格不明遺構）、ＳＰ（ピット）といった遺構記号とする。

　　ex). 第 1 調査区の溝１は ｢１-ＳＤ１｣（１+ＳＤ +1）。

４　出土遺物の実測図は、土器と瓦と木製品は 1/4、鉄器と石器は 1/2、鏡と銭貨は 1/1、遺構の

　　縮尺については図面ごとに示している。また、写真図版における遺物の縮尺はすべて任意である。
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18-SK114　断面（北から）
18-SK118　断面（南から）
18-SK119　断面（西から）
18-SK120　断面（南から）
18-SK121　断面（北西から）

写真図版 52

18-SP122　断面（北西から）
18-SX103　断面（北西から）
18-SX103　断面（西から）
18- 柵列１SP43　断面（南から）
18- 柵列１SP44　断面（南から）
18- 柵列１SP45　断面（南から）
18- 柵列１SP46　断面（南から）
18- 柵列１SP47　断面（南から）

写真図版 53

18- 柵列２SP50　断面（西から）
18- 柵列２SP51　断面（西から）
18- 柵列２SP52　断面（西から）
18- 柵列２SP53　断面（西から）
18- 柵列３SP54　断面（西から）
18- 柵列３SP55　断面（西から）
18- 柵列３SP56　断面（西から）
18- 柵列３SP57　断面（西から）

写真図版 54

立会１　全景（南から）
立会 -5/22　全景（北から）
立会１-SD ２　土器出土状況（西から）
立会 -5/22　畦畔断面（西から）
立会 -5/25　畦畔平面（南から）

写真図版 55

立会 -5/25　全景（東から）
立会 -5/28　全景（西から）
立会 -5/29　全景（西から）
立会 -5/25　畦畔断面（南から）
立会 -5/28　畦畔断面（南から）
立会 -5/29　畦畔平面（北から）
立会 -5/29　畦畔断面（北から）

写真図版 56

立会 -5/31　全景（北から）
立会 -8/16　全景（西から）
立会 -5/31　畦畔平面（西から）
立会 -8/16　畦畔検出状況（南から）
立会 -8/17　全景（北西から）
立会 -8/17　断面（南から）

写真図版 57

水田層　出土遺物（弥生土器）
水田層　出土遺物（土師器）
水田層　出土遺物（須恵器）
洪水砂層　出土遺物
大型水路　出土遺物（弥生土器）
大型水路　出土遺物（須恵器）

写真図版 58

大型水路　出土遺物（土師器杯・皿）
大型水路　出土遺物（土師器その他）

写真図版 59

大型水路下層　出土遺物
大型水路下層　出土遺物（土師器杯）
大型水路下層　出土遺物（須恵器）
大型水路下層　出土遺物（土師器その他）

写真図版 60

大型水路中層　出土遺物（弥生土器）
大型水路中層　出土遺物
大型水路中層　出土遺物（土師器杯）
大型水路中層　出土遺物（土師器その他）
大型水路中層　出土遺物（黒色土器杯）
大型水路中層　出土遺物（移動式竈）

写真図版 61

大型水路上層　出土遺物（土師器杯・皿）
大型水路上層　出土遺物（土師器その他）
大型水路上層　出土遺物（須恵器）

写真図版 62

大型水路上層　出土遺物（須恵器・瓦器）
14-SD １　出土遺物
１-SD12　出土遺物
10-SD24　出土遺物
１-SD11　出土遺物
第１調査区第２面掘削　出土遺物

写真図版 63

10-SD ４・21　出土遺物
14-SD ８　出土遺物
14-SD15　出土遺物
14-SD16　出土遺物

写真図版 64

14-SD ７　出土遺物
14-SD ５　出土遺物
14-SD12　出土遺物
14-SD ６　出土遺物

写真図版 65

19-SD １　出土遺物

写真図版 66

19-SD ３　出土遺物
立会１SD ２　出土遺物
20-SD10　出土遺物
20-SD10　出土遺物

写真図版 67

12-SD ５・６　出土遺物
12-SD ６　出土遺物
12-SD10　出土遺物
13-SK10　出土遺物
遺構外　出土遺物

写真図版 68

出土遺物（土製品）
出土遺物（瓦）
出土遺物（陶磁器）

写真図版 69

出土遺物（石鏃）
出土遺物（打製石斧・石庖丁）
出土遺物（その他の石器）

写真図版 70

第 20 調査区　出土遺物（石器）
出土遺物（砥石・火打石）
出土遺物（鉄製品）
出土遺物（銭貨「寛永通宝」）
出土遺物（銭貨「乾隆通宝」）

写真図版 71

出土遺物（木製品）
出土遺物（骨・貝類）
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第Ⅰ章　調査の経緯と経過

第 1 節　調査に至る経緯
　平成 25 年度に、高松市栗林町二丁目 10 －７（高

松市立栗林小学校内）において、栗林小学校校舎建

設工事が計画され、事業課（教育委員会総務課）か

ら高松市教育委員会に埋蔵文化財包蔵地の有無の照

会があった。周辺での調査の蓄積がほとんど無い地

域であり、埋蔵文化財包蔵地として登録されてい

なかったが、事業面積が広大であることから、事前

の試掘調査を実施した。試掘調査は平成 25 年８月

17 ～ 18 日に校舎北側と東側を、11 月２～４日に

運動場の調査を、実働５日で実施することとなった。

校舎北側と東側では５本のトレンチを、運動場では

10 本のトレンチを設定した。

　試掘調査の結果、対象地全域で埋蔵文化財の包蔵

が確認できたため、事業課に対して、当該地におい

て保護層が確保できない掘削工事を行う場合は、事

前に埋蔵文化財に対する保護が必要である旨を伝

え、協議を行った。

　事業課から平成 26 年５月 30 日付で文化財保護

法 94 条第１項に基づく埋蔵文化財発掘の通知が高

松市教育委員会に提出された。この通知を香川県教

育委員会に進達したところ、６月 16 日付けで事前

に発掘調査を行う旨の行政指導があったため、発掘

調査を実施することとなった。

第２節　調査の経過

　調査は、仮設校舎建設に必要な進入路となる北西

工区（第１～３調査区）を平成 26 年６月 17 日か

ら７月 25 日まで、解体工事の工事ヤードとして必

要な北東工区（第４～９調査区）について平成 27

年１月 28 日～４月９日まで調査を実施した。校舎

の解体が終了後、平成 27 年９月１日～ 11 月 21

日までを中央工区（第 10 ～ 18 調査区）の調査を、

体育館の解体工事後、放課後児童クラブ棟建設予定

地（第 19・20 調査区）について、平成 29 年 12

月 22 日～ 28 日と、平成 30 年４月 16 日～４月

20 日に実施した。そのほか、運動場のスプリンク

ラー等付帯施設設置工事等に伴い、立会調査を平成

30 年４月 13 日～８月 22 日に行った。

　整理作業は、平成 28 年度から平成 30 年度にか

けて実施した。

調査日誌抄録

平成 26 年度（北西工区）

6 月 17 日　  第 1 調査区　重機掘削開始

6 月 23 日　  第 1 調査区　第 1 遺構面遺構検出・掘削

　　　　　　中世の水田跡を確認。第 1 遺構面高所写真撮影

6 月 25 日 第 1 調査区　第 2 遺構面遺構検出・掘削

6 月 26 日 第 1 調査区　遺構掘削

 第 2 調査区　重機掘削

6 月 27 日 第 1 調査区　遺構掘削

 第 2 調査区　第 1 遺構面遺構検出・掘削

6 月 29 日 第 1 調査区　遺構掘削

 第 2 調査区　第 1 遺構面遺構検出・掘削

                      第 2 調査区 ( 南東側 )　 第 1 遺構面高所写真撮影

6 月 30 日 第 1 調査区　空撮・検測・埋戻し

 第 2 調査区　第 2 遺構面遺構検出・掘削

7 月 1 日 第 2 調査区　遺構掘削・重機掘削

7 月 4 日 第２調査区　第 1 遺構面水田覆土・土坑掘削

7 月 9 日 第 2 調査区　第 1 遺構面水田覆土掘削

                      水田畦畔を確認

7 月 11 日 第 2 調査区 ( 北側 )　第 1 遺構面高所写真撮影

                      第 2 調査区 ( 南側 )　第 1 遺構面遺構掘削

                      パリノ・サーヴェイ現地調査                     

                      栗林小学校 6 年生現場見学

7 月 12 日 第 2 調査区 ( 北側 )　第２遺構面遺構検出

7 月 13 日 第 2 調査区 ( 北側 )　第 2 遺構面遺構検出・掘削

7 月 14 日 第 2 調査区 ( 北側 )　第 2 遺構面遺構掘削

 第 2 調査区 ( 南西側 )　第 1 遺構面高所写真撮影

7 月 15 日 第 2 調査区 ( 南側 )　第 2 遺構面遺構検出

7 月 16 日 第 2 調査区 ( 南側 )　第 2 遺構面遺構検出・掘削

 栗林小学校 6 年生現場見学

7 月 17 日 第 2 調査区　空撮

7 月 19 日 第 3 調査区　重機掘削

7 月 20 日 第 3 調査区　第 1 遺構面遺構検出・掘削

                      近世洪水砂によって最終埋没した溝を確認

7 月 21 日  第 3 調査区　３-SD13 掘削

7 月 23 日 第 3 調査区　第 1 遺構面高所写真撮影

                      第 2 遺構面の遺構検出・掘削

7 月 24 日 第 3 調査区　遺構掘削

7 月 25 日 第 3 調査区　空撮・撤収

平成 26 年度（北東工区）

1 月 28 日  第４調査区　重機掘削・遺構検出・掘削

2 月 6 日 第４調査区　遺構掘削・空撮

2 月 7 日 第４調査区　記録作業・埋戻し

2 月 11 日 第５調査区　重機掘削

                 ( 南東側 ) 第１遺構面 ( 水田面 ) 確認できず

2 月 13 日 第５調査区　重機掘削

                    発掘調査体験準備
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栗林田中遺跡

　　　　 第１遺構面 ( 水田面 ) 確認

2 月 14 日 発掘調査体験 21 名・遺跡見学 30 名

2 月 16 日 第５調査区　第 1 遺構面遺構検出・掘削

2 月 17 日 第５調査区　第 1 遺構面高所写真撮影

　　　　 第 2 遺構面遺構検出・掘削

2 月 18 日 第５調査区　第２遺構面遺構掘削

2 月 23 日 第５調査区　空撮

2 月 24 日　 第５調査区　埋戻し

2 月 27 日 第５調査区 ( 西側 )　重機掘削

3 月２日 第５調査区 ( 西側 )　撹乱・水田覆土砂層掘削

 第６調査区　重機掘削

3 月３日 第５調査区 ( 西側 )　第 1 遺構面高所写真撮影

 第 6 調査区　第１遺構面の遺構検出

　　　　 水田面に洪水砂による覆土なし

 第７調査区　重機掘削

3 月４日 第５調査区 ( 西側 )　第 2 遺構面遺構検出・掘削

 第６調査区　第 1 遺構面 ( 水田層 ) 掘削

 第７調査区　重機掘削

3 月５日 第５調査区 ( 西側 ) 　第 2 遺構面遺構検出・掘削

 第６調査区　第２遺構面遺構検出・掘削

3 月６日 第５・６調査区　空撮

 第７調査区　遺構検出・掘削

3 月７日 第５調査区 ( 西側 )　図面作成

3 月 10 日　 第 7 調査区　遺構検出・掘削

3 月 12 日 第７調査区　空撮

3 月 18 日 第６調査区 ( 西側 )・第８調査区　重機掘削

　　　 第６調査区 ( 西側 ) は、既設配管が多く、調査不可能

3 月 19 日 第 8 調査区　重機掘削

3 月 20 日 第 8 調査区　遺構検出・掘削

3 月 24 日 第 8 調査区　空撮

3 月 27 日 第９調査区　重機掘削

3 月 28 日 第 9 調査区　重機掘削・撹乱・第 1 遺構面覆砂掘削

3 月 30 日 第 9 調査区　撹乱・第 1 遺構面覆砂掘削

3 月 31 日　 第 9 調査区　９-SD80 掘削

4 月 2 日 第 9 調査区　９-SD80 掘削

　　　 ( 東側 ) 第 1 遺構面高所写真撮影

4 月 6 日 第 9 調査区　第 2 遺構面遺構検出・掘削

4 月 9 日 第９調査区　空撮・９-SD80 土層断面図作成

　　 調査完了

平成 27 年度（中央工区）

9 月 1 日 第 10 調査区　重機掘削・撹乱掘削

 第 11 調査区　重機掘削・撹乱掘削

9 月 5 日 第 10 調査区　重機掘削・遺構検出・撹乱掘削

9 月 7 日 第 10 調査区　重機掘削・遺構検出・掘削・撹乱掘削　　　　

　　　 10-SX ３より鏡出土

9 月 8 日 第 10 調査区　重機掘削・遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 11 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削・撹乱掘削

9 月 10 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 11 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削・撹乱掘削

9 月 11 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 11 調査区　第１遺構面遺構掘削・高所写真撮影

9 月 12 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

9 月 13 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 11 調査区　第２遺構面遺構検出・撹乱掘削

9 月 14 日 第 10 調査区　撹乱掘削

 第 11 調査区　第２遺構面遺構掘削

9 月 18 日 第 10 調査区　撹乱掘削

 第 11 調査区　空撮

9 月 19 日 第 10 調査区　撹乱掘削

 第 12 調査区　重機掘削

9 月 20 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 12 調査区　重機掘削・撹乱掘削

9 月 21 日 第 10 調査区　撹乱掘削

 第 12 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

9 月 22 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 12 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

9 月 23 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

9 月 26 日 第 10 調査区　遺構検出・掘削・撹乱掘削

 第 13 調査区　重機掘削

9 月 27 日 第 10 調査区　遺構掘削

 第 13 調査区　重機掘削

9 月 28 日 第 10 調査区　空撮

 第 12 調査区　第１遺構面検出

 第 13 調査区　撹乱掘削

9 月 29 日 第 12 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

 水田畦畔を確認

 第 13 調査区　撹乱掘削

9 月 30 日 第 12 調査区　第１遺構面遺構掘削

                 12-SD ２より土師器杯出土。基幹水路と考えられる

 第 13 調査区　重機掘削・撹乱掘削・第１遺構面検出

10 月１日 第 12 調査区　第 1 遺構面高所撮写真影

 第 13 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

10 月２日 第 12 調査区　第 1 遺構面掘削・第 2 遺構面遺構検出

 第 13 調査区　撹乱掘削・第１遺構面遺構検出・掘削

10 月 4 日 第 12 調査区　第 1 遺構面掘削

　　 第 2 遺構面遺構検出・掘削

 第 13 調査区　重機掘削・第１遺構面遺構検出・掘削　　　

　　　 第 12 調査区から続く基幹水路を検出

　　 調査範囲を拡張

10 月 5 日 第 12 調査区　第 1 遺構面掘削

　　 第 2 遺構面遺構検出・掘削

 第 13 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

10 月 9 日 第 12 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 13 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

 第 14 調査区　重機掘削・撹乱掘削

10 月 10 日  第 12 調査区　空撮

 第 13 調査区　第１遺構面の遺構検出・掘削

 第 14 調査区　撹乱掘削・遺構検出

 第 15 調査区　重機掘削
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10 月 11 日 第 13 調査区　第１遺構面遺構検出・掘削

 第 14 調査区　重機掘削・遺構掘削

10 月 12 日 第 13 調査区　第１遺構面の遺構検出・掘削

 第 14 調査区　遺構掘削

10 月 13 日 第 13 調査区　第１遺構面高所写真撮影

　　　 第 1 遺構面掘削

 第 15 調査区　重機掘削

10 月 14 日 第 13 調査区　第 1 遺構面掘削

　　 第 2 遺構面遺構検出

 第 15 調査区　遺構検出・掘削

10 月 16 日 第 13 調査区　遺構掘削・第 1 遺構面掘削

　　　　 第 2 遺構面遺構検出

 第 14 調査区　清掃

10 月 17 日  第 13 調査区　遺構掘削・第 1 遺構面掘削

　　　　　 第 2 遺構面の遺構検出

 第 14・15 調査区　空撮

10 月 18 日 第 13 調査区　遺構検出・掘削

 第 6 調査区西側　重機掘削

                 既設配管が多く、調査不可能

10 月 19 日 第 13 調査区　遺構検出・掘削

 第 17 調査区　重機掘削

10 月 20 日 第 13 調査区　遺構検出・掘削

 第 16 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

 第 17 調査区　重機掘削

 現地説明会 (10 月 24 日 ) 報道発表

10 月 21 日 第 13 調査区　遺構掘削

 第 16 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

　　　　　 水田畦畔確認

 四国新聞・朝日新聞・読売新聞・NHK 取材

10 月 22 日 第 13 調査区　清掃

 第 16 調査区　第１遺構面検出

10 月 23 日  第 13 調査区　空撮

 第 16 調査区　第 1 遺構面空撮

10 月 24 日 現地説明会

10 月 25 日 第 16 調査区　第１遺構面掘削

                   第 2 遺構面遺構検出

 第 17 調査区　撹乱掘削

10 月 26 日  第 16 調査区　第１遺構面掘削

             第 2 遺構面遺構検出・掘削

 第 17 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

 パリノ・サーヴェイ現地調査

10 月 28 日 第 16 調査区　第 2 遺構面・遺構検出・掘削

 第 17 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

　　　　　 第 1 遺構面高所写真撮影

10 月 29 日 第 16 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 17 調査区　第１遺構面掘削

                   第 2 遺構面遺構検出

10 月 30 日 第 16 調査区　第 2 遺構面遺構掘削・高所写真撮影

 第 17 調査区　第１遺構面掘削

             第 2 遺構面遺構検出

 第 18 調査区　重機掘削

10 月 31 日 第 16 調査区　空撮

 第 17 調査区　第１遺構面掘削

  第 2 遺構面の遺構検出・掘削

 第 18 調査区　重機掘削

11 月 1 日 第 17 調査区　第 2 遺構面の構掘削

 第 18 調査区　重機掘削

11 月 3 日 第 17 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 18 調査区　重機掘削・撹乱掘削

11 月 4 日 第 17 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 18 調査区　撹乱掘削・第１遺構面検出

11 月７日 第 17 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 18 調査区　第１遺構面高所写真撮影

 第１遺構面掘削

11 月 8 日 第 17 調査区　第 2 遺構面遺構掘削

 第 18 調査区　第１遺構面掘削

11 月 9 日 第 17 調査区　清掃

 第 18 調査区　第１遺構面掘削

11 月 11 日 第 17 調査区　空撮

 第 18 調査区　第１遺構面掘削

 第 2 遺構面遺構検出

11 月 12 日 第 18 調査区　第１遺構面掘削

 第 2 遺構面の遺構検出・掘削

11 月 21 日 第 18 調査区　空撮・調査終了

11 月 22・23 日　片付け、撤収

平成 29 年度（放課後児童クラブ棟）

12 月 22 日 第 19 調査区　調査範囲位置出し・重機掘削・

 遺構検出・掘削・撹乱掘削

12 月 23 日 第 19 調査区　重機掘削・遺構検出・掘削・

 撹乱掘削

12 月 26 日 第 19 調査区　遺構掘削

12 月 27 日 第 19 調査区　遺構掘削・高所写真撮影

12 月 28 日 第 19 調査区　記録作業・埋戻し・調査完了

平成 30 年度（放課後児童クラブ棟）

4 月 16 日 第 20 調査区　重機掘削・撹乱掘削・遺構検出

4 月 17 日 第 20 調査区　撹乱掘削・遺構検出・掘削

4 月 19 日 第 20 調査区　遺構掘削

4 月 20 日 第 20 調査区　高所写真撮影・埋戻し

 調査完了・撤収

工事立会

4 月 13 日 栗林小学校敷地南東隅より北へ約６ｍ地点 

 盛土のみ検出

4 月 16 日 敷地南東隅より西へ約 7m 地点

 盛土から戦災層上面検出

5 月 8 日 第 20 調査区北西隅の西側、14 × 1.5m

  溝４条検出。溝２から弥生土器壷出土
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5 月９日 ８日の調査範囲の南 4.6 ｍまで

 平面観察不可能、断面に遺構確認できず

5 月 10 日 さらに南へ 4.5 ｍ

 全面撹乱・西壁に一部地山と包含層を検出

5 月 11 日 敷地南西隅から北へ 4.5 ｍ、幅 1.2 ｍ、深さ 90㎝で、

 全面撹乱

5 月 14 日 9 日調査範囲を再度観察

 8 日検出の溝１が西壁の外へ続く

5 月 22 日 敷地南東隅より西へ 23m から北へ 15 ｍ、幅 1.7 ｍ、

 深さ 50㎝。盛土直下に旧耕作土と床土を検出

 新校舎南辺より南へ約 10 ｍ地点から東西約 40 ｍ、

 幅 70㎝、深さ 50 ～ 40㎝。盛土直下に戦災層・旧

 耕作土・床土・近世洪水砂を検出

 続いて東端から新校舎そばの桝までの北北東に約

 15 × 0.7 ｍ。新校舎から南 2 ｍまで撹乱

 戦災層・近世洪水砂・水田層・水田畦畔を検出

5 月 24 日 敷地南東隅より北へ５ｍ、西へ 1.5 ｍ地点から 5 ×

 3.5 ｍ。深さ 1.3 ｍで旧河道と思われる遺構面を検

 出

 敷地南辺 15 × 1.8 ｍ、深さ 65㎝。盛土・洪水砂・

 水田層の下に地山上面を検出。南側に遺構埋土を検

 出したが、撹乱と湧水で確認できず

5 月 25 日 新校舎南辺より南へ約 10 ｍ地点から東西 23m、

 幅 60㎝、深さ 30㎝。撹乱・洪水砂・水田層を検出

5 月 26 日 敷地南辺 17 × 2 ｍ。2/3 は撹乱。地山と弥生の包

 含層。1 × 0.5 ｍの炭混じりの埋土を検出したが、

 性格不明

5 月 28 日 敷地南辺 16 × 2 ｍ。全面撹乱

 運動場中央。東西 41.8 ｍ、幅 0.6 ｍ、深さ 25㎝

 撹乱・戦災層・洪水砂・水田畦畔と水田面を検出

 2 本の東西暗渠東端をつなぐ南北 20 ｍ、幅 60㎝、

  深さ 50㎝。戦災層・洪水砂を検出

5 月 29 日 運動場南側。東西 46 ｍ、幅 60㎝、深さ 30㎝

 撹乱・洪水砂・畦畔 3 条を検出

5 月 31 日 運動場東側。南北 39 ｍ、幅 60㎝、深さ 60㎝

 撹乱・戦災層・旧耕作土・洪水砂・水田層を検出

 畦畔 1 条を平面検出

6 月 1 日 運動場南側。南北 12 ｍ、幅 55㎝、深さ 40㎝

 旧耕作土直下の水田層が撹乱に切られる

 敷地南辺、南門より東。8 × 2 ｍ

 盛土・旧耕作土・洪水砂・水田層・地山が撹乱に切

 られる。5 月 24 日に検出した遺構埋土の続きを検

 出したが、撹乱と湧水で観察できず

6 月 4 日 南門北側。6 × 3.5 ｍ、深さ 70㎝

 撹乱・洪水砂を検出

 運動場東側。南北 45 ｍ、東西 20 ｍ、幅 1.3 ～ 0.7 ｍ、

 深さ 25㎝。撹乱層・戦災層を検出

 運動場中央。東西 50 ｍ、幅 50㎝、深さ 25㎝、

 盛土・撹乱・戦災層・整地層・洪水砂を検出

6 月 7 日 南門北側を再度確認。盛土・洪水砂が撹乱に切られ

 る

 運動場北東隅。約 3 × 3 ｍ、深さ 75㎝

 盛土・戦災層・洪水砂を検出

 運動場南側。東西約 42 ｍ、幅 50㎝、深さ 25㎝

 撹乱・旧耕作土の床土に洪水砂上面を検出

6 月 8 日 敷地南西隅より東へ約 22 × 2.5 ｍ、深さ 1 ｍ

 全面撹乱

8 月 16 日 運動場西側。東西 33 ｍ、幅 60㎝

 撹乱・洪水砂・水田層を検出

 水田畦畔 1 条を平面検出

8 月 17 日 敷地南辺。ビオトープ用地

 約 6 × 3 ｍと約 7 × 2 ｍ。一部 1.2 ｍまで掘削

 造成土・洪水砂・水田層①・水田層②・包含層・地

 山を検出した

8 月 22 日 運動場南西側。東西 42.5 ｍ、南北 20 ｍ、幅 60㎝、

 深さ 30㎝。撹乱・洪水砂・水田層・包含層を検出

 洪水砂層に 2 条の幅約 50㎝の水田面を平面検出
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第Ⅱ章　地理的環境 ・ 歴史的環境

図 1 高松市域及び市域における位置図

第１節　地理的環境
　高松市は香川県のほぼ中央東寄りに位置する県都

で、大部分を低い山塊に囲まれた高松平野が占める。

高松平野は、完新世に入ってから形成されたもので

ある。讃岐山脈から流下し、瀬戸内海へと注ぐ香東

川をはじめ、本津川、春日川、新川などによって搬

出された堆積物により緩やかな傾斜の扇状地を形成

している。現在、石清尾山山塊の西を直線に北流す

る香東川は、17 世紀に人工的に固定されたもので、

それ以前には石清尾山山塊の南側を回り込んで平野

中央部を東北流する流路も存在していた。この旧流

路は、現在では水田及び市街地の地下に埋没してし

まっているが、空中写真等から、林町から木太町へ

かけての分ヶ池、下池、長池、大池、ガラ池を結ぶ

流路等数本の旧河道が知られている。本遺跡のすぐ

西側にも旧流路があったといわれる。

　本遺跡が所在する高松市街は中心に近づくにした

がい傾斜が緩やかになっており、ここには海岸線に

沿って東西方向に延びる微高地の砂堆が形成されて

おり、海の影響を受けていたと考えられる。ボーリ

ングデータによれば、栗林公園付近から松縄町、久

米池より北側では海成層の存在が確認されている。

本遺跡に近接する桜町中学校でのボーリングデータ

では、現地表面下３m まではシルト質砂、３～７

ｍは粘土、７～８ｍはシルト質砂、８ｍ以下は礫と

なっている。この現地表面下８m が沖積層と洪積

層の境であり、これより上が最終氷河期末以降の堆

積物である。

第２節　歴史的環境

　周辺部に位置する最古の遺跡として、縄文時代晩

期中葉頃の居石遺跡がある。旧河道から突帯文以前

の土器及び土掘り具を中心とした石器、伐採具と考

えられる木製品が出土しており、安定した平野部で

は開墾・農耕の初現が見られる。近接する東中筋遺

跡の第２次調査では、旧河道から縄文時代晩期後葉

頃の突帯文土器がまとまって出土している。

　弥生時代になると遺跡数は飛躍的に増加する。環

濠集落が確認された天満・宮西遺跡、集落と小区画

水田が検出された𠗖・長池遺跡、弘福寺領田図北地

区比定地遺跡など、続々と報告されている。後期に
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はさらに増え、古墳時代初頭まで続く。

　古墳時代になると石清尾山山塊で多くの積石塚古

墳群が造営される。前期に稲荷山姫塚古墳などの前

方後円墳や、猫塚古墳などの双方中円墳が築造され、

100 年以上の断絶を経た後、横穴式石室を持つ円

墳が盛行する。平野部では希薄になっていた集落が、

中期後半以降から出現する。

　古代においては、屋島で古代山城が築かれ、平野

部では松縄下所遺跡で見られるような条里区画が認

められるようになる。古代寺院跡では坂田廃寺、山

下廃寺、拝師廃寺、高野廃寺などが点在していた。

　古代末～中世では、石清尾山の北東部から旧市街

地に至る地域が野原庄に比定されており、その海浜

部にあたる高松城跡（丸の内地区）では、９～ 10

世紀代の生活痕が確認され集落の所在が明らかに

なっている。さらに高松城跡（西の丸地区）では、

12 ～ 13 世紀代の湊と考えられる礫敷きの港湾遺

構が検出されている。平野部では多くの城館が所在

していたことが知られている。

　近世になると、大規模な土木工事が行われるよう

になる。特に西嶋八兵衛による香東川の付け替えと

木太町周辺の干拓と新田開発、松平賴重によってさ

らに北側の干拓がなされ、ほぼ現在の海岸線となっ

た。高松城の築造、それに伴う城下町の形成、藩主

の別荘として栗林公園が造営されていく。本遺跡周

辺は、金毘羅街道と仏生山街道が分岐貫通していた

ので『讃岐国名勝図会』に「商業軒を並べ旅舎等も

あり、繁華の地」といわれ、旧香東川筋の伏流水に

恵まれて手漉き和紙の生産地でもあった。

　明治に入り、学制発布に伴い小学校教育が普及す

る。国民皆学の理念のもと、寺院や個人の居宅を利

用した私家塾並みのものがほとんどであったが、明

治６年６月に中ノ村で栗林小学校が公立で開校して

いる。しかし、しばらくは統廃合を繰り返し、明治

17 年に改めて栗林小学校が栗林公園東門南前に開

校する。明治 40 年の義務制で児童数の増加に伴い、

副築・増築では追いつかず、大正 10 年頃から現在

地に学校移転工事が始まった。昭和 20 年に高松空

襲において校舎は焼け落ちたが講堂は焼け残った。

昭和 27 年 12 月に出火で校舎を焼失。昭和 29 年

6 月に鉄筋三階建校舎落成式を行う。昭和 39 年に

体育館落成。昭和 41 年にプール竣工。平成 30 年

に新校舎完成となった。
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集落
古墳

城館

1　栗林田中遺跡 2　特別名勝栗林公園 3　東中筋遺跡 4　奥ノ池遺跡 5　西ハゼ土居遺跡
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図 2 栗林田中遺跡周辺遺跡分布図
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栗林田中遺跡
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図 3 調査区配置図（S＝１/1000）
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第Ⅲ章　調査の成果

図 4 基本層序模式図

第１節　調査の方法
調査区番号と遺構番号、遺物の取上げ

　調査区は調査を開始した順番で、第１～２０調査

区と番号を与えた。

　遺構番号は遺構の種類に関係なく、検出した順番

に１から番号を与えた。遺構の種類は、現地での調

査所見をもとに性格を判断し、番号の前に遺構の略

号を冠した。

　遺物の取上げは、遺構単位で、かつ出土層位が明

らかな場合は、層位も記載して取上げた。

記録作成

　図化作業の際に使用する基準点と水準点は、株式

会社イビソクに委託して設置し、世界測地系第Ⅳ系・

４級水準点を用いた。

　第１～ 18 調査区では断面図と切り合い関係のあ

る遺構平面図、遺物出土状況図は手測りで記録を作

成し、その他の平面図については、空中写真測量を

実施した。第 19・20 調査区においては、全面手測

りで記録作業を行った。

第２節　基本層序

　基本層序は、造成土、戦災層、旧耕作土層、洪水

砂層、水田層、包含層、地山となる。第１遺構面

は、水田層上面、第２遺構面は地山面上面である。

第 14・19・20 調査区では、旧耕作土層と洪水砂層、

水田層が確認できず、造成土直下が第２遺構面とな

る。

　造成土は、戦前の栗林小学校が焼失したのちに校

舎を建設した際の造成土、戦災層は、空襲で焼失し

た戦前の校舎や周辺の建物の残骸を処分・整地した

層、旧耕作土は、戦前の栗林小学校の建設以前の水

田層と考えられる。
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栗林田中（第１面の調査）

第３節　遺構と遺物
第１面の調査
　第１面は、旧耕作土の下層で確認した遺構面であ
る。確認できた主な遺構は、水田層及び水田畦畔、
大型水路、溝である。
第１面水田層（図５～ 12）

　第１面は、盛土と旧耕作土及びその床土を除去し
たのち、水田層を覆う洪水砂層下面で検出した。洪
水砂層は、調査範囲の西側の第 10・11・14・19・
20 調査区を除く調査区で確認できた。また、洪水
砂層の堆積が非常に薄い、ないし確認できなかった
第 10・11 調査区の一部でも水田層を確認した。
　試掘調査段階で、水田層とそれを覆う洪水砂の存
在を把握していたため、重機掘削を水田層上面の洪
水砂で止め、人力掘削により水田畦畔の検出に努め
た。なお、洪水砂層については、上面からの掘り込
みを検出・掘削したのちに砂を除去したが、砂層に
砂層の堆積であったため、明確な掘り込みを確認で
きなかったものについては、近世遺物の混入が認め
られる。
　水田畦畔は、洪水砂が厚く堆積していた第１・３・
16 ～ 18 調査区及び工事立会で確認できた。
　水田層は土層の観察から、２時期に及ぶと考えら
れる。第Ⅳ章の自然科学分析で詳細に述べる。
　遺物は第１調査区から須恵器蓋（１）、須恵器杯
B 底部（５～７）、土師器甑口縁部（10）が出土した。
このほか図化できなかったが、土師器片と須恵器片、
二次加工のある剥片が出土した。
　第２調査区から土師器不明（９）、須恵器杯 B（４）、
須恵器杯蓋（２）、スクレイパー（92・93）が出土
した。このほか、図化できなかったが、須恵器壺・
須恵器杯 A・須恵器高杯・須恵器片、土師器甕・土
師器皿・土師器片、移動式竈？、弥生土器片、焼土
塊、サヌカイト剥片が出土した。
　第３調査区からは、図化できなかったが、須恵器
片、土師器片、サヌカイトチップが出土した。
　第５調査区からは須恵器杯身（８）、石鏃（83）
が出土した。このほか図化できなかったが、須恵器
壺・須恵器杯 A・B・須恵器片、土師器甕・土師器片、
黒色土器 A、足釜脚部、瓦質土器片？、弥生土器片、
サヌカイト剥片が出土した。
　第６調査区からは図化できなかったが、須恵器高
杯・須恵器片、土師器杯・土師器片、陶器片、移動
式竈？、弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。

　第８調査区からは、図化できなかったが、須恵器
蓋・須恵器片、土師器片、焼土塊が出土した。
　第９調査区からは須恵器蓋（３）が出土した。こ
のほか図化できなかったが、須恵器壺・須恵器片、
土師器甕・土師器杯・土師器片、二次加工のある剥
片、サヌカイト剥片が出土した。
　第 10 調査区からは石鏃（87）、土師器甑口縁部

（21）が出土した。このほか図化できなかったが、
須恵器蓋・須恵器杯 A・B・須恵器片、土師器片、
弥生土器片、二次加工のある剥片、サヌカイト剥片
が出土した。
　第 11 調査区からは弥生土器甕上半部と底部（24）
が出土した。このほか図化できなかったが、須恵器
片、土師器高杯・土師器片、弥生土器甕・弥生土器
片、陶器片が出土した。
　第12調査区からは須恵器蓋（12）、須恵器皿（13）、
須恵器杯 A（14・15）、須恵器杯 B 底部（19）、土
師器椀（20）、土師器甕口縁部（22）、打製石斧（95）、
使用痕ある剥片（97）、が出土した。このほか図化
できなかったが、須恵器高杯・須恵器片、土師器杯・
土師器片、弥生土器底部、二次加工のある剥片、サ
ヌカイト剥片が出土した。
　第 13 調査区からは、須恵器蓋口縁部（11）、須
恵器杯 B 底部（17・18）、土師器甕口縁部（23）、
須恵器杯（16）が出土した。このほか図化できなかっ
たが、須恵器壺・須恵器片、土師器把手・土師器機
種不明・土師器片、黒色土器 A、陶器片、瓦、弥生
土器片、サヌカイト剥片が出土した。
　第 16 調査区からは須恵器蓋（77・78）、須恵器
杯（79）、須恵器杯 A（80）、須恵器皿（81）、土
師器飯蛸壺（82）、石鏃（84）が出土した。このほ
か図化できなかったが、須恵器壺・須恵器杯身・須
恵器片、土師器壺・土師器片、移動式竈、弥生土器
甕・弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。
　第 17 調査区からは須恵器杯蓋口縁部（68・
69）、須恵器杯 A（70 ～ 71）、須恵器杯 B 底部（72）、
須恵器杯口縁部（73）、土師器杯（74）、土師器甕
口縁部（75・76）が出土した。このほか図化でき
なかったが、須恵器杯身・須恵器壺・須恵器甕・須
恵器片、土師器壺・土師器鉢？・土師器片、黒色土
器 A、陶器片、弥生土器片、焼土塊、サヌカイト剥
片が出土した。
　第 18 調査区からは須恵器蓋（25 ～ 35）、須恵
器杯 A（36 ～ 39）、須恵器皿（40 ～ 43）、須恵器
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図 6 ２- 水田畦畔　平面図

杯口縁部（44・45）、須恵器壺口縁部（46）、須恵
器甕口縁部（47）、須恵器高杯脚部（48）、須恵器
壺底部（49）、須恵器杯又は蓋口縁部（50）、須恵
器杯身（51 ～ 53）、黒色土器 A 椀口縁部（54）、
黒色土器 A 杯（55）、土師器高台付杯底部（56）、
土師器面取高杯脚部（57）、土師器甕口縁部（58
～ 62）、土師器甑取手（63）、飯蛸壺（64 ～ 66）、
土製品土錘（67）、石鏃（85・86）、二次加工ある
剥片（89 ～ 91）、スクレイパー（94）、打製石斧（96）、
不明鉄器（98）、が出土した。このほか図化できな
かったが、須恵器杯 B・須恵器擂鉢？・須恵器片、
土師器壺・土師器杯・土師器片、羽釜、黒色土器 B、
移動式竈？、瓦、陶器片、弥生土器片、焼土塊、サ
ヌカイト剥片、染付（青花）が出土した。
　第 20 調査区からは、石鏃（88）が出土したほか、
須恵器蓋・須恵器片、土師器片、弥生土器甕・弥生
土器片、サヌカイト剥片が出土した。
　水田層を覆う洪水砂層からは、第１調査区から図
化できなかったが、須恵器杯 A・須恵器杯 B・須恵
器蓋・須恵器片、土師器片が出土した。
　第２調査区から鉄製品不明（116）、火打石（113）、
須恵器杯 B 底部（102）が出土した。このほか図化
できなかったが、須恵器壺・須恵器杯 A・須恵器片、
土師器皿・土師器片、土師質土器鍋、移動式竈？、
弥生土器片、黒色土器 A、陶器片、染付が出土した。

　第３調査区からは図化できなかったが須恵器壺・
須恵器杯 B、土師器杯、移動式竈、弥生土器片、陶
器片、染付が出土した。
　第５調査区からは図化できなかったが須恵器片、
土師器片、陶器片、磁器片、青磁片、瓦、焼土塊、
火打石が出土した。
　第９調査区からは土錘（111）が出土したほか、
須恵器壺・須恵器杯 B・須恵器片、土師器杯・土師
器甕・土師器羽釜・土師器片、磁器片、陶器擂鉢・
陶器片、染付、土製品（土人形※混入か？）、焼土塊、
二次加工のある剥片、火打石が出土した。
　第 10 調査区からは須恵器壺（105）が出土した
ほか、図化できなかったが、須恵器杯 B・須恵器片、
土師器片、陶器片、青磁片、灯明皿、瓦質土器片、
移動式竈、染付、瓦、鉄器、弥生土器片、サヌカイ
ト剥片が出土した。
　第 11 調査区からは土師器羽釜口縁部（108・
109）が出土したほか、図化できなかったが、須恵
器杯 B・須恵器杯蓋・須恵器片、土師器杯・土師器片、
陶器片、弥生土器片、鉄器、染付（混入）が出土した。
　第 12 調査区からは須恵器杯身（99）、須恵器長
頸壺（103）が出土したほか、図化できなかったが
須恵器杯・須恵器杯 B・須恵器片、土師器杯・土師
器器種不明・土師器片、移動式竈？、弥生土器底部・
弥生土器片、陶器擂鉢・陶器片、鉄器、サヌカイト
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図 8 17- 水田水口　平面図
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栗林田中（第１面の調査）

図 9 水田層　北東・北西と西側　出土遺物実測図 
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剥片、染付が出土した。
　第 13 調査区からは管状土錘（112）、火打石

（114）、須恵器壺口縁部（104）、須恵器皿（101）
が出土したほか、図化できなかったが、須恵器蓋・
須恵器杯 B・須恵器片、土師器杯・土師器片、羽釜・
羽釜脚部、陶器皿・陶器擂鉢・陶器片、黒色土器 B、
瓦質土器片、弥生土器片、瓦、鉄器、サヌカイト剥
片、焼土塊、染付が出土した。
　第 15 調査区からは図化できなかったが、須恵器
片、土師器片、弥生土器片、瓦、石英塊、染付、針
金が出土した。
　第 16 調査区からは瓦質土器鉢口縁部（106）、
土師器羽釜口縁部（107）が出土したほか、図化で
きなかったが、須恵器片、土師器甕・土師器鉢・土
師器片、陶器甕・陶器擂鉢、瓦質土器羽釜、移動式竈、
陶器片、弥生土器片、瓦、焼土塊、染付が出土した。
　第 17 調査区からは、図化できなかったが、須恵
器片、土師器片、弥生土器片、鉄器、染付が出土した。
　第 18 調査区から土錘（110）、巻貝（495）、火
打石（115）、須恵器杯（100）が出土した。この
ほか図化できなかったが、須恵器高杯・須恵器片、
土師器椀・土師器片、弥生土器片、瓦、瓦質土器炮

烙片、陶器片、磁器片・染付、サヌカイト剥片、土
製品土人形が出土した。

２-水田畦畔（図６）

　第１遺構面の洪水砂の下層で、検出した南北方向
の水田畦畔である。近世の溝である 2-SD17 に切ら
れるため、水田１筆の面積は不明である。主軸方位
N-10°-E、検出面の標高は約 5.30m である。畦畔
は約 0.13m 程度水田面より盛り上げて構築し、東
西に水田を区画する。

16 －水田畦畔 (図７)

　第１遺構面で洪水砂の下層で水田畦畔を南北方向

３条、東西方向１条検出した。主軸方位 N-10°-E

と N-80°-W、検出面の標高は 5.30 ～ 5.40 ｍである。

畦畔は残存状況にもよるが、約 0.40 ～ 0.50 ｍ程

度水田面より盛り上げて構築される。

　水田層は２層に分層でき、このうち上層で畦畔が

確認できる。水田層の上層が褐灰細砂混じりシルト、

下層が黄灰シルトである。
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図 10 水田層　中央～東側　出土遺物実測図
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栗林田中（第１面の調査）

図 11 水田層　出土石器・鉄器実測図
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図 12 洪水砂層　出土遺物実測図 
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17 －水田水口（図８）

　第 17 調査区第１面で検出した水田畦畔の水口で

あ る。 幅 約 0.20 ～ 0.30m、 長 さ 約 10.58m の 南

北方向の畦畔と幅約 0.20 ～ 0.30m、長さ約 5.35

ｍの東西方向の畦畔とが交差する箇所で、長さ約

0.80m、幅約 0.17m、深さ約 0.05m の規模で畦畔

が途切れる箇所があることが判明した。周辺の地形

は南西側が高く、北東側が低いことから、田越しに

東側へ水を送っていた可能性が想定できる。

大型水路（図 13 ～ 45・63）

　大型水路は、第２～４・８・９・12・13 調査区

の第１面で検出した大型水路と考えられる溝であ

る。 ２・ ３-SD13、 ４・ ６・ ８-SD １、 ９-SD80、

12-SD １～３、13-SD １～４の溝である。水田層を

覆う洪水砂によって上面が被覆され、複数回にわた

る洪水砂による堆積により埋没し、その稼働範囲を

狭めていったことが窺える。調査では、洪水砂によ

る堆積の範囲が確認できた単位ごとに遺構番号を付

して遺物の取上げを行った。

　遺構は南北方向の溝（９-SD80、12-SD １～３、

13-SD １～４）と、東西方向の溝（２・３-SD13、４・

６・８-SD １、９-SD80）が確認でき、第３調査区

の東側、第９調査区の北側の調査範囲外の箇所で合

流し、東側へと延びると考えられる。

　南北方向で検出した範囲は、第９～ 12 調査区ま

でで長さ約 53 ｍ、東西方向は第２調査区から第４・

６調査区までで長さ約 80 ｍである。

２・３－ SD13（図 13 ～ 17・63）

　第２調査区北東側、第３調査区北東側で検出した

大型水路である。西へ直行し、８-SD １へと続く。

北側は調査区外へと続くため、全体の形状は不明

である。１-SD7・２-SD17 に切られる。主軸方位

N-80°-W、検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 13.30 ｍを検出し、幅は約 6.00 ｍ、深さ

は約 1.70 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は 16 層に分層でき、堆積状況からⅠ期（23

～ 26 層）、Ⅱ期（22 層）、Ⅲ期（18 ～ 21 層）、Ⅳ

期（14 ～ 17 層）、Ⅴ期（12・13 層）、Ⅵ期（11 層）

の順に６時期にわたり堆積したことが確認できる。

Ⅳ期とⅤ期の堆積状況から、この時期に一度浚渫が

行われたと考えられる。

　Ⅵ期の埋土は単層で、灰黄褐シルト～極細砂であ

る。

　Ⅴ期の埋土は２層に分層でき、灰黄褐細粒砂と灰
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栗林田中（第１面の調査）
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栗林田中（第１面の調査）

図 15 ３-SD13　最下層出土遺物実測図

図 16 ２・３-SD13　出土遺物実測図
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図 17 ３-SD13　出土木器実測図

140

141

142

黄褐粘土混じりシルト（ラミナ中粒砂～シルト）で、

下層では流水があったと想定できる。

　Ⅳ期の埋土は４層に分層でき、灰黄褐粘土～シル

ト（弱いラミナ）と灰黄褐粘土混じりシルト～極細

砂、褐灰シルト（弱いラミナ）、灰黄褐粘土～シル

トで、ラミナ層と極細砂～粘土層との交互堆積が確

認できる。

　Ⅲ期の埋土は４層に分層でき、亜角礫状の地山ブ

ロック土を含むにぶい黄褐細砂層の下層に灰黄褐シ

ルト～極細砂と褐灰粘土～シルト、褐灰シルト～細

粒砂が堆積している。下層３層が堆積したのちに、

何らかの人為的な水路の再構築が行われた可能性が

ある。

　Ⅱ期の埋土は黒褐粘土の単層で、ヘドロ状の堆積

が確認できた。植物遺存体も多く残存しており、湿

地状の環境であったものと推定できる。また、土師

器杯（117 ～ 127）が一定の範囲にまとまり、杯

の口縁を上にして重ねられた状態で出土した。水に

関わる祭祀が行われた可能性が高い。

　Ⅰ期の埋土は４層に分層でき、黒褐粘土～シルト

と褐灰粘土、褐灰細粒砂混じりシルト、黄灰粘土混

じり細砂である。流路掘削後、南側からの土砂の流

れ込みによって堆積したと考えられる。

　 遺 物 は ３-SD13 最 下 層 か ら 土 師 器 杯（117 ～

127）、須恵器杯Ａ（128）、木製品（142）、土師器

片、巻貝が、3-SD13 中層から木製品（140・141）

と須恵器片が出土した。

　このほか、３-SD13 から土師器杯（129・130）、

黒色土器 A 椀（131）、須恵器杯 B（132）、緑釉陶

器椀（133）、土師器羽釜（134・135）、土師器甕

（136）、移動式竈（137）が出土したほか、須恵器

杯 A・須恵器壺・須恵器片、土師器甑？・土師器片、

弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。２-SD13

から須恵器杯 A（138）、須恵器杯 B（139）、須恵

器片、土師器片、黒色土器片、サヌカイト剥片が出

土した。

　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

４・６・８－ SD1(4-SD11・12)（図 18 ～ 22）

　第４調査区北西側～東側、第６調査区北側、第８

調査区北側で検出した溝である。東西に直行し、攪

乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状は

不明である。

　主軸方位 N-80°-W、検出面の標高は 5.10 ｍで

ある。

　長さ約 38.00 ｍを検出し、幅は約 6.60 ｍ、深さ

は約 1.40 ｍを測る。断面形状は階段状である。

　埋土は a-a’ 断面では 25 層に分層でき、埋土の観

察から、Ⅰ期（26 ～ 28 層）、Ⅱ期（23 ～ 25 層）、

Ⅲ期（18 ～ 22 層）、Ⅳ期（13 ～ 17 層）、Ⅴ期（６

～ 12 層）、Ⅵ期（４・５層）の順に６時期にわた

り堆積していったことが確認できる。Ⅴ期とⅥ期と

の間にラミナの分断等が確認できることから、浚渫

が行われたと考えられる。

　Ⅵ期はの埋土は２層に分層でき、黄灰極細砂混じ

りシルト～粘土（ラミナ）と褐灰シルト～粘土であ

る。

　Ⅴ期の埋土は７層に分層でき、黄灰シルト混じり

極細砂と褐灰微細砂混じりシルト（ラミナ）、にぶ

い黄細砂～粗砂（ラミナ）、褐灰シルト（炭化物・
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栗林田中（第１面の調査）
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6710
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13
14

15

23

24

25

16

1718

20

21

１ 2.5Y6/2 灰黄　シルト
２ 2.5Y6/1 黄灰　シルト
３ 2.5Y6/1 黄灰　微細砂～細砂　炭化物含む
４ 2.5Y5/1 黄灰　シルト
５ 2.5Y5/1 黄灰　中粒砂混じりシルト
６ 2.5Y6/2 灰黄　粗砂～小礫
７ 2.5Y6/2 灰黄　微細砂
８ 2.5Y6/2 灰黄　微細砂～細砂
９ 2.5Y7/2 灰黄　中粒砂～粗砂
10 2.5Y6/2 灰黄　中粒砂
11 5Y5/2 灰オリーブ　微細砂
12 2.5Y6/1黄灰　シルト混じり微細砂　ラミナ
13 2.5Y6/2 灰黄　細砂　ラミナ

14 2.5Y5/1 黄灰　シルト　ラミナ
15 5Y5/2 灰オリーブ　細砂
16 2.5Y5/2 暗灰黄　微細砂　シルトブロック含む
17 7.5YR4/6 褐　極細砂～小礫
18 10Y4/1 灰　シルト～極細砂　径 10 ㎝程度のシルト 8%　植物遺体含む
19 10Y4/1 灰　シルト～極細砂　植物遺存体含む
20 10YR5/6 黄褐　極細砂混じりシルト～粘土…地山ブロック土の流入
21 10Y4/1 灰　細砂混じりシルト　径 3 ～ 10 ㎝程度の地山ブロック 3%
22 10Y4/1 灰　シルト混じり細砂　灰色シルトブロック・地山ブロック 10%
23 10Y4/1 灰　極細砂混じりシルト
24 5Y4/1 灰　粘土～シルト
25　 2.5Y6/3 にぶい黄　砂礫

図 19 ８-SD １　断面図

植物遺存体）、褐灰シルト混じり極細砂～細砂（ラ

ミナ）、オリーブ黒シルト（ラミナ）、黄褐細砂～極

粗砂である。主にラミナが確認できる流水堆積層で

ある。この時期の層は、厚さ約 0.7 ｍにもおよんで

堆積しており、相当量の土砂の供給が行われたと考

えられる。この時の土砂の供給により、ほぼ埋まっ

てしまった水路をⅥ期で浚渫し、再度水路としての

機能を持たせたと考えられる。

　Ⅳ期の埋土は５層に分層でき、暗灰黄極細砂（ラ

ミナ）、と灰シルト、にぶい黄細砂～粗砂、灰オリー

ブ細砂（ラミナ）である。ラミナが確認できる極細

砂～粗砂の層と、シルト質の層の交互堆積の状況が

確認できる。

　Ⅲ期の埋土は５層に分層でき、黄灰シルト混じり

細砂～中粒砂、暗灰黄細砂混じりシルト、暗灰黄シ

ルト混じり細砂と灰粘土混じり粗砂、黄灰細砂であ

る。溝の南側からの土砂の供給によって埋まった堆

積と考えられる。

　Ⅱ期は３層に分層でき、オリーブ黒粘土混じりシ

ルトと灰微細砂混じりシルト、灰微細砂混じりシル

ト～粘土である。シルトと粘土のヘドロ状の堆積が

確認できた。

　Ⅰ期は３層に分層でき、灰シルト混じり微細砂～

細砂と灰シルト混じり細砂～粗砂、灰粘土（ラミナ）

である。最低部で水路掘削時の流水堆積が確認でき

るほか、溝の南側からの土砂が流れ込んでいたこと

が確認できる。

　b-bʼ 断面では 22 層に分層で、Ⅰ期（23・24 層）、
Ⅱ期（20 ～ 22 層）、Ⅲ期（18・19 層）、Ⅳ期（17 層）、
Ⅴ期（15・16 層）、Ⅵ期（12 ～ 14 層）、Ⅶ期（８
～ 11 層）、Ⅷ期（６・７層）、Ⅸ期（３～５層）の
順に９期に分けて堆積したことが確認できる。この
うちラミナの分断等の堆積状況からⅦ期とⅧ期の間
とⅥ期とⅤ期との間で浚渫が行われた可能性が想定
できる。
　Ⅸ期は３層に分層でき、黄灰微細砂～細砂と黄灰
シルト、黄灰中粒砂混じりシルトである。
　Ⅷ期は２層に分層でき、灰黄粗砂～小礫と灰黄微
細砂である。
　Ⅶ期は４層に分層でき、灰黄微細砂～細砂と灰黄
中粒砂～粗砂、灰黄中粒砂、灰オリーブ微細砂の粒
形の異なる砂の連続堆積が確認できる。
　Ⅵ期は３層に分層でき、黄灰シルト混じり微細砂

（ラミナ）と灰黄細砂（ラミナ）、黄灰シルト（ラミ
ナ）である。ラミナが確認できることから、流水堆
積と考えられる。
　Ⅴ期は２層に分層でき、灰オリーブ細砂と暗灰黄
微細砂である。
　Ⅳ期は単層で、褐極細砂～小礫である。
　Ⅲ期は２層に分層でき、灰シルト～極細砂と灰シ
ルト～極細砂で、植物遺存体を含むヘドロ状の堆積
である。
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栗林田中（第１面の調査）

図 20 ４・８-SD １　上層出土遺物実測図

図 21 ４-SD １　下層出土遺物実測図
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　Ⅱ期は３層に分層でき黄褐極細砂混じりシルト～
粘土と灰細砂混じりシルト、灰シルト混じり細砂で
ある。いずれの層も地山ブロック土を含むことから、
南側からの土砂の流入によって形成された層と考え
られる。
　Ⅰ期は２層に分層でき、灰極細砂混じりシルトと
灰粘土～シルトで、ヘドロ状の堆積である。
　遺物は上層から、第４調査区から土師器杯（143
～ 147）、土師器飯蛸壺（150）、木製品（151・
152）が出土した。このほか図化できなかったが、
須恵器杯 B・須恵器片、土師器羽釜・土師器片、移
動式竈、瓦質土器片、青磁片、瓦、弥生土器片、磁
器片（染付）が出土した。第８調査区から土師器杯

（148）、土師器羽釜（149）、が出土したほか、図
化できなかったが、須恵器片、土師器片、黒色土器
B 片が出土した。
　下層から第４調査区で土師器杯（153 ～ 156）、
須恵器杯（157・158）が出土したほか、図化でき

なかったが、須恵器片、土師器片、陶器片が出土し
た。第８調査区から土師器片が出土した。
　そのほか第４調査区から土師器杯（159・160）、
土師器羽釜（161）、須恵質土器壺（162）が出土
したほか、図化できなかったが、須恵器片、土師器
片が出土した。第６調査区から須恵器片、土師器片、
骨が、第７調査区から土師器杯（163）、須恵器杯
A（164）、土師器羽釜（165）、木製品（166）が
出土した。
　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

９－ SD80（図 23 ～ 27）

　第９調査区中央～西側で検出した溝である。北に
直行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全
体の形状は不明であるが、４・６・８-SD １と北西
工区２・３-SD13 と北側で合流すると考えられる。
主軸方位N-7°-E、検出面の標高は約5.30ｍである。
　第９調査区での検出長は約 7.50 ｍ、幅約 11.50
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図 22 ４・７-SD １　出土遺物実測図

159 160

161

162

163

164

165

166

ｍ、深さ約1.30ｍを測る。断面形状は階段状である。
地下埋設物の影響で、掘削の範囲が狭小であったこ
と、また多量の湧水により壁面の崩落が懸念された。
安全を確保するため、掘削深度が地表面から約 1.8
ｍを越えた段階で掘削を中止した。
　埋土は 39 層に分層でき、Ⅰ期（44・45 層・
47・48 層）、Ⅱ期（39 ～ 43 層）Ⅲ期（38 層）、
Ⅳ期（32 ～ 37 層）、Ⅴ期（31 層）、Ⅵ期（25 ～
30 層）、Ⅶ期（24 層）、Ⅷ期（19 ～ 23 層）、Ⅸ期（15
～ 18 層）Ⅹ期（13・14 層）、Ⅺ期（12 層）Ⅻ期（11
層）XⅢ期（8 ～ 10・46 層）の順に堆積したことが
判明した。このうちⅠ期とⅡ期との間、Ⅲ期とⅣ期
の間、Ⅻ期と XⅢ期の間に、浚渫等が行われた可能
性が想定できる。
　XⅢ期は西側で３層、東側で１層に分層できる。
西側の埋土は灰黄褐微細砂混じりシルトと黄灰シル
ト混じり微細砂、褐灰細砂混じりシルトである。東
側の埋土は暗灰黄細砂混じりシルトである。
　Ⅻ期は褐灰細砂～中粒砂混じりシルトの単層であ
る。
　Ⅺ期は黄灰シルトの単層で、ラミナが確認できる。
　Ⅹ期は２層に分層でき、黄灰細砂混じりシルト～

粘土と暗灰黄細砂混じりシルト～粘土のヘドロ状の
堆積である。
　Ⅸ期は４層に分層でき、黄灰シルト混じり極細砂
と褐灰シルト混じり極細砂、灰オリーブ極細砂～細
砂（ラミナ）、灰シルト混じり極細砂（植物遺体含む）
である。弱い水流による流水堆積層と考えられる。
　Ⅷ期は５層に分層でき、埋土は灰極細砂～細砂（ラ
ミナ）とにぶい黄褐細砂～中粒砂（ラミナ）、灰黄
褐細砂～粗砂（ラミナ）、灰シルト混じり細砂～中
粒砂、にぶい褐シルト混じり細砂～小礫である。最
初にやや強い水流による堆積ののち、弱い水流によ
る流水堆積により埋没したと考えられる。
　Ⅶ期は暗灰黄粘土の単層である。大規模な地山ブ
ロック土の可能性も想定できる。
　Ⅵ期は６層に分層でき、埋土は褐灰極細砂混じり
シルトと黄灰極細砂～細砂（ラミナ）、褐灰極細砂
混じりシルト（弱ラミナ・植物遺存体含む）、明黄
褐粗砂（ラミナ）、褐灰極細砂～粗砂（ラミナ）、灰
黄褐シルト混じり中粒砂～粗砂（ラミナ）である。
ラミナと植物遺存体が含まれる堆積層であることか
ら、流水から滞留が起こる堆積環境であったと考え
られる。



－ 27 －

栗林田中（第１面の調査）

0
1ｍ

（
S=
1
／
40
）

0 5m

（S=1 ／ 200）

x=14778
3

x=14777
3

y=50614

y=50630

T.P
.+
5.4
m

W
E

T.P
.+
4.9
m

W
E

T.P
.+
4.4
m

W
E

T.P
.+
5.4
m

W
E

T.P
.+
4.9
m

W
E

T.P
.+
4.4
m

W
E

0 50 ㎝

（S=1 ／ 20）

0 50 ㎝

（S=1 ／ 20）

x=147778

y=50633.5

x=147777.5

x=147777

x=147776.5
y=50621.5

y=50622

y=50622.5

x=14777
4

y=50640

T.P
.+
4.9
m

W

T.P
.+
4.4
m

W

1
1

撹
乱

撹
乱

2

9
3

4

4

９-SD80

９-SK121

7

5
6

8

10
11

12

18
19

13

43

44

45

14

49

50

25
22

38
23

15
16

17

41 42

24

39
40

31

32
33

34
35

29
30

26

27

36
37

28

20
21

1

53

46
52

撹
乱

9-
SK
12
1

撹
乱

47

48

51

９-SD80　遺物出土状況

９-SD80　遺物出土状況

496

181

187

180

190

192

194

図
2
3
 

９
-
S
D
8
0
　
平
・
断
面
図
、
遺
物
出
土
状
況



－ 28 －

第Ⅲ章　調査の成果

１ 7.5YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト
２ 2.5Y5/1 黄灰　微細砂
３ 10YR6/2 灰黄褐　シルト混じり細砂　粘性強
４ 10YR5/1 褐灰　シルト混じり細砂　粘性強
５ 2.5Y6/1 黄灰　シルト混じり微細砂～細砂　粘性強
６ 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　粘性弱　５層と細砂量同じ　Fe 沈着
７ 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　４層に比べ細砂多い
８ 10YR5/2 灰黄褐　微細砂混じりシルト
９ 2.5Y6/1 黄灰　シルト混じり微細砂
10 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト
11 10YR5/1 褐灰　細砂～中粒砂混じりシルト　細砂～中粒砂ブロック状に含む
12 2.5Y4/1 黄灰　シルト　微細砂ラミナ状に含む
13 2.5Y4/1 黄灰　細砂混じりシルト～粘土
14 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂混じりシルト～粘土
15 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり極細砂
16 10YR5/1 褐灰　シルト混じり極細砂　16 層に比べ粘性弱
17 5Y6/2 灰オリーブ　極細砂～細砂　ラミナ
18 5Y5/1 灰　シルト混じり極細砂　植物遺体含む
19 10Y5/1 灰　極細砂～細砂　ラミナ
20 10YR5/4 にぶい黄褐　細砂～中粒砂　ラミナ　Fe 沈着
21 10YR5/2 灰黄褐　細砂～粗砂　ラミナ　Fe 沈着
22 5Y4/1 灰　シルト混じり細砂～中粒砂
23　 7.5YR5/4 にぶい褐　シルト混じり細砂 ~ 小礫　礫径 1 ㎝　Fe 沈着
24 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土
25 10YR5/1 褐灰　極細砂混じりシルト
26 2.5Y5/1 黄灰　極細砂～細砂　ラミナ
27 10YR5/1 褐灰　極細砂混じりシルト　弱ラミナ　植物遺体含む

28 10YR6/6 明黄褐　粗砂　ラミナ
29 10YR5/1 褐灰　極細砂～粗砂　ラミナ
30 10YR5/2 灰黄褐　シルト混じり中粒砂～粗砂　ラミナ
31 5Y5/1 灰　シルト混じり微細砂 
32 10Y4/1 灰　細砂混じりシルト　植物遺体含む
33 7.5Y4/1 灰　シルト混じり細砂～中粒砂　ラミナ　植物遺体スジ状に含む
34 5GY5/1 オリーブ灰　極細砂～細砂
35 2.5GY4/1 暗オリーブ灰　極細砂～細砂　ラミナ　植物遺体スジ状に含む
36 10Y4/1 灰　極細砂　ラミナ　植物遺体スジ状に含む
37 10Y4/1 灰　極細砂　ラミナ
38 2.5Y5/4 黄褐　シルト～粘土…地山ブロック土か
39 10Y5/1 灰　シルト～粘土
40 7.5Y5/1 灰　粘土　グライ化
41 7.5GY5/1 緑灰　シルト～粘土　グライ化　27 層より粘性強
42 10GY5/1 緑灰　シルト混じり極細砂～細砂　グライ化
43 5GY5/1 オリーブ灰　シルト混じり細砂～中粒砂　グライ化
44 5Y5/1 灰　細砂混じりシルト
45 5Y5/1 灰　シルト混じり細砂　植物遺体含む
46 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂混じりシルト
47 2.5Y5/1 黄灰　シルト
48 2.5Y6/1 黄灰　シルト　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 3%
49 2.5Y5/3 黄褐　粘土…ベース
50 5Y5/1 灰　細砂～中粒砂…ベース
51 10YR5/6 黄褐　粘土
52 10YR5/1 褐灰　粘土　径 5 ㎝程度の地山ブロック 30%　焼土･炭化物含む
53 10YR5/1 褐灰　粘土　地山ブロック 50%　焼土 50%　炭化物多く含む

　Ⅴ期は単層で灰シルト混じり微細砂であ
る。	
　Ⅳ期は６層に分層でき、埋土は灰細砂混じりシル
ト（植物遺体含む）と灰シルト混じり細砂～中粒砂

（ラミナ・植物遺体含む）、オリーブ灰極細砂～細砂、
暗オリーブ灰極細砂～細砂（ラミナ・植物遺体含む）、
灰極細砂（ラミナ・植物遺体含む）、灰極細砂（ラ
ミナ）である。ラミナと植物遺存体を含む流水堆積
による互層が確認できる。
　Ⅲ期は単層で、黄褐シルト～粘土である。流路埋
没段階の西側からの流入土の可能性が考えられる
が、Ⅲ期とⅣ期の間の浚渫によってその情報の大部
分が失われており、可能性の言及に留めたい。
　Ⅱ期は５層に分層でき、埋土は灰シルト～粘土と
灰粘土（グライ化）、緑灰シルト～粘土（グライ化）、
緑灰シルト混じり極細砂～細砂（グライ化）、オリー
ブ灰シルト混じり細砂～中粒砂（グライ化）である。
堆積後、長期間水が滞留状態であったと考えられる。
　Ⅰ期は西側、東側とも２層に分層できる。西側の
埋土は灰細砂混じりシルトと灰シルト混じり細砂

（植物遺体含む）である。東側の埋土は黄灰シルト
と黄灰シルトで、流路肩からの流入堆積と考えられ
る。
　遺物は上層から土師器杯（167 ～ 177）、土師器
羽釜（178）、骨（496）、土師器片、焼土塊が出土
した。
　下層から土師器杯（179～ 187）、須恵器杯（188）、
須恵器杯Ａ（189・190）、須恵器壺（191）、黒色
土器Ａ椀（192）、土師器羽釜（193・194）、土師

器甕（195）、移動式竈（196・197）、木製品（201・
202・204・205）が、図化できなかったが、須恵
器片、土師器片、弥生土器片、サヌカイト剥片が出
土した。
　このほか須恵器壺（198）、瓦質土器摺鉢（199・
200）木製品（203）、木製品杭（206）、土師器羽
釜脚部・土師器片、須恵器片、黒色土器片、弥生土
器片、焼土塊が出土した。
　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

12 － SD ３（図 28）

　第 12 調査区中央で検出した溝である。13-SD ３
へと続く。北に直行し、攪乱に切られ、調査区外に
延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位
N-10°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。
　長さ約4.00ｍを検出し、幅約2.96ｍ、深さ約1.04
ｍを測る。断面形状は不整形である。
　埋土は２層に分層でき、洪水砂で埋まる。上層が
暗灰黄細砂混じり極細砂、下層が灰細砂～極細砂で
ある。
　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、
遺構の連続関係から、室町時代と考えられる。

12 － SD １（図 28）

　第 12 調査区中央で検出した大型水路である。
13-SD １へと続く。北に直行し、攪乱に切られ、調
査区外に延びるため、全体の形状は不明である。主
軸方位 N-8°-E、検出面の標高は 5.55 ｍである。
長さ約 3.97 ｍを検出し、幅約 2.57 ｍ、深さ約 0.48



－ 29 －

栗林田中（第１面の調査）

図 24 ９-SD80　上層出土遺物実測図

図 25 ９-SD80　下層出土遺物実測図
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図 26 ９-SD80　出土遺物実測図

図 27 ９-SD80　出土木製品実測図
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栗林田中（第１面の調査）
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５～ 33：12-SD２

34 ～ 45：12-SD１

１ 2.5Y4/2 暗灰黄　細砂混じり極細砂　2.5Y5/3 黄褐　極細砂ブロック 15%　 
 炭化物含む
２ 5Y4/1 灰　細砂～極細砂　Mn 沈着
３ 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂～極細砂　Mn 少量沈着…洪水砂
４ 2.5Y5/3 黄褐　細砂混じり極細砂　細礫層状に入る
５ 2.5Y5/1 黄灰　極細砂　Mn 多量沈着　炭化物含む
６ 2.5Y6/1 黄灰　極細砂　ラミナあり
７ 2.5Y6/2 灰黄　細砂～極細砂
８ 2.5Y6/1 黄灰　細砂混じり極細砂　Fe
９ 2.5Y6/2 灰黄　粗砂～細砂　Fe
10 10YR6/2 灰黄褐　極細砂　Fe　須恵器片含む
11 2.5Y5/1 黄灰　極細砂　Fe　ラミナあり
12 2.5Y6/1 黄灰　細砂　Fe　ラミナあり　植物遺存体あり
13 5Y6/1 灰　細砂～極細砂　Fe
14 5Y6/1 灰　細砂～極細砂　Fe　ラミナあり　植物遺存体あり　小礫含む
15 2.5Y4/1 黄灰　粗砂混じり極細砂　炭化物含む　土器片含む
16 2.5Y5/1 黄灰　細砂～極細砂　Fe　ラミナあり　小礫含む
17 5Y5/1 灰　細砂～極細砂　Mn 沈着　Fe
18 2.5Y5/1 黄灰　細砂～極細砂　Fe　植物遺存体あり
19 2.5Y5/1 黄灰　粘土　Fe
20 2.5Y5/2 暗灰黄　極細砂　Mn 沈着　Fe　黄灰色粘土ブロック 20%
21 2.5Y5/2 暗灰黄　粗砂混じり極細砂　Fe
22 5Y4/1 灰　粗砂混じり粘土　Mn 沈着　Fe　黄灰色粘土ブロック 7%
23 2.5Y6/2 灰黄　細砂～極細砂　Fe
24 2.5Y4/1 黄灰　砂礫　Fe 強
25 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土
26 5Y6/2 灰オリーブ　粗砂～細砂

27 5Y4/1 灰　極細砂　小礫多量
28 5Y5/1 灰　粗砂混じり極細砂　Fe　径 1 ～ 3 ㎝程度の灰色粘土ブロック 15%
29 10YR6/6 明黄褐　シルト混じり粘土　Fe
30 5Y5/1 灰　細砂
31 N4/0 灰　細砂混じり極細砂　小礫含む　植物遺存体あり
32 N3/0 暗灰　細砂　小礫多量
33 7.5GY5/1 緑灰　極細砂～粘土
34 2.5Y6/2 灰黄　極細砂　Mn 少量沈着…洪水砂
35 2.5Y6/1 黄灰　粗砂混じり細砂～極細砂　Mn 沈着　小礫含む…洪水砂　
36 2.5Y6/1 黄灰　細砂～極細砂　小礫含む…洪水砂
37 2.5Y5/1 黄灰　粗砂～細砂　Fe
38 2.5Y6/1 黄灰　粘土混じり細砂　Mn 少量沈着　Fe 少量
39 2.5Y6/2 灰黄　極細砂　Mn 少量沈着
40 5Y7/2 灰白　粗砂混じり極細砂～細砂　Mn 少量沈着　小礫含む…洪水砂
41 2.5Y5/1 黄灰　粗砂～細砂　細礫含む
42　2.5Y7/1 灰白　粗砂混じり極細砂～細砂
43 10YR5/1 褐灰　細砂～粘土　Mn 沈着　Fe
44 5Y5/1 灰　シルト～粘土　Mn 多量沈着　Fe 多量
45 2.5Y5/2 暗灰黄　極細砂　Mn 沈着　Fe　径 1 ～ 2 ㎝程度の 47 層ブロック 30%
46 2.5Y5/2 暗灰黄　極細砂　径 1 ～ 2 ㎝程度の灰色粘土ブロック 10%
47 2.5Y6/2 灰黄　シルト～粘土　Mn 少量沈着　Fe
48 2.5Y6/2 灰黄　細砂～極細砂
49 2.5Y5/1 黄灰　シルト～粘土　Mn 沈着　Fe
50 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト混じり粘土　Mn 沈着　Fe
51 2.5Y5/1 黄灰　粘土　Mn 沈着　Fe…ベース
52 10YR4/1 褐灰　シルト混じり粘土　Mn 沈着
53 5Y4/1 灰　シルト混じり粘土　Mn 沈着

図 29 12-SD ２　中層出土遺物実測図　　
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栗林田中（第１面の調査）

図 30 12-SD ２　出土遺物実測図
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栗林田中（第１面の調査）
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第Ⅲ章　調査の成果
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栗林田中（第１面の調査）
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295
347

348

349

296

298

342
249

297323

13-SD２遺物出土状況

342・249…砂礫層

295…砂礫層

298…砂礫層

297…砂礫層

323…砂礫層

348・349…a 断面 68層相当

347…a 断面 37層相当

296…a 断面 68層相当

図 34 13-SD ２　遺物出土状況図

図 35 13-SD ３　中層出土遺物実測図

247

248

249

ｍを測る。断面形状は逆台形である。
　埋土は 11 層に分層でき、２時期に分類できる。
　Ⅰ期（40 ～ 45 層）、Ⅱ期（34 ～ 39 層）の順に
堆積する。堆積状況の観察から、Ⅰ期とⅡ期の間に
は、浚渫等の人為的な行為が及んでいた可能性が想
定できる。
　Ⅱ期は６層に分層でき、灰黄極細砂と黄灰粗砂混
じり細砂～極細砂、黄灰細砂～極細砂、黄灰粗砂～
細砂、黄灰粘土混じり細砂、灰黄極細砂である。い
ずれの層も洪水砂によって埋没している。
　Ⅰ期は６層に分層でき、灰白粗砂混じり極細砂～
細砂と黄灰粗砂～細砂、灰白粗砂混じり極細砂～細

砂、褐灰細砂～粘土、灰シルト～粘土、暗灰黄極細
砂である。
　遺物は図化できなかったが弥生土器片、土師器片・
土師器杯、瓦、瓦質土器片、須恵器片・中世須恵器片、
陶器片、移動式竈 ?、サヌカイト剥片、骨が出土した。
　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

12 － SD ２（図 28）

　第 12 調査区中央で検出した溝状の遺構である。
13-SD ２へと続く。北に直行し、攪乱に切られ、調
査区外に延びるため、全体の形状は不明である。主
軸方位 N-6°-E、検出面の標高は 5.50 ｍである。
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図 36 13-SD ３　最下層出土遺物実測図

図 37 13-SD ３　出土遺物実測図 図 38 13-SD １　出土遺物実測図
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265

　長さ約2.18ｍを検出し、幅約0.66ｍ、深さ約0.18
ｍを測る。断面形状は椀状である。
　埋土は 29 層に分層でき、Ⅰ期（31 ～ 33 層）、
Ⅱ期（28 ～ 30 層）、Ⅲ期（23 ～ 27 層）、Ⅳ期（15
～ 22 層）、Ⅴ期（７～ 14 層）、Ⅵ期（６層）、Ⅶ期（５
層）の順に埋没する。堆積状況の観察から、Ⅳ期と
Ⅴ期との間に人為的な浚渫が行われた可能性が想定
できる。
　Ⅶ期は黄灰極細砂の単層である。
　Ⅵ期は黄灰極細砂（ラミナ）の単層で、顕著なラ
ミナが確認でき、複数回の流水堆積があったと考え

られる。
　Ⅴ期は８層に分層でき、灰黄細砂～極細砂と黄灰
細砂混じり極細砂、灰黄粗砂～細砂、灰黄褐極細砂、
黄灰極細砂（ラミナ）、灰細砂～極細砂、黄灰細砂（ラ
ミナ・植物遺存体）、灰細砂～極細砂（ラミナ・植
物遺存体）である。下層でラミナや植物遺存体が確
認でき、流水と一部植生が認められる環境にあった
ものと考えられる。上層は洪水砂によって埋没する。
　Ⅳ期は８層に分層でき、西側が黄灰粗砂混じり極
細砂と黄灰細砂～極細砂（ラミナ）、東側が灰細砂
～極細砂と黄灰細砂～極細砂（植物遺存体）、黄灰
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栗林田中（第１面の調査）

図 39 13-SD ２　上層出土遺物実測図
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図 40 13-SD ２　中層出土遺物実測図①
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栗林田中（第１面の調査）

図 42 13-SD ２　下層・最下層出土遺物実測図

図 41 13-SD ２　中層出土遺物実測図②
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図 44 13-SD ２　出土遺物実測図

図 43 13-SD ４　出土遺物実測図
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栗林田中（第１面の調査）

図 45	 13-SD １～３　上層出土遺物実測図

371

372

粘土、暗灰黄極細砂、暗灰黄粗砂混じり極細砂、灰
粗砂混じり粘土である。流水堆積と溝の肩側からの
土砂の流入によって形成された堆積層と考えられ
る。
　Ⅲ期は５層に分層でき、灰黄細砂～極細砂と、黄
灰砂礫、褐灰シルト～粘土、灰オリーブ粗砂～細砂、
灰極細砂である。弱い流水堆積によって堆積した層
と、強い流水堆積の互層が確認できる。
　Ⅱ期は３層に分層でき、灰粗砂混じり極細砂と明
黄褐シルト混じり粘土、灰細砂である。溝西側の肩
からの流入土による堆積と考えられる。
　Ⅰ期は３層に分層でき、灰細砂混じり極細砂（植
物遺存体）と、暗灰細砂、緑灰極細砂～粘土である。
　遺物は中層から土師器杯（207 ～ 211）、須恵器
杯（212）、土師器移動式竈（213）、土師器羽釜

（214）、弥生土器壺（215）が出土したほか、須恵
器片と土師器甕？・土師器片、弥生土器片が出土し
た。
　このほか土師器杯（216 ～ 235）、土師器高台付
杯（236）、土師器皿（237）、土師器羽釜（238 ～
240）、土師器鍋（241）、移動式竈（242）、土錘（244）、
弥生土器壺（243）、微細剝離痕ある剥片（245）、
鉄器釘（246）が出土した。また図化できなかった
が、中世須恵器片・須恵器杯 A・須恵器片、土師器
甕・土師器片、弥生土器片、木片が出土した。
　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。　

13 － SD ３（図 31 ～ 33・35 ～ 37）

　第 13 調査区中央で検出した溝である。12-SD3
から続き、北に直行し、攪乱に切られ、調査区外に
延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位
N-12°-E、検出面の標高は 5.40 ～ 5.50 ｍである。
　長さ約 16.70 ｍを検出し、幅は約 1.20 ｍ、深さ
は約 1.10 ～ 1.20 ｍを測る。断面形状は不整形で
ある。

　埋土は a 断面３層、b 断面７層に分層できる。
　a 断面の埋土は、灰白中粒砂混じり細砂～極細砂、
灰白細砂混じり極細砂～シルト（植物遺存体）、灰
白細砂混じり極細砂～シルト（ラミナ）である。
　b 断面では、３時期に分類でき、Ⅰ期（８層）、
Ⅱ期（５～７層）、Ⅲ期（２～４層）の順に埋没し
たと考えられる。
　Ⅲ期は３層に分層でき、浅黄微細砂と黄褐シルト
～微細砂とにぶい黄褐細砂～中粒砂である。
　Ⅱ期は３層に分層でき、黄褐シルト混じり微細砂
とにぶい黄褐細砂混じりシルト、にぶい黄褐シルト
～微細砂である。
　Ⅰ期は単層で、にぶい黄褐シルト～微細砂で顕著
なラミナが確認できる。
　遺物は中層から土師器羽釜（247・248）、土師
器移動式竈（249）が出土したほか須恵器杯・須恵
器片、土師器杯・土師器片、黒色土器 B、弥生土器
片が出土した。
　最下層から須恵器杯（250・251）、黒色土器
A（252）、土師器移動式竈（253）、スクレイパー

（254）、尖頭器（255）が出土したほか、図化でき
なかったが須恵器杯・須恵器壺・須恵器片、土師器
片、木片が出土した。
　このほか土師器鉢（256）、土師器三足羽釜脚部

（257）、瓦（258・259）が出土した。このほか図
化できなかったが、須恵器壺・須恵器片、土師器
杯・土師器片、弥生土器片、焼土塊、サヌカイト剥
片、骨が出土した。出土遺物の中には、13-SD2 か

ら出土した遺物と接合関係が確認できた遺物（249・

253・342）がある。

　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

13 － SD １（図 31 ～ 33・38）

　第 13 調査区中央で検出した溝である。12-SD １

から続き、北に直行し、攪乱に切られ、調査区外に

延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-12°-E、検出面の標高は 5.40 ～ 5.50 ｍである。

　長さ約 19.60 ｍを検出し、幅は SD １～ SD ２で

約 7.00 ～ 8.00 ｍ、深さ約 0.35 ～ 0.45 ｍを測る。

断面形状は不整形である。

　埋土は a-a' 断面８層、b-b' 断面 10 層に分層でき

る。

　a-a' 断面では堆積状況から２時期に分類でき、Ⅰ

期（９～ 13 層）、Ⅱ期（６～８層）の順に埋没し
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たと考えられる。

　Ⅱ期は３層に分層でき、灰白細砂～極細砂と褐灰

細砂混じり極細砂、褐灰シルト～粘土である。

　Ⅰ期は５層に分層でき、灰白細砂混じりシルトと

褐灰中粒砂混じり極細砂～シルト、褐灰シルト混じ

り細砂～極細砂、灰白細砂～シルト、黄灰細砂混じ

りシルトである。西側の溝肩からの流入土と考えら

れる。

　b-b' 断面では３期に分類できる。Ⅰ期（14 ～ 18

層）、Ⅱ期（11 ～ 13 層）、Ⅲ期（９・10 層）の順

に埋没したと考えられる。

　Ⅲ期は２層に分層でき、にぶい黄微細砂～細砂と

黄褐微細砂である。

　Ⅱ期は３層に分層でき、灰黄微細砂とにぶい黄橙

微細砂、灰黄褐シルトである。

　Ⅰ期は５層に分層でき、黄褐微細砂（弱ラミナ）

と暗灰黄微細砂～中粒砂、灰黄中粒砂、にぶい黄細

砂、黄褐微細砂～細砂である。流水堆積と溝の西側

の肩からの流入土と考えられる。

　遺物は土師器杯（260）、白磁（261）、須恵器杯

B（262）、陶器甕（263）、土師器羽釜（264）、土

師器三足羽釜脚部（265）が出土した。このほか図

化できなかったが、上層から弥生土器片、陶器片、

土師器片、須恵器片が出土した。また弥生土器片、

土師器壺？・土師器片、須恵器杯 A・須恵器片、陶

器片、焼土塊、骨が出土した。

　出土遺物の年代から、室町時代と考えられる。

13 － SD ２・４（図 31 ～ 34・39 ～ 45）

　第 13 調査区位中央で検出した溝である。北に直

行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体

の形状は不明である。主軸方位 N-12°-E、検出面

の標高は 5.40 ～ 5.50 ｍである。

　長さ約 16.70 ｍを検出し、幅約 3.80 ｍ、深さ約

0.55 ｍを測る。断面形状は階段状である。

　埋土は a-a' 断面 61 層、b-b' 断面 59 層に分層で

きる。

　a-a' 断面では、堆積状況の検討から、13 期に分

類できる。Ⅰ期（72 ～ 74 層）、Ⅱ期（71 層）、Ⅲ

期（68 ～ 70 層）、Ⅳ層（65 ～ 67 層）、Ⅴ期（61

～ 64 層）、Ⅵ期（56 ～ 60 層）、Ⅶ期（51 ～ 55 層）、

Ⅷ期（43 ～ 50 層）、Ⅸ期（39 ～ 42 層）、Ⅹ期（28

～ 38 層）、Ⅺ期（25 ～ 27 層）、Ⅻ期（23・24 層）、

XⅢ期（17 ～ 22 層）、XⅣ期（14 ～ 16 層）の順に

堆積したと考えられる。Ⅻ期と XⅢ期との間、Ⅸ期

とⅩ期との間、Ⅶ期とⅧ期との間、Ⅵ期とⅦ期の間

で、人為的な浚渫が行われた可能性が高い。

　XⅣ期は３層に分層でき、灰黄シルト混じり極細

砂と褐灰極細砂、灰粗砂混じり細砂～シルトである。

　XⅢ期は６層に分層でき黄灰中粒砂～シルト（ラ

ミナ）、黄灰極細砂、黄灰粘土混じり極細砂、黄灰

細砂～極細砂（ラミナ）、灰極細砂～シルト、灰黄

粗砂～細砂である。ラミナが確認できる層と極細砂

～粗砂層との交互堆積である。流水の影響により形

成されたと考えられる。

　Ⅻ期は２層に分層でき、灰黄細砂混じり極細砂～

シルトと黄褐細砂～シルトである。

　Ⅺ期は３層に分層でき、灰白シルト～極細砂（ラ

ミナ）と灰極細砂～シルト、灰中粒砂混じり細砂で

ある。西側を 13-SD ３に切られる。

　Ⅹ期は 11 層に分層でき、褐灰極細砂～シルト（ラ

ミナ）と暗灰黄細砂～極細砂（ラミナ）、暗灰黄粗

砂混じり中粒砂～細砂、灰中粒砂混じり細砂、暗灰

黄細砂～極細砂（植物遺存体）、灰粗砂～細砂（ラ

ミナ）、黄灰シルト～極細砂（ラミナ）、暗灰黄極細

砂、黄灰シルト～極細砂、灰粗砂～細砂（ラミナ）、

灰細砂～極細砂である。Ⅹ期最下層の 38 層は、東

側の肩からの流入土と考えられる。このほかは、ラ

ミナが確認できる層とシルト～中粒砂層の交互堆積

が確認できる。ゆるやかな流水堆積と、強い流水に

よる堆積が頻繁に発生していたと考えられる。

　Ⅸ期は４層に分層でき、暗灰黄極細砂～シルトと

暗灰黄シルト～極細砂、暗灰黄シルト～極細砂、灰

中粒砂混じりシルト～粘土である。斜め方向の堆積

が確認でき、Ⅹ期の堆積によって切られる。Ⅷ期の

堆積を肩として、西側から土砂が供給されたと考え

られる。

　Ⅷ期は８層に分層でき、灰中粒砂混じり粘土～シ

ルト、灰黄粗砂混じり粘土～シルト、黄灰極細砂混

じりシルト（植物遺存体）、褐灰中粒砂混じり極細

砂～シルト（植物遺存体）、褐灰粗砂混じりシルト

～極細砂（植物遺存体）、灰砂礫、褐灰細砂～極細

砂（ラミナ・植物遺存体）、黄灰極細砂～シルトで

ある。植物遺存体が残存する層が多数みられ、また

シルトや粘土の水平堆積が確認できることから、緩

やかな水流によって形成された層序であると考えら

れる。

　Ⅶ期は５層に分層でき、黄褐シルト～極細砂（ラ
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ミナ）と灰黄細砂混じりシルト～極細砂、暗灰黄細

砂～極細砂（ラミナ）、暗灰黄極細砂（ラミナ）、暗

灰黄シルト～極細砂（ラミナ）である。ラミナが確

認できることから、流水堆積層と考えられる。

　Ⅵ期は５層に分層でき、黄褐細砂～極細砂（ラミ

ナ）と暗灰黄シルト混じり極細砂（ラミナ）、暗灰

黄中粒砂混じり細砂～極細砂、黄灰粗砂混じり細砂、

灰黄粘土である。上層はラミナを含む流水堆積層、

下層は地山ブロック土を含む層であることから、西

側の肩からの流入土の可能性が想定できる。

　Ⅴ期は４層に分層でき、暗灰黄極細砂～シルトと

灰シルト混じり極細砂（ラミナ）、黄灰細砂～極細砂、

暗灰黄細砂～極細砂である。

　Ⅳ期は３層に分層でき、黄灰中粒砂混じり極細砂

と灰細砂～極細砂（ラミナ）、灰黄シルト混じり粘

土（ラミナ）である。

　Ⅲ期は３層に分層でき、黄灰中粒砂～極細砂（ラ

ミナ）、黄灰極細砂、灰シルトである。掘削途中で

落ちが確認できたことから、この層序から出土した

遺物は 13-SD ４として取り上げを行った。

　Ⅱ期は暗灰黄細砂混じり粘土の単層で、地山のブ

ロック土が多量に確認できることから、東側の溝肩

からの流入土の可能性が高い。

　Ⅰ期は３層に分層でき、黄灰中粒砂混じりシルト

～粘土と灰細砂～シルト、黄灰細砂混じり粘土であ

る。東側の溝肩からの地山ブロック土を含んだ流入

土と考えられる。

　b-b' 断面では、堆積状況から 12 期に区分できる。

Ⅰ期（71 ～ 77 層）、Ⅱ期（69・70 層）、Ⅲ期（66

～ 68 層）、Ⅳ期（64・65 層）、Ⅴ期（58 ～ 63 層）、

Ⅵ期（50 ～ 57 層）、Ⅶ期（47 ～ 49 層）、Ⅷ期（44

～ 46 層）、Ⅸ期（41 ～ 43 層）、Ⅹ期（27 ～ 40 層）、

Ⅺ期（22 ～ 26 層）、Ⅻ期（19 ～ 21 層）の順で埋

没したと考えられる。堆積状況の観察から、Ⅺ期と

Ⅻ期の間、Ⅸ期とⅩ期の間、Ⅵ期とⅦ期の間に人為

的な浚渫が行われた可能性が想定できる。

　Ⅻ期は３層に分層でき、暗灰黄微細砂～細砂（弱

ラミナ）と灰黄細砂～中粒砂（弱ラミナ）、暗灰黄

細砂混じりシルト（ラミナ）である。ラミナが確認

できることから、溝の最終埋没時の流水堆積層と考

えられる。

　Ⅺ期は５層に分層でき、にぶい黄細砂混じりシル

トと灰黄褐シルト混じり微細砂（弱ラミナ）、褐微

細砂、黄褐微細砂（弱ラミナ）、暗灰黄シルト混じ

り細砂である。弱い水流による流水堆積層と考えら

れる。

　Ⅹ期は 14 層に分層でき、黄褐粗砂と灰黄褐シル

ト混じり微細砂（弱ラミナ）、灰黄褐シルト混じり

微細砂、黄灰微細砂～細砂（ラミナ）、灰黄褐シル

ト混じり微細砂～細砂、灰黄褐シルト～微細砂（ラ

ミナ）、暗灰黄シルト混じり微細砂（弱ラミナ）、暗

灰黄シルト（ラミナ）、黄灰シルト混じり細砂、暗

灰黄シルト混じり細砂（弱ラミナ）、灰黄褐細砂混

じりシルト、暗灰黄シルト混じり微細砂、明褐粗砂

～細礫、黄褐シルト混じり中粒砂～粗砂である。ラ

ミナが確認できる層と微細砂～細礫の砂層との互層

堆積である。弱い流水堆積と、強い流水による堆積

が頻繁に起こっていたと考えられる。

　Ⅸ期は３層に分層でき、にぶい黄褐シルト～粘土

とにぶい黄褐シルト～粘土、暗灰黄シルト～粘土で

ある。地山ブロック土を含む土であることから、溝

の東側の肩からの流入土と考えられる。

　Ⅷ期は３層に分層でき、にぶい黄橙微細砂～細砂

と黄褐微細砂～細砂、暗灰黄細砂（弱ラミナ）である。

　Ⅶ期は３層に分層でき、暗灰黄細砂と黄褐細砂（弱

ラミナ）、暗灰黄シルト混じり微細砂～細砂である。

　Ⅵ期は８層に分層でき、暗灰黄シルト混じり微細

砂と黄灰シルト～微細砂、黄灰微細砂、黄褐微細砂

～細砂、黄灰シルト混じり細砂～中粒砂（弱ラミナ）、

黄褐粗砂～小礫、黄灰シルト混じり細砂、暗灰黄細

砂である。

　Ⅴ期は６層に分層でき、暗灰黄シルト混じり細砂

とオリーブ褐細砂（弱ラミナ）、にぶい黄褐細砂、

にぶい黄褐細礫混じり細砂～中粒砂、灰黄褐細礫混

じり細砂、褐灰シルト混じり微細砂～細砂（弱ラミ

ナ）である。

　Ⅳ期は２層に分層でき、暗灰黄細砂とにぶい黄褐

細砂（弱ラミナ）である。

　Ⅲ期は３層に分層でき、にぶい黄褐中粒砂～小礫

とにぶい黄細砂、暗灰黄シルト～細砂（乱れたラミ

ナ）である。地山ブロック土が確認できる層と、乱

れたラミナが確認できる層があることから、人為的

な攪拌を受けた可能性がある。

　Ⅱ期は２層に分層でき、暗灰黄微細砂～細砂と灰

黄褐中粒砂～小礫である。

　Ⅰ期は７層に分層でき、暗灰黄シルト混じり中粒

砂と褐粗砂～中礫、黄灰粘土、黄灰細砂混じりシル

ト、暗灰黄シルト、黄灰シルト～粘土、灰オリーブ
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１ 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じり極細砂
２ 10YR4/4 褐　粘土混じり粗砂
３ 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト混じり細砂～極細砂
４ 10YR4/2 灰黄褐　極細砂　径 2 ～ 4 ㎝程度の 10YR3/3 暗 
 褐　粘土ブロック 3%　径 1 ㎝程度の地山ブロック 20%
５ 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト混じり極細砂
６ 10YR5/1 褐灰　粘土混じり極細砂
７ 7-SX62

図 46 ７-SK63　平・断面図

シルト（グライ化）である。最下層ではグライ化が

確認でき、溝掘削時は停滞状態に近い水流があり、

その後強い水流と緩やかな水流の時期とが交互に起

こっていたと想定できる。

　遺物は上層から土師器杯（266 ～ 275）、須恵器

皿（276）、黒色土器 A 椀（277）、黒色土器 B 椀（278）、

緑釉陶器（279）、瓦器椀（280）、土師器羽釜（281

～ 283）、土師器三足羽釜脚部（284・285）、瓦質

土器鉢（286）、須恵器壺（287）、土師器移動式竈

（288 ～ 290）、土師器器種不明取手（291）、丸瓦

（292）が出土した。

　中層から土師器杯（293 ～ 304）、須恵器杯蓋

（305・306）、須恵器蓋（307）、須恵器杯 B（308）、

須恵器杯 A（309）、須恵器皿（310）、須恵器杯（311

～ 320）、黒色土器 A 椀（321 ～ 325）、土師器羽

釜（326 ～ 333）、土師器器種不明（334）、土師器

鉢（335・336）、土師器甕（337 ～ 339）、土師器

鍋（340・341）、土師器移動式竈（342）、土錘（343）、

飯蛸壺（344）、木製品（345）が出土した。この

ほか図化できなかったが、須恵器壺・須恵器片、土

師器片、弥生土器高杯・弥生土器片、微細剥離痕の

ある剥片・剥片、焼土塊、骨が出土した。

　下層から土師器移動式竈（346）が出土した。

　最下層から土師器杯（347）、須恵器壺（348）、

土師器羽釜（349）、打製石斧（350）、木製品（351・

352）が出土したほか、須恵器片と土師器片、骨が

出土した。

　13-SD ４から須恵器杯（353 ～ 355）、土師器杯

（356）、砥石（357）、須恵器甕（358）、須恵器片、

土師器羽釜脚部・土師器片、焼土塊が出土した。

　このほか、土師器杯（359 ～ 361）、須恵器蓋

（362）、須恵器杯（363・364）、須恵器椀（365）、

土 師 器 羽 釜（366・367）、 土 師 器 鍋 又 は 甑 取 手

（368）、土師器移動式竈（369）、木製品（370）、

須恵器壺・須恵器片、土師器片、弥生土器片、黒色

土器 A、焼土塊、木片が出土した。

　また 13-SD1・３上層から、陶器擂鉢（371）が、

13-SD １～３上層から中世須恵器擂鉢（372）が出

土した。

　出土遺物の年代から室町時代と考えられる。

７－ SK63（図 46） 

　第７調査区北側で検出した土坑である。攪乱で切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。検出面の標高は 5.00 ｍ

である。

　長軸約 1.56 ｍ、短軸約 0.83 ｍ、深さ約 0.25 ｍ

を測る。断面形状は椀状である。

　埋土は６層に分層でき、上層が灰黄褐粘土混じり

極細砂と褐粘土混じり粗砂、暗灰黄シルト混じり細

砂～極細砂である。下層が灰黄褐極細砂と暗灰黄シ

ルト混じり極細砂、褐灰粘土混じり極細砂である。

　遺物は須恵器片、土師器片、瓦質土器片が出土し

たが、細片のため詳細な時期は不明である。

10 － SD ２( 図 47)

　第 10 調査区中央、洪水砂下層で検出した溝であ

る。南側の第 11 調査区で検出した 11-SD1 と同一

の溝の可能性がある。11-SD １とは遺構幅や深さに

差があるが、検出面の標高差と遺構の残存状況によ

るものと考えられる。北に直行し、攪乱に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-8°-E、検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 15.10 ｍを検出し、幅約 0.67 ～ 0.46 ｍ、

深さ約 0.10 ～ 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿

状である。

　埋土は単層で、a-a' 断面で灰黄褐細砂混じりシル
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1 10YR6/2 灰黄褐　細砂～極細砂…洪水砂
2 2.5Y5/3 黄褐　極細砂　1 層がラミナ状に入る
3 2.5Y4/3 オリーブ褐　極細砂　粘性あり
4 2.5Y4/2 暗灰黄　粗砂混じり粘土　Mn 沈着…水田層
5 2.5Y4/4 オリーブ褐　細砂混じり粘土…11-SD４の上層
6 10YR5/2 灰黄褐　粘土混じり細砂～極細砂…11-SD４
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 程度の地山ブロック斑状に 10%…11-SD４下層

図 47 10-SD ２　平・断面図

図 48 11-SD １　平・断面図
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図 49 14-SD １・２　平・断面図

図 50 14-SD １　出土遺物実測図
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図 51 北西工区　近世出土遺物実測図

図 52 第４調査区　近世出土遺物実測図

375

376

377

378

379

380
381

ト、b-b' 断面で黄灰シルト混じり粘土、c-c' 断面で

暗灰黄シルトである。

　遺物は須恵器壺？・須恵器片、土師器片、弥生土

器片、焼土塊が出土したが、細片のため詳細な時期

は不明である。

　11-SD １の堆積状況から、室町時代以降と考えら

れる。

11 － SD １( 図 48)

　第 11 調査区中央で検出した溝である。10-SD2

に続くと考えられる。水田層を切って掘削している。

北に直行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-5°-E、検出

面の標高は 5.75 ｍである。

　長さ約 1.10 ｍを検出し、幅約 1.38 ｍ、深さ約 0.44

ｍを測る。断面形状は逆台形にテラスである。

　埋土は３層に分層でき、上層が灰黄褐細砂～極細

砂で、第１遺構面を覆う洪水砂である。中層は黄褐

極細砂で、ラミナが確認できることから、流水堆積

と考えられる。下層はオリーブ褐極細砂である。

　遺物は弥生土器片が出土したが細片のため、詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から室町時代以降と考えられ

る。

14 － SD １( 図 49・50)

　第 14 調査区東側で検出した溝である。北に直行

し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。主軸方位 N-8°-E、検出面の標

高は 5.35 ｍである。

　長さ約 20.70 ｍを検出し、幅約 0.55 ｍ、深さ約

0.13 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は単層で、灰黄褐シルトで弱いラミナが確認

できる。

　遺物は須恵器杯（373）、スクレイパー（374）、

土師器片が出土した。

　第 10・11 調査区で同一方位の南北方向の溝が検

出されていること、第 14 調査区で切り合い関係を

もつすべての遺構を切っていること、埋土の状況か

ら、室町時代の遺構と考えられる。
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14 － SD ２( 図 49)

　第 14 調査区北東隅で検出した溝である。14-SD1

に平行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-6°-E、検出

面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 2.04 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.17

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐シルト、下

層がにぶい黄褐シルトである。

　遺物は弥生土器片が出土した。

　埋土の状況と、近接する 14-SD １と同一の方向

の溝であることから、室町時代と考えられる。

第１面の近世遺構出土遺物（図 51・52）

　陶器仏具？（375）、陶器瓶（376）、陶器擂鉢

（377）、陶器椀（378）、移動式竈（379）、土師器鉢？

（380）、布目瓦（381）が出土した。
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第２面の調査

　第２面は、上面で検出した水田層を除去後、黄褐

粘土の地山層上面である。第 10・17 調査区の一部

と、第 14・19・20 調査区では、第１面が確認できず、

重機掘削後すぐに第２面であった。

　第２面の調査成果については、第１～３調査区

を北西工区、第４～９・15 調査区を北東工区、第

10・14・19・20 調査区を中央西工区、第 11 ～

13 調査区を中央南工区、第 16 ～ 18 調査区を中央

東工区として報告を行う。

北西工区

　北西工区は、第１～３調査区に該当する。調査は

工事ヤードと工程の関係で、調査範囲を３分割して

実施し、それぞれに調査区名を付した。

１－ SD12（図 55・58）

　第 1 調査区中央で検出した溝である。攪乱に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

ある。主軸方位 N-46°-W、検出面の標高は約 5.30

ｍである。

　長さ約 4.70 ｍを検出し、幅約 3.60 ～ 8.00 ｍ、

深さ約 1.05 ｍを測る。断面形状は逆台形に緩やか

なテラスである。

　埋土は４層に分層でき、上層が灰褐粗砂混じりシ

ルト～粘土ににぶい赤褐シルト、中層が褐灰粗砂混

じり粘土と黒褐粗砂混じり微細砂～粘土、下層が褐

灰粗砂～微細砂である。下層は流水による堆積と考

えられる。

　遺物は下層から土師器鍋取手（382）、スクレイ

パー（386）、弥生土器片、二次加工のある剥片が、

そのほか弥生土器甕（383）、弥生土器甕底部（384）、

打製石斧（385）が出土した。

　出土遺物の年代から、奈良時代と考えられる。

１－ SX13（図 56）

　第１調査区西端で検出した性格不明遺構である。

1-SD11 を切り、調査区外に延びるため、全体の形

状は不明であるが、検出した平面形状は不整形であ

る。主軸方位 N-10°-E、検出面の標高は約 5.25 ｍ

である。

　長軸約 3.00 ｍ、短軸約 0.60 ｍ、深さ約 0.11 ｍ

を測る。断面形状は椀状である。

　埋土は単層で、黄灰シルト～粘土である。

　遺物はサヌカイト剥片が出土した。

　遺構の切合い関係から、奈良時代以降と考えられ

る。

１－ SD11（図 56・58）

　第１調査区西端で検出した溝状の遺構である。攪

乱と 1-SX13 に切られ、調査区外に延びるため、全

体の形状は不明である。主軸方位 N-40°-E、検出

面の標高は 5.15 ｍである。

　長さ約 4.80 ｍを検出し、幅約 0.54 ｍ、深さ約 0.11

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は単層で、灰黄褐粘土混じりシルトである。

　遺物は須恵器杯Ａ（387）、弥生土器前期壺（木

葉紋）（388）、須恵器片、土師器片が出土した。

　出土遺物の年代から、奈良時代と考えられる。

１－ SX14（図 56）

　第１調査区西端で検出した土坑である。攪乱に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は楕円形を呈する。主軸

方位 N-28°-E、検出面の標高は約 5.25 ｍである。

　長軸約 2.50 ｍ、短軸約 0.46 ｍ、深さ約 0.18 ｍ

を測る。断面形状は逆台形に段落ちである。

　埋土は単層で、黒褐シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、遺構の年代は不明で

ある。

２－ SX10（図 57・58）

　第２調査区南側中央で検出した性格不明遺構であ

る。２-SD25・29 を切る。平面・断面形状も不整

形である。整地層の可能性がある。

　埋土は単層で、2.5Y4/1 黄灰シルト～粘土（径 2

～ 3㎝程度の地山ブロック 10%）である。

　遺物は須恵器杯 B 底部（389）、土師器片、須恵

器片が出土した。

　出土遺物の年代と遺構の切合い関係から、奈良時

代と考えられる。

２－ SD23（図 59）

　第２調査区北側中央で検出した溝である。北東に

直行し、２-SD14 に切られ、南に屈曲して調査区外

に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-72°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 5.40 ｍを検出し、幅約 1.15 ｍ、深さ約 0.06
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図 58 北西工区　奈良時代の遺構出土遺物実測図
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ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、暗灰黄粘土～シルトである。

　遺物は土師器片と考えられる細片が出土したが、

詳細な時期は不明である。

　後述する 2-SD24・25・26・29 と同方向の主軸

方位をもつことから、古墳～奈良時代の遺構である

可能性が高い。

２・３－ SD24（図 61・63）

　第２調査区北東側、第３調査区西側で検出した溝

である。北東方向に直行し攪乱と３-SD13 に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-72°-E、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 8.00 ｍ、幅約 0.60 ｍ、深さ約 0.25 ｍを

測る。断面形状は U 字形にテラスである。

　埋土は３層で、上層が灰黄褐粘土～シルトと褐灰

粘土～シルト、下層が灰黄褐粘土～シルトである。

　遺物は弥生土器片、須恵器片、土師器片、焼土塊

が出土した。

　出土遺物の年代から、古墳～奈良時代と考えられ

る。

２・３－ SD25（図 60・61）

　第２調査区南西～中央、第３調査区南側で検出し

た溝である。北東方向に直行し、攪乱と３-SD13、

２-SX10 に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。主軸方位 N-69°-E、検出面の

標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 14.50 ｍ、幅約 2.03 ｍ、深さ約 0.44 ｍ

を測る。断面形状は U 字形にテラスである。

　埋土は７層で、上層が灰黄褐シルト～粘土と灰黄

褐粘土混じりシルト、中層が褐灰粘土混じりシルト

と灰黄褐シルト～粘土、黄灰シルト～粘土、下層が

暗灰黄シルト～粘土と黄灰シルト～粘土である。

　遺物は土師器片、焼土塊が出土した。

　出土遺物の年代から、古墳～奈良時代と考えられ

る。

２・３－ SD26（図 60・61）

　第２調査区南西側～中央、第３調査区南西側で検

出した溝である。北東に直行し、２-SX10 に切られ、

２-SD29 を切る。攪乱に切られ、調査区外に延びる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-65°

-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 7.00 ｍ、幅約 0.70 ｍ、深さ約 0.50 ｍを

測る。断面形状は方形～方形に段落ちである。

　埋土は４層に分層でき、a-a’ 断面で上層が黒褐シ

ルト～粘土、中層が褐灰シルト～粘土と褐灰シルト

～粘土、下層が褐灰粘土である。

　b-b’ 断面では上層が暗褐極細砂混じりシルト～粘

土、中層が褐灰シルト～粘土と褐灰シルト混じり粘

土、下層が褐灰シルト～粘土である。
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図 59 ２-SD23　平・断面図

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。

　遺構の切り合い関係と埋土の状況から古墳～奈良

時代と考えられる。

２・３－ SD29（図 60 ～ 63）

　第２調査区西側、第３調査区南西隅で検出した溝

である。北東に直行し、攪乱と 2-SD25・26 に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-63°-E、検出面の標高は 5.45 ｍである。

　長さ約 8.00 ｍを検出し、幅約 1.85 ｍ、深さ約 0.50

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は 10 層に分層でき、上層が黄灰粘土～シル

トと黄灰シルト～粘土、暗灰黄粘土混じりシルト、

中層が褐灰粘土混じりシルトと黄灰粘土混じりシル

ト、下層が褐灰極細砂混じりシルト～粘土と黄灰極

細砂～シルトである。

　遺物は弥生土器甕又は壺の底部（390）、弥生土

器片、土師器片、サヌカイト剥片が出土した。

　遺構の切り合い関係と埋土の状況から古墳時代～

奈良時代と考えられる。

３－ SD30（図 61）

　第３調査区中央で検出した溝である。東西に直行

し、調査区外に延びるため、全体の形状は不明であ

る。検出位置から 2-SD26 か 2-SD29 の延長の溝と

考えられる。主軸方位 N-70°-E、検出面の標高は

5.20 ｍである。

　長さ約 1.70 ｍを検出し、幅約 0.55 ｍ、深さ約 0.27

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　遺物は土師器杯、須恵器片が出土した。

　出土遺物の年代から、古墳～奈良時代と考えられ

る。

２－ SD20（図 64・66）

　第２調査区北西側で検出した溝状の遺構である。

北東に直行し、攪乱に切られるため、全体の形状は

不明である。主軸方位 N-62°-E、検出面の標高は

5.35 ｍである。

　長さ約 0.70 ｍを検出し、幅約 0.24 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は V 字形である。

　埋土は単層で、灰黄褐粘土～シルトである。

　遺物はスクレイパー（392）が出土した。

　出土遺物と埋土の状況から、弥生時代と考えられ

る。
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２ 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　径 2 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 10%
３ 10YR4/1 褐灰　シルト混じり粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック斑状に 20%
４ 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土
５ 2.5Y4/1 黄灰　粘土～シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 20%
６ 10YR5/1 褐灰　粘土混じりシルト　径 2 ㎝程度の地山ブロック 30%
７ 2.5Y5/1 黄灰　粘土混じりシルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック斑状に 30%
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11 2.5Y4/1 黄灰　粘土～シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 5%
12 2.5Y4/1 黄灰　粘土混じりシルト　径 2 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 3%
13 2.5Y5/1 黄灰　極細砂～シルト　径 2 ㎝程度の地山ブロック斑状に 3%
14 2.5Y5/1 黄灰　極細砂～シルト　径 1 ～ 4 ㎝程度の地山ブロック 10%

１ 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック斑状に 3%
２ 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じりシルト　Mn 沈着　径 2 ～ 3 ㎝程度の地 
 山ブロック 10%
３ 10YR4/1 褐灰　粘土混じりシルト
４ 10YR5/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック斑状 
 に 5%
５ 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック 3%
６ 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト～粘土　2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土ブロック 
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 ～ 2 ㎝程度の 10YR4/6 褐　シルトブロック 7%
２ 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　Mn 沈着　径 
 0.5 ～ 1 ㎝程度の地山ブロック斑状に 40%
３ 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土　Mn 沈着　径 1 
 ㎝程度の地山ブロック 50%
４ 10YR4/1 褐灰　粘土　やや粘性強　径 4 ～ 5 
 ㎝程度の 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト～粘土ブロッ 
 ク 10%　径 1 ～ 2cm 程度の地山ブロック 5%
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b
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１～４：２-SD26

５～ 14：２-SD29

図 60 ２・３-SD25・26・29　平・断面図
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図 61 ２・３-SD24・25・26・29・30　平面図

図 62 ２-SD29  　
出土遺物実測図
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図 64 ２-SD20　平・断面図、遺物出土状況図

２－ SK22（図 65・66）

　第２調査区北西側で検出した土坑である。一部を

攪乱に切られる。形状は不整形である。主軸方位

N-86°-E、検出面の標高は 5.35 ｍである。

　長軸約 4.26 ｍを検出し、短軸約 2.38 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は単層で、暗灰黄シルトである。

　遺物はスクレイパー（391）が出土した。

　出土遺物から、弥生時代以降と考えられる。

２－ SK21（図 65）　

　第２調査区北西側で検出した土坑である。攪乱と

２-SD14 に切られる。形状はやや歪な長方形を呈す

る。主軸方位 N-58°-W、検出面の標高は 5.35 ｍ

である。

　長軸約 1.82 ｍを検出し、短軸約 1.02 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、暗灰黄シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

２－ SK27（図 65）

　第２調査区中央南側で検出した土坑である。形状

は隅丸長方形を呈する。主軸方位 N-9°-W、検出面

の標高は 5.30 ｍである。

　長辺約 1.33 ｍを検出し、短辺約 0.67 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黄灰シルト～粘土、

下層が黄褐粘土～シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

２－ SK28（図 65）

　第２調査区中央南側で検出した土坑である。形状

は不整形である。主軸方位 N-83°-W、検出面の標

高は 5.30 ｍである。

　長軸約 0.90 ｍを検出し、短軸約 0.47 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。

　埋土は単層で、暗灰黄粘土～シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

北西工区第２面包含層出土遺物（図 67）

　弥生土器壺（393）、石鏃（394）が出土した。
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１ 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土～シルト　径  
 2 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 5%

１ 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト　径 5 ㎝程度の褐色シルト斑状に含む

１ 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト　径 5 ㎝ 
 程度の褐色シルト斑状に含む

図 65 ２-SK21・22・27・28　平・断面図
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図 66 北西工区　弥生時代の遺構出土遺物実測図

図 67 北西工区の第２面 
包含層出土遺物実測図
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栗林田中（第２面の調査）

北東工区

　北東工区は、第４～９・15 調査区に該当する。

調査は小学生の登下校ルート確保の関係で、６分割

して実施したほか、第 15 調査区については、構造

物の解体後に実施した。

５－ SD24（図 75）

　第５調査区中央で検出した溝である。北へやや蛇

行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全

体の形状は不明である。５-SK30 を切る。主軸方位

N-17°-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長さ約 7.60 ｍを検出し、幅約 0.92 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黄褐粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、切り合い関係から、弥生時代以降、中世以

前の遺構と考えられる。

５－ SK26（図 76）

　第５調査区北側で検出した土坑である。攪乱と

5-SX25 に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。主軸方位不明、検出面の標高は

5.10 ｍである。

　長軸約 2.60 ｍを検出し、短軸約 0.90 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は黄灰粗砂混じり粘土の単層である。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

５－ SX25（図 76）

　第５調査区北側で検出した性格不明遺構である。

攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状

は不明である。主軸方位不明、検出面の標高は 5.10

ｍである。

　長軸約 0.90 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は不整形である。上面

には洪水砂層が堆積する。

　埋土は単層で、灰黄褐微細砂に黒褐粘土ブロック

と地山ブロック土を含む。平面形状と埋土の状況か

ら、整地層と考えられる。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

ある。

５－ SK23（図 76・88）

　第５調査区中央で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。主軸方位 N-2°-W、検出

面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 3.40 ｍを検出し、短軸約 1.50 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は不整形である。上層

に洪水砂層が覆うが、水田層は確認できない。

　埋土は３層に分層でき、暗灰黄細砂～シルトと黄

褐シルト混じり粘土、褐灰微細砂～極細砂である。

　遺物は弥生土器甕（395）、弥生土器片が出土した。

出土遺物の年代から、弥生時代後期と考えられる。

５－ SX30（図 77・88）

　第５調査区南側で検出した性格不明遺構である。

攪乱と 5-SD24 に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明であるが、検出した平面形状は不

整形である。主軸方位 N-55°-W、検出面の標高は

5.10 ｍである。

　長軸約 5.30 ｍを検出し、短軸約 3.30 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄灰粘土の単層である。

　遺物は弥生土器器種不明底部（396）、弥生土器片、

焼土塊、サヌカイト剥片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

５－ SK29（図 78）

　第５調査区東端で検出した土坑状の遺構である。

調査区外に延びるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は方形である。主軸方位 N-11°

-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.80 ｍを検出し、短軸は約 0.70 ｍ、深

さは約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、褐粗砂混じり粘土に褐灰粘土～シ

ルトブロックと黒褐粘土ブロックを含む。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

５－ SK39（図 79）

　第５調査区西側で検出した土坑である。攪乱と

5-SX30 に切られるため、全体の形状は不明である

が、検出した平面形状は楕円形を呈する。主軸方位

N-45°-E、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.60 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ
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0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

T.P.+5.3m
E W

５-SX30・SK40 と水田層

５-SX30

５-SK40

x=14777
0

x=14776
8

y=50645

y=50648

T.P.+5.3m
N S

５-SK33

５-SK33

1

2

2

3

8

盛土
盛土

撹乱旧耕作土 旧耕作土

旧耕作土

床土

4 4

5

6 7
6

床土

床土

１ 10YR5/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト　径 2 ㎝程度の 10YR3/2 黒褐　粘土～シルトブロック含む　炭化物含む
２ 10YR5/2 灰黄褐～ 10YR5/3 にぶい黄褐　粗砂混じり細砂～極細砂　小礫含む　炭化物含む…洪水砂層
３ 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土混じり細砂～微細砂
４ 2.5Y6/1 黄灰　粗砂混じりシルト～粘土…水田層
５ 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト混じり粘土　径 1 ～ 3 ㎝程度の 10YR4/6 褐　シルトブロック 40%…整地層
６ 2.5Y4/1 黄灰　粘土　Mn 沈着　10YR4/6 褐　細砂～シルト斑状に 40%…5-SX30
７ 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土…5-SK40
８ 10YR5/6 黄褐　シルト～粘土　Mn 沈着…ベース

1

１ 10YR4/6 褐　粗砂混じりシルト～粘土　 
 径 3 ～ 10 ㎝程度の 7.5YR1.7/1 黒　細砂 
 混じり粘土ブロック 30%　径 2 ～ 6 ㎝ 
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約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は暗灰黄粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、切り合い関係から弥生時代以前と考えられ

る。

５－ SK33（図 77）

　第５調査区西側で検出した土坑である。5-SX30

に切られる。全体の形状は楕円形である。主軸方位

N-77°-E、検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 0.78 ｍを検出し、短軸約 0.61 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐粗砂混じりシルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、切り合い関係から、弥生時代以前と考えら

れる。

５－ SK40（図 77）

　 第 ５ 調 査 区 南 西 側 で 検 出 し た 土 坑 で あ る。

5-SX30 に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は三角形

である。主軸方位 N-77°-W、検出面の標高は 5.10

ｍである。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は暗灰黄粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、切り合い関係から弥生時代以前と考えられ

る。

５－ SK27（図 78）

　第５調査区東端で検出した土坑である。攪乱と

5-SK28 に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は不整方形

である。主軸方位 N-2°-W、検出面の標高は 5.05

ｍである。

　長軸約 2.60 ｍを検出し、短軸約 1.50 ｍ、深さ

約 0.25 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分類でき、上層がにぶい黄褐細砂と

にぶい黄褐中粒砂混じり極細砂、下層が黒褐粗砂混

じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ SK28（図 78）

　第５調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状はひょうたん形である。主軸方位 N-4°-E、

検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 2.80 ｍを検出し、短軸約 1.35 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄褐粗砂混じり粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ SK36（図 79）

　第５調査区西端で検出した土坑である。調査区外

に延びるため、全体の形状は不明であるが、検出し

た平面形状は半円形を呈する。主軸方位 N-69°-W、

検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.46 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は灰黄褐シルト混じり粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ SK37（図 79）

　第５調査区西端で検出した土坑である。攪乱と

5-SP20 に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は棒状を呈

する。主軸方位 N-77°-E、検出面の標高は 5.20 ｍ

である。

　長軸約 1.45 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐シルト混じり粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

５－ SP38（図 79）

　第５調査区南西隅で検出したピットである。攪乱

に切られるも、形状は楕円形を呈する。主軸方位

N-41°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.46 ｍを検出し、短軸約 0.33 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土はにぶい黄褐粘土の単層である。

　遺物はサヌカイト剥片が出土したが、詳細な時期

は不明である。

６－ SK47（図 80）

　第６調査区北側で検出した土坑である。調査区外

に延びるため、全体の形状は不明であるが、検出
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図 78 ５-SK27・28・29　平・断面図

した平面形状は洋ナシ形を呈する。主軸方位 N-43°

-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.75 ｍを検出し、短軸約 0.55 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐中粒砂混じりシ

ルト～粘土、下層がにぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

６－ SK54（図 80）

　第６調査区中央で検出した土坑である。攪乱に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は不整形である。主軸方

位 N-35°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.45 ｍを検出し、短軸約 0.80 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黄褐シルト～粘土、

下層が明黄褐シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

６－ SK55（図 80）

　第６調査区中央で検出した溝である。調査区外に

延びるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。主軸方位 N-16°-E、検

出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 1.60 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐粗砂混

じり粘土、下層がにぶい黄褐粘土混じりシルトであ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。
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図 79 ５-SK36・37・39・SP38　平・断面図

６－ SD56（図 80）

　第６調査区南側で検出した溝である。東西に直行

し、調査区外に延びるため、全体の形状は不明であ

る。主軸方位 N-77°-E、検出面の標高は 5.05 ｍで

ある。

　長さ約 1.10 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.16

ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は黒褐シルト混じり粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

ある。

７－ SK61（図 81）

　第７調査区西側で検出した土坑である。形状は楕

円形を呈する。主軸方位 N-81°-W、検出面の標高

は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.56 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は椀状にテラスである。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐粗砂混じり粘

土、中層が黒褐粘土、下層が褐灰粘土である。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

７－ SX62（図 81）

　第７調査区中央で検出した性格不明遺構である。

攪乱と 7-SK61・63 に切られ、調査区外に延びるた

め、全体の形状は不明である。主軸方位 N-45°-W、

検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 5.30 ｍを検出し、短軸約 2.90 ｍ、深さ

約 0.26 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は３層に分層でき、灰黄褐細砂混じりシルト

と褐中粒砂混じりシルト～粘土、灰黄褐シルト～粘

土である。遺構の形状と埋土の状況から、整地層と
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２ 10YR3/2 黒褐　シルト混じり粘土　径 2 ～ 4 
 ㎝程度の地山ブロック 30%

図 80 ６-SK47・54・55・SD56　平・断面図

考えられる。

　遺物は弥生土器片、須恵器片、焼土塊、サヌカイ

ト剥片が出土したが、細片のため詳細な時期は不明

である。

　出土遺物の年代から、古墳時代以降と考えられる。

５－ SK35（図 82）

　第５調査区西側で検出した土坑状の遺構である。

攪乱に切られるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状はひょうたん形である。主軸方位

N-59°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 1.00 ｍを検出し、短軸は約 0.40 ｍ、深

さは約 0.11 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

７－ SK69（図 82）

　第７調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は方形を呈する。主軸方

位 N-3°-W、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 1.05 ｍを検出し、短軸約 0.92 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は灰黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

８－ SK73（図 82）

　第８調査区南側で検出した土坑である。攪乱に切

られる。埋土状況から５-SD24 へと続く可能性があ

る。全体の形状は不明であるが、検出した平面形状



－ 80 －

第Ⅲ章　調査の成果

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

T.P.+5.2m
E W

T.P
.+
5.2
m

W
E

x=
14
77
74

x=
14
77
70

y=5066
0

y=5066
5

盛
土

撹
乱

床
土

1

2
3

3

旧
耕
作
土

７-SK61

７-SK61

７-SX62

７-SK63

1
2

3

７
-S
X6
2

７
-S

K6
3

4
5

１ 10YR2/3 黒褐　粗砂混じり粘土　径 1 ～ 
 3 ㎝程度の地山ブロック 10%
２ 10YR2/2 黒褐　粘土　径 1 ～ 4 ㎝程度の 
 地山ブロック斑状に 30%
３ 10YR4/1 褐灰　粘土　径 2 ～ 4 ㎝程度の 
 地山ブロック 50%

１
 

10
YR

5/
4

に
ぶ

い
黄

褐
　

細
砂

～
極

細
砂

２
 

10
YR

5/
2

灰
黄

褐
　

極
細

砂
　

径
1

～
3

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

斑
状

に
7%

　
炭

化
物

含
む

３
 

10
YR

4/
2

灰
黄

褐
　

細
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

　
径

1
～

3
㎝

程
度

の
10

YR
4/

3
に

ぶ
い

黄
褐

　
粘

土
ブ

ロ
ッ

ク
30

%
…

整
地

層
４

 
10

YR
4/

4
褐

　
中

粒
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

～
粘

土
　

径
1

㎝
程

度
の

10
YR

3/
3

暗
褐

　
粘

土
ブ

ロ
ッ

ク
10

%
　

M
n

沈
着

…
整

地
層

５
 

10
YR

5/
2

灰
黄

褐
　

シ
ル

ト
～

粘
土

　
径

1
～

4
㎝

程
度

の
10

YR
3/

3
暗

褐
　

粘
土

ブ
ロ

ッ
ク

7%
　

径
1

～
3

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

10
%

…
整

地
層

図 81 ７-SK61・SX62・SK63　平・断面図
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 径 1 ～ 3 ㎝程度の 10YR3/3 暗褐　 
 粘土ブロック 2%

図 82 ５-SK35・７-SK69・８-SK73・９-SX85　平・断面図

は不整形である。主軸方位 N-47°-W、検出面の標

高は 5.20 ｍである。

　長軸約 2.80 ｍを検出し、短軸約 1.16 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は単層で、黄灰シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SX85（図 82）

　第９調査区東側で検出した性格不明遺構である。

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である

が、検出した平面形状は長方形を呈する。主軸方位

N-2°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.96 ｍを検出し、短軸約 0.44 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

９－ SK86（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出し

た平面形状は不整方形である。主軸方位 N-15°-E、

検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長軸約 1.13 ｍを検出し、短軸約 0.38 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐中粒砂混じり

粘土～シルト、下層がにぶい黄褐細砂混じり粘土で

ある。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK87（図 83）

　第 9 調査区東側で検出した土坑である。攪乱に

切られるため、全体の形状は不明であるが、検出し

た平面形状は楕円形である。主軸方位 N-72°-W、

検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.52 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は単層で、黒褐シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK88（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。主軸方位 N-83°-W、検

出面の標高は 5.25 ｍである。
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図 83 ９-SK86・87・88・89・96・108・110・116・117・121　平・断面図
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１ 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシル 
 ト～粘土
２ 10YR4/2 灰黄褐　中粒砂混じりシ 
 ルト～粘土

図 84 ９-SD95・SP111・SX112・SX114・SP115　平・断面図

　長軸約 2.20 ｍを検出し、短軸約 0.64 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐細砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK89（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。主軸方位 N-79°-W、検

出面の標高は 5.30 ｍである。

　長軸約 1.67 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土はにぶい黄褐粘土～シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK96（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は半円形である。主軸方位 N-15°-E、検

出面の標高は 5.30 ｍである。

　長軸約 0.90 ｍを検出し、短軸約 0.34 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土はにぶい黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK108（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。攪乱に切

られるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-69°-W、

検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長軸約 0.54 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黄灰粘土、下層が

灰黄褐粘土混じりシルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK110（図 83）
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図 85 ９-SK90・SX100・SP101・102・106・107　平・断面図
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図 86 15-SK13・16・17・24・25　平・断面図

　 第 ９ 調 査 区 東 側 で 検 出 し た 土 坑 で あ る。 ９

-SX100 に切られる。平面形状は三角形を呈する。

主軸方位 N-39°-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.72 ｍを検出し、短軸約 0.54 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐シルト～粘土、

下層が暗褐粘土～シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK116（図 83）

　第９調査区東側で検出した土坑である。平面形状

は楕円形を呈する。主軸方位 N-56°-E、検出面の

標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.95 ｍを検出し、短軸約 0.78 ｍ、深さ

約 0.24 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐粗砂混じりシ

ルト、下層が灰黄褐シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK117（図 83）

　第９調査区南東側で検出した土坑である。調査区

外に延びるため、全体の形状は不明であるが、検出

した平面形状は半円形である。主軸方位 N-79°-W、

検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.55 ｍを検出し、短軸約 0.34 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐シルト～粘土、

下層が灰黄褐小礫混じり粘土～シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SK121（図 83）

　第９調査区中央で検出した土坑である。攪乱と

9-SD80 に切られ、全体の形状は不明であるが、検

出した平面形状は隅丸方形を呈する。主軸方位

N-32°-E、検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長辺約 0.90 ｍを検出し、短辺約 0.52 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰粘土、下層が

褐灰粘土である。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

　切り合い関係から、室町時代以前と考えられる。
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図 87 15-SP １～５・SP ７～ 11　平・断面図

９－ SD95（図 84）

　第９調査区東側で検出した溝である。西へ直行し、

９-SP93・SK86 に切られるため、全体の形状は不

明である。主軸方位 N-69°-E、検出面の標高は 5.30

ｍである。

　長さ約 1.04 ｍを検出し、幅約 0.31 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、黄灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SX112（図 84）

　第９調査区東側で検出した性格不明遺構である。

攪乱と９-SP111 に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-75°-E、検

出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.32 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰シルト～粘土、

下層が褐灰小礫混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP111（図 84）

　第９調査区東側で検出したピットである。平面形

状は楕円形である。主軸方位 N-76°-E、検出面の

標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.19 ｍを測る。断面形状は逆台形にテラスであ

る。

　埋土は３層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

が黒褐粘土～シルト、掘方が黒褐シルト～粘土と褐

灰粘土混じりシルトである。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

９－ SX114（図 84）
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　第９調査区東側で検出した性格不明遺構である。

9-SP103・104 に切られるため、全体の形状は不明

であるが、検出した平面形状は爪形を呈する。主軸

方位 N-50°-E → N-4°-W、検出面の標高は 5.25 ｍ

である。

　長軸約 1.30 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP115（図 84）

　第９調査区東側で検出したピットである。９

-SP94・SX85 に切られる。平面形状は楕円形を呈

する。主軸方位 N-87°-W、検出面の標高は 5.20

ｍである。

　長軸約 0.40 ｍを検出し、短軸約 0.28 ｍ、深さ

約 0.30 ｍを測る。断面形状は U 字形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐細砂混じり

シルト～粘土、下層が灰黄褐中粒砂混じりシルト～

粘土である。

　遺物は土師器片、サヌカイト剥片が出土したが、

細片のため詳細な時期は不明である。

９－ SK90（図 85）

　 第 ９ 調 査 区 東 端 で 検 出 し た 土 坑 で あ る。 ９

-SX100 を切る。調査区外に延びるため、全体の形

状は不明であるが、検出した平面形状は半円形であ

る。主軸方位 N-82°-W、検出面の標高は 5.30 ｍ

である。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.32 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は黒シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SX100（図 85）

　第９調査区東側で検出した性格不明遺構である。

９-SK90 と９-SP107 に切られ、調査区外に延びる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-62°

-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 5.80 ｍを検出し、短軸約 5.50 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土はにぶい黄褐シルト混じり粘土の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP101（図 85）

　第９調査区東側、９-SX100 下層で検出したピッ

トである。平面形状は円形を呈する。検出面の標高

は 5.20 ｍである。

　直径約 0.32 ｍを検出し、深さ約 0.07 ｍを測る。

断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP102（図 85）

　第９調査区東側、９-SX100 下層で検出したピッ

トである。平面形状は楕円形を呈する。主軸方位

N-25°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.35 ｍを検出し、短軸約 0.25 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP106（図 85）

　第９調査区東側、９-SX100 下層で検出したピッ

トである。遺構の形状は楕円形を呈する。主軸方位
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図 90 北側工区　その他出土遺物実測図
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N-39°-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.38 ｍを検出し、短軸約 0.22 ｍ、深さ

約 0.05 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

９－ SP107（図 85）

　第９調査区南東側で検出したピットである。９

-SX100 に切られる。調査区外に延びるため、全体

の形状は不明であるが、検出した平面形状は半円形

である。主軸方位 N-80°-W、検出面の標高は 5.25

ｍである。

　長さ約 0.70 ｍを検出し、幅約 0.46 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、黒褐微細砂～シルトとに

ぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 － SK13（図 86）

　第 15 調査区中央北側で検出した土坑である。平

面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-66°-E、検

出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.65 ｍを検出し、短軸約 0.49 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 － SK16（図 86）

　第 15 調査区西側で検出した土坑である。平面形

状は洋ナシ形を呈する。主軸方位 N-48°-W、検出

面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 0.55 ｍを検出し、短軸約 0.21 ｍ、深さ

約 0.13 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 － SK17（図 86）

　第 17 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は不整形を呈する。主軸方位 N-35°-W、検出面

の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.79 ｍを検出し、短軸約 0.36 ｍ、深さ

約 0.13 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 － SK24（図 86）

　第 15 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は隅丸方形を呈する。主軸方位 N-21°-E、検出

面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.63 ｍを検出し、短軸約 0.33 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 － SK25（図 86）

　第 15 調査区北端で検出した土坑である。調査区

外に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方

位 N-76°-W、検出面の標高は 4.90 ｍである。

　長さ約 1.05 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.16

ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土はオリーブ褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

15 －ピット群１（図 87）

　第 15 調査区中央で検出したピット群である。

15-SP １～５で構成する。主軸方位 N-3°-W、検出

面の標高は 5.00 ｍである。すべての遺構から遺物

が出土していないため、時期は不明である。

　15-SP １は楕円形を呈し、長軸約 0.55 ｍ、短軸

約 0.35 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅

い皿状である。埋土は黒褐細砂～シルトの単層であ

る。

　15-SP ２は楕円形を呈し、長軸約 0.58 ｍ、短軸

約 0.35 ｍ、深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は浅

い皿状に段落ちである。埋土は２層に分層でき、上

層が黒褐細砂～シルト、下層が灰黄褐細砂～シルト
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である。

　15-SP ３は楕円形を呈し、長軸約 0.34 ｍ、短軸

約 0.27 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅

い皿状に段落ちである。埋土は黒褐細砂～シルトの

単層である。

　15-SP ４は円形を呈し、直径約 0.30 ｍ、深さ約

0.05 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。埋土

は黒褐細砂～シルトの単層である。

　15-SP ５は円形を呈し、直径約 0.21 ｍ、深さ約

0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

黒褐細砂～シルトの単層である。

　15-SP ６は　円形を呈し、直径約 0.26 ｍ、深さ

約 0.03 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。埋

土は黒褐細砂～シルトの単層である。

15 －ピット群２（図 87）

　北東工区東部で検出したピット群である。15-SP

７～ 11 で構成する。主軸方位 N-7°-W、検出面の

標高は 5.00 ｍである。すべての遺構から遺物が出

土していないため、時期は不明である。

　15-SP ７は楕円形を呈し、長軸約 0.50 ｍ、短軸

約 0.26 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅

い皿状に段落ちである。埋土は黒褐細砂～シルトの

単層である。

　15-SP ８は楕円形を呈し、長軸約 0.50 ｍ、短軸

約 0.28 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆

台形である。埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　15-SP ９は円形を呈し、直径約 0.38 ｍ、深さ約

0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。埋土

は黒褐細砂～シルトの単層である。

　15-SP10 は不整円形を呈し、直径約 0.30 ｍ、深

さ約 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

埋土は黒褐細砂～シルトの単層である。

　15-SP11 は撹乱に切られるため、全体の形状は

不明であるが、不整円形を呈する。長軸約 0.36 ｍ、

短軸約 0.27 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状

は不整形である。埋土は黒褐細砂～シルトの単層で

ある。

包含層出土遺物（図 89）

　土師器杯（397・398）、土師器三足羽釜脚部（399）

が出土した。

攪乱・精査・重機掘削出土遺物（図 90）

　攪乱から土師器杯（400）、黒色土器 A 類椀（401）、

精査で石鏃（402）、重機掘削から火打石（403・

404）が出土した。
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中央西工区

　中央西工区は、第 10・14・19・20 調査区である。

また、第 19・20 調査区の西側で擁壁建設工事に伴っ

て工事立会を実施した。

　この工区では、第 10 調査区の西半分、第 19・

20 調査区では、洪水砂や第１面の水田層が確認で

きず、重機掘削で盛土等を除去後すぐ第２遺構面と

なった。

10 － SX ３（図 95 ～ 97）

　第 10 調査区中央西側で検出した性格不明遺構で

ある。攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体

の形状は不明である。主軸方位不明、検出面の標高

は 5.55 ｍである。

　長さ約 18.20 ｍを検出し、幅は約 5.03 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は暗灰黄シルト～粘土の単層である。

　遺物は小型仿製鏡（405）、弥生土器甕（406）、

二次加工のある剥片（407）のほか、弥生土器片、

サヌカイト剥片が出土した。このうち、 小型仿製鏡

（405）は、包含層掘削途中で出土した。背面を上

にして置かれていた状態で、下層及び周辺に遺構を

確認することができなかった。

　埋土と堆積状況から、弥生時代後期末の遺構面を

覆う包含層と考えられる。

10 － SD １（図 98・99）

　第 10 調査区北西隅で検出した溝である。北東に

直行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全

体の形状は不明である。主軸方位 N-34°-E、検出

面の標高は 5.45 ｍである。

　長さ約 4.00 ｍを検出し、幅約 1.10 ｍ、深さ約 0.30

ｍを測る。断面形状はゆるい V 字形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が灰黄褐シルト～粘

土と灰黄褐シルト混じり細砂、下層が褐灰シルト～

粘土と黒褐シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器高杯（410）と弥生土器片が出土

した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

10 － SD24（図 99・101）

　第 10 調査区中央西側で検出した溝状の遺構であ

る。東西に蛇行し、10-SD21 を切る。攪乱に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-80°-W、検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 5.00 ｍを検出し、幅約 1.00 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土はにぶい黄褐シルト混じり細砂の単層であ

る。

　遺物は弥生土器甕（408）、使用痕のある剥片

（409）、弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

10 － SD ５（図 101）

　第 10 調査区中央で検出した溝である。10-SX ３

下層で検出した。東西にやや湾曲し、攪乱と 10-SD

２に切られるため、全体の形状は不明である。10-

SD24 と同一溝の可能性がある。10-SD15・19 を

切る。主軸方位 N-87°-E、検出面の標高は 5.40 ｍ

である。

　長さ約 6.23 ｍを検出し、幅約 0.35 ｍ、深さ約 0.15

ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐細砂混じりシルト

と灰黄褐細砂混じりシルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが細片のため、詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以降と

考えられる。

10 － SD ４(21)（図 100・102）　

　第 10 調査区北西側で検出した溝である。北東

に直行し、やや蛇行する。攪乱と 10-SX3 と 10-

SD2・24と14-SD1に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-46°-E から

N-54°-E、検出面の標高は 5.40 ～ 5.55 ｍである。

　長さ約 14.0 ｍを検出し、幅約 0.84 ～ 1.60 ｍ、

深さ約 0.50 ～ 0.65 ｍを測る。断面形状は a 断面

で椀状、b 断面で逆台形である。

　埋土は a-a' 断面では 13 層に分層でき、浚渫を繰

り返しながら、堆積していったと考えらえる。溝の

最終埋没は上層が暗灰黄細砂混じりシルトと黒褐シ

ルト、黄灰細砂混じりシルト、黄褐細砂混じりシル

ト、下層が黄灰シルトである。溝肩が黄灰シルト～

粘土と黄灰シルト混じり細砂、黄灰シルト混じり細

砂、黄褐細砂混じりシルト、褐灰シルト混じり細砂

である。溝の最初期の堆積が暗灰黄細砂混じりシル
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図 97 10-SX ３　出土遺物実測図

405
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トと暗灰黄シルト混じり細砂、褐灰シルト混じり細

砂である。

　10-SD21 の b-b' 断面は７層に分層でき、上層が

灰黄褐シルト混じり細砂とにぶい黄褐細砂混じりシ

ルト、にぶい黄褐シルト～粘土、にぶい黄褐粘土で

ある。下層が灰黄褐粘土と褐灰細砂混じりシルト～

粘土である。溝肩の堆積が灰黄褐シルト～粘土であ

る。

　遺物は 10-SD21 の最下層から弥生土器甕（411・

412）が、このほか弥生土器甕（413）、弥生土器

壺（414）、弥生土器高杯・弥生土器片が出土した。

10-SD ４から弥生土器高杯（415）、弥生土器甕・

弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

14-SD ７（図 103・104）

　第 14 調査区南西～中央で検出した溝である。北

東に直行し、14-SD １に切られる。主軸方位 N-50°

-E、検出面の標高は 5.42 ｍである。

　長さ約 7.20 ｍを検出し、幅約 0.64 ～ 0.95 ｍ、

深さ約 0.50m を測る。断面形状は方形を呈する。

 　埋土は５層に分層でき、上層がにぶい黄褐シル

ト、中層が灰黄褐細砂混じりシルト、下層が褐灰細

砂～中粒砂混じりシルトと灰黄褐シルト混じり砂礫

である。

　遺物は、弥生土器長頸壺（416・417）、弥生土

器 甕（418）、 弥 生 土 器 甕 底 部（419・420）、 弥

生土器高杯（421 ～ 423）、安山岩製打製石庖丁

（424）、弥生土器片が出土した。このうち弥生土器

高杯（421）は、14-SD ８出土遺物と接合が確認で

きた。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ
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10 － SD23（図 103）

　第 10 調査区中央西端で検出した不整形な溝であ

る。南から北西に屈曲し、10-SD10・21 に切られる。

主軸方位 N-55°-E、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約2.50ｍを検出し、幅約0.40～0.55ｍ以上、

深さ約 0.20 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は４層に分層でき、北東側から溝が埋没し、

溝の規模が縮小したことが確認できる。上層がにぶ

い黄褐シルト混じり細砂、下層がにぶい黄褐細砂混

じりシルトである。溝肩の埋没土が灰黄褐シルト混

じり細砂とにぶい黄褐シルト混じり細砂である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、10-SD21 と 10-SD10 との切り合い関係か

ら、弥生時代後期末以前と考えられる。

基幹水路群（14-SD ８・15・16、19-SD ６・２、10-

SD10）（図 106）

　中央西工区西部～中央で検出した溝群である。

10-SD4(21)・14-SD ７とほぼ並行し、14-SD10 で

14-SD ７ と 10-SD23 と 10-SD24 と も 接 続 す る。

14-SD15 と SD16 が合流する部分から 14-SD ８と

遺構番号を付けた。攪乱に切られているが、10-

SD10 に続くと考えられる。総延長約 46.85 ｍを検

出した。また第 19 調査区西横の立会調査でも、溝
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１ 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック斑状に 3%…10-SX3
２ 2.5Y4/2 暗灰黄　細砂混じりシルト　径 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
３ 2.5Y3/2 黒褐　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 2% 
４ 2.5Y5/1 黄灰　細砂混じりシルト　径 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
５ 2.5Y5/3 黄褐　細砂混じりシルト　ほぼ地山土で構成
６ 2.5Y4/1 黄灰　シルト　径 5 ㎝程度の灰色シルトブロック 3%
７ 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック円礫状に 3%
８ 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　径 1 ㎝大の礫含む
９ 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　8 層に比べて粘性弱
10 2.5Y5/3 黄褐　細砂混じりシルト　ほぼ地山土で構成　5 層に比べしまりわるい
11 10YR4/1 褐灰　シルト混じり細砂
12 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂混じりシルト　ほぼ地山土で構成
13 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト混じり細砂
14 10YR5/1 褐灰　シルト混じり細砂

5
10

9

1

10-SX3・SD4

10-SD4

10-SD21

10-SD2

10-SD4(21)

2
3 4

6
7

8 11

12

13

14
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10-SD21

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト混じり細砂　径 3 ㎝程度の地山ブ  
 ロック 8%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂混じりシルト　径 1 ㎝程度の地山  
 ブロック斑状に 3%
3 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト～粘土　径 5 ㎝程度の地山ブ  
 ロック亜円礫状に 5% 
4 10YR4/3 にぶい黄褐　粘土　径 1 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック  
 円礫状に 3%
5 10YR4/2 灰黄褐　粘土　径 3 ㎝程度の地山ブロック亜円礫状  
 に 5%
6 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山  
 ブロック円礫状に 3%
7 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ㎝大の礫含む　ほぼ地  
 山土で構成

1

2
3
4

56

7

図 102 10-SD ４(21)　平・断面図、遺物出土状況図
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14-SD７

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト混じ 
 り細砂　径 1 ㎝程度の地山ブロッ 
 ク斑状に 10%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂混じり 
 シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロッ 
 ク 3%
3 10YR4/2 灰黄褐　シルト混じり細 
 砂　径 3 ㎝程度の地山ブロック 2% 
4 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト混じ 
 り細砂　ほぼ地山土で構成

1

2 3 4

14-SD７
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3 54

1 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト　小礫含む　径 3 ～ 5 
 ㎝程度の地山ブロック 10%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地 
 山ブロック 2%
3 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　小礫含む
4 10YR4/1 褐灰　細砂～中粒砂混じりシルト　径 5 ㎝大 
 の礫含む
5 10YR5/2 灰黄褐　シルト混じり砂礫

図 103 10-SD23・14-SD ７　平・断面図
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図 104 14-SD ７　出土遺物実測図
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10-SX３・SD10

1 10YR5/3 にぶい黄褐　細砂混じりシルト　径 
 2 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 10YR5/1 褐灰　シルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地 
 山ブロック 1% 
3 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　径 3 ㎝ 
 程度の地山ブロック 3%…10-SD23 

1 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山 
 ブロック斑状に 3%…10-SX３
2 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂混じりシルト…10-SX3
3 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　径 5 ～ 10 ㎝程 
 度の地山ブロック亜円礫状に 5%…10-SD10

1

1

10-SD10b 断面

10-SD10c 断面

2 3

1

2

2

1 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト　径 3 ㎝程度の地山 
 ブロック 3%
2 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり細砂　径 3 ～ 
 10 ㎝程度の地山ブロック亜円礫状に 50%

3

d

e

f

d’

e’

f’

g g’

14-SD８

14-SD15 南壁

1

2

3

4

1
2

3 5
4

1

2

4

1

2 3

19-SD７ 19-SD６

2

19-SD２

1

1 5Y5/1 灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　 
 シルトブロック多量含む
2 2.5Y5/1 黄灰　シルト　10YR6/8 明黄 
 褐　シルトブロック多量　土器細片含 
 む
3 5Y4/1 灰　粘土質シルト　10YR6/8 明 
 黄褐　シルトブロック少量含む
4 2.5Y6/1 黄灰　粘土質細砂
5 2.5Y6/1 黄灰　粘土質細砂　10YR6/8 
 明黄褐　シルトブロック少量含む

1 2.5Y5/1 黄灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　シルト質細 
 砂ブロック多量
2 2.5Y4/1 黄灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　シルト質細 
 砂ブロック少量　土器片含む
3 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土質細砂
4 5Y5/1 灰　粘土質細砂　小礫含む

1 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト　地山ブロック 50%
2 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土　地山ブロック 10%
3 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の 
 地山ブロック斑状に 3%　炭化物含む
4 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシルト～粘土

1 2.5Y4/3 オリーブ褐　シルト～粘土　径 
 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 7%
2 2.5Y5/1 黄灰　シルト～粘土　径 1 ～ 3 
 ㎝程度の地山ブロック 50%

図 105 基幹水路群　断面図

の続きを検出しており、これらの成果を合わせると

溝の延長は約 49 ｍとなる（図 134）。

10 － SD10（図 105・106）

　第 10 調査区中央で検出した溝である。10-SX ３

の下層で検出した。北東にやや蛇行し、攪乱と SD

２に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状

は不明である。10-SD ９・23 を切る。主軸方位

N-52°-E、検出面の標高は 5.45 ～ 5.5 ～ 5.35 ｍで

ある。

　長さ約 16.80 ｍを検出し、幅約 0.50 ～ 0.65 ｍ、

深さ約 0.30 ～ 0.35 ｍを測る。断面形状は a 断面

方形、b 断面方形、c 断面逆台形である。

　埋土は a-a' 断面が単層で、黄灰シルト混じり細砂

である。

　b-b' 断面は２層に分層でき、上層が暗灰黄シルト、

下層が黄灰シルト混じり細砂である。c-c' 断面は２

層に分層でき、上層がにぶい黄褐細砂混じりシルト、

下層が褐灰シルトである。

　遺物は弥生土器高杯・弥生土器片が出土したが、

細片のため詳細な時期は不明である。

　埋土の状況から、弥生時代後期末時代と考えられ

る。

14 － SD ８（図 105 ～ 108）

　第 14 調査区南側～中央で検出した溝である。

14-SD15・16 が合流して北東に直行し、攪乱に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で
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図 106 基幹水路群　平面図
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14-SD８・16 遺物出土状況

図 107 14-SD ８・16　遺物出土状況図

図 108 14-SD ８　出土遺物実測図

425

426

427

ある。10-SD10 へと続くと想定できる。主軸方位

N-45°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 6.90 ｍを検出し、幅約 0.82 ｍ、深さ約 0.43

ｍを測る。断面形状は丸い V 字形に西肩がゆるく

なる。

　埋土は４層に分層でき、上層が黄灰シルト、下層

が暗灰黄粘土質細砂と灰粘土質細砂である。

　遺物は弥生土器甕（425）、製塩土器（426）、弥

生土器高杯（427）が出土したほか、図化できなかっ

たが弥生土器鉢・弥生土器片が出土し、また、図

化できなかったが、弥生土器高杯が 14-SD8 と 14-

SD13 で遺構間接合している。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

14 － SD15（図 105・106・109）

　第 14 調査区南側で検出した溝状の遺構であ

る。19-SD ６から続き、北東から北に屈曲して 14-

SD16 に合流して 14-SD ８に続く。攪乱に切られる。

主軸方位 N-43°-E → N-16°-E、検出面の標高は 5.35
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図 109 14-SD15　出土遺物実測図

図 110 14-SD16　出土遺物実測図

428

429

430

431

ｍである。

　長さ約 5.70 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.44

ｍを測る。断面形状はＵ型である。

　埋土は５層に分層でき、埋土の観察から途中で浚

渫が行われたと想定できる。埋土上層は灰シルトと

黄灰シルトである。ブロックが多量に認められるこ

とから、人為的な埋め戻し土の可能性がある。下層

は灰粘土質シルトで、下層肩は黄灰粘土質細砂であ

る。

　遺物は弥生土器小型丸底壺（428）、弥生土器壺

（429）、弥生土器高杯（430）、弥生土器片が出土

した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

14 － SD16（図 106・107・110）

　第 14 調査区南側で検出した溝である。北東に直

行し、14-SD ８へと続く。調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-38°-E、検

出面の標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 2.40 ｍを検出し、幅約 0.64 ｍ、深さ約 0.50

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　遺物は弥生土器高杯（431）が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

19 － SD ６（図 105・106）

　第 19 調査区北東側で検出した溝である。北東に

直行して 14-SD15 につづく。19-SD ５に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明だが、

19-SD ２に続くと想定できる。主軸方位 N-45°-E、

検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 1.50 ｍを検出し、幅約 0.76 ｍ、深さ約 0.50

ｍを測る。断面形状は V 字形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が褐灰細砂混じりシ

ルトと褐灰シルト～粘土である。多量のブロック土

を含むことから、人為的な埋め戻し土の可能性があ

る。下層が褐灰細砂混じりシルトと灰黄褐細砂混じ

りシルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、　

遺構の連続関係から、弥生時代後期末と考えられる。

19 － SD ２（図 105・106）

　第 19 調査区西～中央で検出した溝状の遺構であ

る。北東にやや蛇行し、調査区外に延びるため、全

体の形状は不明である。19-SD ６へと続く可能性が

高い。主軸方位 N-69°-E、検出面の標高は 5.40 ｍ

である。

　長さ約 7.46 ｍを検出し、幅約 0.58 ｍ、深さ約 0.34

ｍを測る。断面形状は椀状に段落ちである。調査

区西側で行われた立会調査も長さ約 2 ｍを検出し

ており、これらの成果を合わせると溝の検出長は約

9.5 ｍとなる。

　埋土は２層に分層でき、上層がオリーブ褐シルト

～粘土、下層が黄灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の連続性から、弥生時代後期末と判断できる。
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 地山ブロック 5%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト混じり細砂　径 2 ～ 
 3 ㎝程度の地山ブロック 3%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト混じり細砂～中粒砂
　 地山ブロック 50%

1

図 111 10-SD ９・12・13・14・19・25・40・46　平・断面図
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10 － SD13（図 111）

　第 10 調査区中央、10-SX3 下層で検出した溝で

ある。10-SD25 に切られ、北東にゆるく蛇行し、

10-SD ９と交わる。10-SD12 と並行し、上層埋土

が共通なので同時期に埋没したと思われる。攪乱に

切られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明

であるが、14-SD12 か 14-SD13 に続くと推測でき

る。主軸方位 N-63°-E、検出面の標高は 5.50 ～ 5.40

ｍである。

　長さ約 17.90 ｍを検出し、幅約 0.95 ～ 0.48 ｍ、

深さ約 0.26 ～ 0.13 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。

　埋土は a-a' 断面では２層に分層でき、上層は 10-

SD12 と共有し、褐灰粗砂混じり極細砂～シルトで

ある。下層は黄灰細砂～シルトである。

　d-d' 断面では埋土は単層で、にぶい黄褐細砂混じ

りシルトである。f-f' 断面は２層に分層でき、上層

がにぶい黄褐細砂混じりシルト、下層が灰黄褐シル

ト混じり細砂である。

　遺物は弥生土器高杯・弥生土器片、サヌカイトチッ

プが出土したが、細片のため詳細な時期は不明であ

る。

　出土遺物と周辺の遺構の調査成果から弥生時代後

期と考えられる。

10 － SD ９（図 111）

　第 10 調査区南西側～中央で検出した溝であ

る。北東に直行し、10-SD13 に合流する。攪乱と

10-SD ２・５・10 に切られるため、全体の形状は

不明である。主軸方位 N-75°-E、検出面の標高は

5.35 ｍである。

　長さ約 10.10 ｍを検出し、幅約 0.40 ～ 0.60 ｍ、

深さ約 0.10 ～ 0.08 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。

　埋土は c-c' 断面で２層に分層でき、灰黄褐シルト

とにぶい黄褐細砂混じりシルトである。

　e-e' 断面では２層に分層でき、にぶい黄褐シルト

混じり細砂とにぶい黄褐シルト混じり細砂～中粒砂

である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　切り合い関係と埋土の状況から、弥生時代後期と

考えられる。

14 － SD13・19-SD ８（図 114）

　第 14 調査区中央～南西側、第 19 調査北東側で

検出した溝である。北東に直行し、攪乱と 14-SD １・

12 に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状

は不明である。主軸方位 N-41 ～ 45°-E、検出面の

標高は 5.40 ～ 5.50 ｍである。

　長さ約 10.53 ｍを検出し、幅約 0.70 ～ 0.50 ｍ、

深さ約 0.24 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は a-a' 断面で２層に分層でき、上層が灰シル

ト、下層が黄灰シルトである。c-c' 断面でも２層に

分層でき、上層が褐灰細砂混じりシルト、下層が褐

灰シルト混じり微細砂～細砂である。

　遺物は 14-SD13 から弥生土器鉢片・弥生土器片

が出土したが、細片のため詳細な時期は不明である。

出土遺物のうち 14-SD8 と 14-SD13 出土の弥生土

器高杯が遺構間接合することが確認できた。

　遺構の切り合い関係と出土遺物の状況から、弥生

時代後期末と考えられる。

10 － SD12（図 111）

　第 10 調査区中央～北東側で検出した溝状の遺

構である。10-SX3 下層で検出した。後述する 10-

SD13 と並行し、上層の埋土は共有する。北東にゆ

るく蛇行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-64°-E、検

出面の標高は 5.50 ～ 5.40 ｍである。

　長さ約 19.30 ｍを検出し、幅約 0.30 ～ 0.47 ｍ、

深さ約 0.18 ～ 0.06 ｍを測る。断面形状は丸い V

字形、浅い皿状である。

　埋土は a-a' 断面で２層に分層でき、上層が褐灰粗

砂混じり極細砂～シルト、下層が暗灰黄細砂～シル

トである。

　d-d' 断面では単層で、にぶい黄褐細砂混じりシル

トである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　埋土の状況から、弥生時代と考えられる。

10 － SD40(14)（図 111）

　第 10 調査区中央、10-SX3 下層で検出した溝で

ある。北東に直行し、10-SD12・13 から分岐し、

10-SD ７と 10-SD14 と合流する。主軸方位 N-65°

-E、検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 5.30 ｍを検出し、幅約 0.83 ｍ、深さ約 0.19
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2 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　径 5 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 5%
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図 112 10-SD ７　平・断面図

図 113 14-SD12　出土遺物実測図

432

433

ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層で、上層が暗灰黄細砂～シルト、下層

が褐灰粘土混じりシルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期と考えら

れる。

10 － SD ７（図 112）

　第 10 調査区南西側、10-SX3 下層で検出した溝

である。北東に直行し、攪乱と 10-SD ２に切られ

るため、全体の形状は不明である。10-SD40(14)

と合流する。主軸方位 N-55°-E、検出面の標高は

5.50 ｍである。

　長さ約 7.20 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.16

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰細砂混じりシ

ルト、下層が黄灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、切り合い関係から、弥生時代後期以降と考

えられる。

14 － SD12・19-SD ７（図 113・114）

　第 14 調査区南側、第 19 調査区北側で検出した

溝である。北東へやや蛇行し、攪乱に切られ、調査

区外に延びるため、全体の形状は不明である。主軸

方位 N-42 ～ 46°-E、検出面の標高は 5.40 ～ 5.50

ｍである。

　長さ約 10.44 ｍを検出し、幅約 0.46 ～ 0.60 ｍ、

深さ約 0.18 ～ 0.24 ｍを測る。断面形状はゆるい V

字形と逆台形である。

　埋土は a-a' 断面では黄灰シルトの単層である。

　b-b' 断面では２層に分層でき、上層が灰黄褐細砂
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19-SD７
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14-SD12

14-SD13
14-SD14

14-SD19

1

2

2

19-SD８

1

19-SD７ 19-SD6

1 2.5Y5/1 黄灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　シルト質極 
 細砂ブロック含む
2 5Y5/1 灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　シルト質極細砂 
 ブロック同量含む
3 2.5Y4/1 黄灰　シルト　10YR6/8 明黄褐　シルト質極 
 細砂ブロック少量含む
4 5Y6/1 灰　シルト　10YR6/6 明黄褐　シルト質細砂ブ 
 ロック少量含む
5 5Y6/1 灰　シルト　若干粘性あり　褐色ブロック含む

1 10YR5/2 灰黄褐　細砂質シルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山 
 ブロック 10%
2 10YR5/1 褐灰　シルト混じり微細砂～細砂　弱いラミナ

1 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト　地 
 山ブロック 30%
2 10YR5/1 褐灰　シルト混じり微細砂～ 
 細砂

図 114 14-SD12・13・14・19-SD ７・８　平・断面図
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　 径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック斑状に 5%
2 10YR6/6 明黄褐　細砂～粘土　Mn 沈着…ベース
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図 115 10-SD15　平・断面図
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14-SD４ 14-SD５

14-SD４・５

1

2

3

5
44

14-SD６

14-SD１

14-SD１

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック 1%…14-SD４
2 10YR3/2 黒褐　シルト　弱ラミナ…14-SD４
3 10YR5/2 灰黄褐　シルト　弱ラミナ…14-SD５
4 10YR5/1 褐灰　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 3%…14-SD５

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト
3 2.5Y4/1 黄灰　粘土
4 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト　径 1 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
5 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　径 2 ～ 3 ㎝程度の灰色シルトブロック 3%

図 116 14-SD ４・５・６　平・断面図



－ 112 －

第Ⅲ章　調査の成果

図 117 14-SD ６　出土遺物実測図

図 118 14-SD ５　出土遺物実測図

434

436

437

439

440

441

438

435

質シルト、下層が褐灰シルト混じり微細砂～細砂で

ある。ラミナが確認できることから、流水があった

と想定できる。

　遺物は 14-SD12 から弥生土器甕（432）、弥生土

器壺（433）、弥生土器片が出土した。19-SD ７か

らは、弥生土器片が出土した。

　出土遺物から、弥生時代後期末と考えられる。

14 － SD14（図 114）

　第 14 調査区南側で検出した溝である。北東から

東に屈曲し、攪乱と 14-SD １・13 に切られるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-39°-E → N-

70°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 3.85 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.11

ｍを測る。断面形状は V 字形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰シルトに明黄褐

シルト質細砂ブロック含み、下層が灰シルトに褐色

ブロック含んでいる。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末

以前と考えられる。

10 － SD46（図 111）

　第 10 調査区中央～北東側で検出した溝状の遺構

である。北東に直行し、10-SD19 と同一の溝の可

能性がある。攪乱と 10-SD12 に切られるため、全

体の形状は不明である。主軸方位 N-70°-E、検出

面の標高は 5.45 ｍである。

　長さ約 4.40 ｍを検出し、幅約 2.00 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と

考えられる。

10 － SD19（図 111）

　第 10 調査区中央、10-SX3 下層で検出した溝で
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2 10YR4/1 褐灰　シルト　1 層ブロック少量　小礫含む

1 10YR5/1 褐灰　シルト　10YR6/8 明黄褐
　 シルト質極細砂ブロック多量含む

1 2.5Y6/1 黄灰　シルト　2.5Y6/8 
 明黄褐　シルトブロック多量含む1 2.5Y6/1 黄灰　シルト　2.5Y6/8 

 明黄褐　シルトブロック多量含む

図 119 14-SD10・11・18・19　平・断面図

ある。北東に蛇行し、攪乱と 10-SD ５に切られる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-73°

-E、検出面の標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 9.30 ｍを検出し、幅約 0.34 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は灰黄褐シルト混じり細砂の単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期と考えら

れる。

10 － SD25（図 111）

　第10調査区南西側で検出した溝状の遺構である。

北東に直行し、攪乱と 10-SD13 に切られるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-49°-E、検

出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 4.20 ｍを検出し、幅約 1.25 ｍ、深さ約 0.07

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐シルト混じり細砂の単層である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、遺構の切り合い関係から、弥生時代後期以

前と考えられる。
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10 － SD15（図 115）

　第 10 調査区中央西側で検出した溝である。北東

にゆるく湾曲して広がる。攪乱と 10-SD ５・10・

19 に切られるため、全体の形状は不明である。主

軸方位 N-62°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 7.17 ｍを検出し、幅約 1.38 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土はにぶい黄褐粘土混じり細砂～極細砂の単層

である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため、詳

細な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と

考えられる。

14 － SD ４（図 116）

　第 14 調査区北側で検出した溝である。北東に直

行し、攪乱と 14-SD １に切られ、調査区外に延び

るため、全体の形状は不明である。14-SD ５を切る。

主軸方位 N-69°-E、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 3.30 ｍを検出し、幅約 0.50 ｍ、深さ約 0.25

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐シルト～粘

土、下層が黒褐シルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　14-SD ５との切り合い関係から、弥生時代後期末

以降と考えられる。

14 － SD ６（図 116・117）

　第 14 調査区北側で検出した溝状の遺構である。

北東に直行し、攪乱と 14-SD １に切られ、調査区

外に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方

位 N-60°-E、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長さ約 3.60 ｍを検出し、幅約 1.05 ｍ、深さ約 0.37

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は５層に分層でき、埋土の観察から浚渫が行

われたと想定できる。埋土上層は灰黄褐シルト～粘

土、下層が褐灰細砂混じりシルトと黄灰粘土、下層

肩が暗灰黄シルトと黄灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器長頸壺（434）、弥生土器甕（435）、

弥生土器高杯（436 ～ 438）、石錐（439）、スクレ

イパー（440）、弥生土器片が出土した。

　出土遺物から弥生時代後期末と考えられる。

14 － SD ５（図 116・118）

　第 14 調査区北側で検出した溝である。北東に直

行し、攪乱と 14-SD １・４に切られ、調査区外に

延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-77°-E、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 2.20 ｍを検出し、幅約 0.65 ｍ、深さ約 0.16

ｍを測る。断面形状は椀状に南肩テラスである。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐シルトと褐灰シル

トである。ラミナが確認できることから、流水があっ

たと想定できる。

　遺物は弥生土器壺（441）、弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

14 － SD10（図 119）

　第 14 調査区中央で検出した溝状の遺構である。

南東に直行し、14-SD ７・８との切り合い関係は確

認できなかったことから、14-SD ７・８をバイパス

し、水を流す方向を制御していたものと推定できる。

主軸方位 N-30°-W、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 1.76 ｍを検出し、幅約 0.48 ｍ、深さ約 0.22

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が明黄褐シルト質極

細砂、下層が褐灰シルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　14-SD ７・８の年代から、弥生時代後期末と考え

られる。

14 － SD11（図 119）

　第 14 調査区中央で検出した溝状の遺構である。

東西に蛇行し、攪乱と 14-SD ８に切られるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-67°-W、検

出面の標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 1.30 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰シルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と

考えられる。
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14 － SD17（図 125）

　第 14 調査区北側で検出した溝である。南東に直

行し、14-SD １に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-56°-W、検

出面の標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 1.16 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、深さ約 0.15

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は灰黄褐細砂混じりシルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、室町時代以前と考えら

れる。

14 － SD18（図 119）

　第 14 調査区南側で検出した溝である。北東に直

行し、14-SD15 に切られるため、全体の形状は不

明である。主軸方位 N-41°-E、検出面の標高は 5.40

ｍである。

　長さ約 5.20 ｍを検出し、幅約 0.25 ｍ、深さ約 0.04

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、黄灰シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代後期末以前と考え

られる。

14 － SD19（図 119）

　第 14 調査区南側で検出した溝状の遺構である。

北東に直行し、攪乱と 14-SD12・15 に切られるた

め、全体の形状は不明である。主軸方位 N-63°-E、

検出面の標高は 5.35 ｍである。

　長さ約 3.50 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、深さ約 0.05

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、黄灰シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と考

えられる。

19 － SD １（図 120 ～ 122）

　第 19 調査区北西側で検出した溝である。北東に

直行し、調査区外に延びるため、全体の形状は不明

である。第 19 調査区で 19-SD ４と合流する。14-

SD7 と同一の溝の可能性がある。工事立会で確認

した部分約 1.7 ｍと合わせて溝の延長は約 7.7 ｍを

確認した。主軸方位 N-47°-E、検出面の標高は 5.70

ｍである。

　第 19 調査区では長さ約 6.00 ｍを検出し、幅約

0.90 ｍ、深さ約 0.54 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。

　埋土は５層に分層でき、上層が褐灰シルト混じり

極細砂と褐灰粘土混じり極細砂、灰黄褐粗砂混じり

シルト～粘土、下層が黄灰シルト～粘土と黒褐粘土

混じり細砂～中粒砂である。埋土は大量のブロック

を含む土で埋め戻されており、また土器もこれに伴

い上層部分に多量に投棄されていた。

　遺物は弥生土器壺（442 ～ 445・447）、製塩土

器（446）、弥生土器鉢（448・449）のほか、図化

できなかったが弥生土器壺・弥生土器甕・弥生土器

片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられ

る。

19 － SD ４（図 120）

　 第 19 調 査 区 中 央 北 側 で 検 出 し た 溝 で あ る。

19-SD １との切り合い関係は確認できなかったこと

から、19-SD １と東側に掘削された 19-SD ２・６

をバイパスする目的で掘られた溝の可能性が高い。

19-SD １から東側で二股に分岐する。北西に直行し、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-65°-W、検出面の標高は 5.60 ｍである。

　長さ約 4.40 ｍを検出し、幅約 1.30 ｍ、深さ約 0.10

～ 0.30 ｍを測る。断面形状は逆台形にテラスであ

る。

　埋土は南側の深い溝は３層に分層でき、上層が灰

黄褐シルト～粘土、中層が灰黄褐シルト、下層が灰

黄褐極細砂である。下層でラミナが確認できること

から、流水があったと想定できる。北側の浅い溝の　　

埋土は単層で、暗褐細砂混じりシルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　19-SD1 との関係から、弥生時代後期末と考えら

れる。

19 － SD ３（図 123・124）

　第 19 調査区中央西～東側で検出した溝である。

北東から東にやや湾曲し、攪乱に切られ、調査区外

に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-32°-E、検出面の標高は 5.45 ｍである。

　長さ約 14.60 ｍを検出し、幅約 3.80 ｍ、深さ約
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1 10YR5/1 褐灰　シルト混じり極細砂
2 10YR4/1 褐灰　粘土混じり極細砂　炭化物含む
3 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト～粘土
4 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　径 2 ～ 5 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 30%
5 10YR3/2 黒褐　粘土混じり細砂～中粒砂
6 2.5Y5/1 黄灰　極細砂混じりシルト～粘土…19-SD４埋土
7 10YR5/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト～粘土…ベース

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 0.5 ～ 1 ㎝程度の地 
 山ブロック 30%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 1 ～ 5 ㎝程度のほぼ地山ブ 
 ロック土で構成
3 10YR4/2 灰黄褐　極細砂　ラミナあり
4 10YR3/3 暗褐　細砂混じりシルト　径 0.5 ～ 1 ㎝程度の 
 地山ブロック 15%

図 120 19-SD １・４　平・断面図
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図 121 19-SD １　出土遺物実測図①
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図 122 19-SD １　出土遺物実測図②

図 123 19-SD ３　出土遺物実測図

448

449

450

0.15 ～ 0.28 ｍを測る。断面形状は浅い皿状に段落ちであ

る。調査区西側の立会調査で長さ約 1.70 ｍを検出してお

り、これらの成果を合わせると約 16.30 ｍを確認した。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐極細砂混じりシル

ト～粘土、下層が灰黄褐シルト混じり微細砂～細砂である。

下層でラミナが確認できることから、流水があったと想定

できる。

　遺物は弥生土器甕（450）、弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期末と考えられる。

19 － SD ５（図 124）

　第 19 調査区北東側で検出した溝状の遺構である。北東

に直行し、攪乱に切られ、第 14 調査区では検出されなかっ

たため、全体の形状は不明である。19-SD ６を切る。主軸

方位 N-55°-E、検出面の標高は 5.55 ｍである。

　長さ約 1.66 ｍを検出し、幅約 0.90 ｍ、深さ約 0.12 ｍ

を測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰細砂混じりシルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細な時期

は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以降と想定で

きる。

10 － SD ８（図 125）

　第10調査区中央南側で検出した溝である。

10-SX ３下層で検出した。東西に直行し、攪

乱と 10-SD2 に切られるため、全体の形状は

不明である。主軸方位 N-85°-E、検出面の

標高は 5.50 ｍである。

　長さ約 10.90 ｍを検出し、幅約 0.54 ～ 0.42

ｍ、深さ約 0.16 ～ 0.24 ｍを測る。断面形

状は逆台形である。

　埋土は a-a' 断面２層、b-b' 断面３層に分層

できる。a-a' 断面では上層が灰黄褐極細砂～

粘土、下層が灰黄褐極細砂混じり粘土である。

　b-b' 断面では上層が褐灰シルトと褐灰シル

ト、下層が褐灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は

不明である。

　

10 － SD34（図 125）

　第 10 調査区中央南側で検出した溝状の遺

構である。東西に直行し、攪乱に切られる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-72°-W、検出面の標高は 5.55 ｍである。

　長さ約 0.70 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、

深さ約 0.12 ｍを測る。断面形状は U 字形で

ある。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐粗砂混じり

粘土と灰黄褐極細～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明で

ある。

10 － SK29（図 126）

　第 10 調査区中央で検出した土坑である。

平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-16°

-W、検出面の標高は 5.55 ｍである。

　長軸約 0.98 ｍを検出し、短軸約 0.50 ｍ、

深さ約 0.18 ｍを測る。断面形状は不整形で

ある。

　埋土は単層で、にぶい黄褐細砂混じりシル

トである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のた

め、詳細な時期は不明である。

10 － SK30（図 126）

　第 10 調査区中央で検出した土坑状の遺構
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1 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト　径 3 ～ 5 ㎝程度の地 
 山ブロック 20%

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト混じり細砂
2 10YR4/3 にぶい黄褐　極細砂混じりシルト　径 0.5 ～ 1 ㎝程度の地山ブロック 10 ～ 15%
3 10YR4/3 にぶい黄褐　中粒砂混じりシルト
4 10YR4/2 灰黄褐　極細砂混じりシルト～粘土　径 0.5 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 30%
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図 124 19-SD ３・５　平・断面図
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図 126 10-SK28・29・30・39　平・断面図
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である。攪乱に切られるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は不整形である。主軸方

位 N-81°-W、検出面の標高は 5.60 ｍである。

　長軸約 3.30 ｍを検出し、短軸約 3.00 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は３層に分層でき、にぶい黄褐細砂混じりシ

ルトと灰黄褐細砂～中粒砂混じりシルト、にぶい黄

褐シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため、詳

細な時期は不明である。

10 － SK28（図 126）

　第10調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

攪乱に切られるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-70°

-W、検出面の標高は 5.55 ｍである。

　長軸約 1.17 ｍを検出し、短軸約 0.57 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は３層に分層でき、上層がにぶい黄褐シルト

～粘土、下層がにぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 － SK39（図 126）

　第 10 調査区中央東側で検出した土坑状の遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は不整形である。主軸方位

N-62°-E、検出面の標高は 5.45 ｍである。

　長軸約 2.85 ｍを検出し、短軸約 1.93 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は単層で、黄灰粗砂混じりシルト～粘土であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 － SK42（図 127）

　第 10 調査区中央東端で検出した土坑状の遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は不整形である。主軸方位

N-79°-W、検出面の標高は 5.35 ｍである。

　長軸約 2.30 ｍを検出し、短軸約 1.90 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐細砂混じりシルト

である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

10 － SK43（図 127）

　第 10 調査区中央東端で検出した土坑状の遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は三角形である。主軸方位

N-52°-E、検出面の標高は 5.45 ｍである。

　長軸約 2.60 ｍを検出し、短軸約 1.20 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、にぶい黄褐シルトである。

下層は溝状となる。下層の溝状の掘方は 10-SD ８

と 13-SD21 と同一の溝の可能性もあるが、大部分

が攪乱となっているため、同一の遺構との判断は差

し控える。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

19 － SK ９（図 128）

　第 19 調査区中央で検出した土坑である。19-SD

２に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状は

不明であるが、検出した平面形状は楕円形である。

主軸方位 N-78°-E、検出面の標高は 5.60 ｍである。

　長軸約 1.00 ｍを検出し、短軸約 0.62 ｍ、深さ

約 0.18 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐シルト

混じり細砂、下層が灰黄褐極細砂混じりシルト～粘

土である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末

以前と考えられる。

14 － SP ３（図 128）

　 第 14 調 査 区 北 端 で 検 出 し た ピ ッ ト で あ る。

14-SD ２に切られるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-90°-E、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長さ約 0.35 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である

10 － SX36（図 129）

　第 10 調査区中央南側で検出した性格不明遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は不整形である。主軸方位

N-86°-W、検出面の標高は 5.40 ｍである。

　長軸約 3.70 ｍを検出し、短軸約 1.35 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は浅い皿状に南肩がゆ
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るやかである。

　埋土は２層に分層でき、黄灰粘土混じり極細砂と

暗灰黄細砂～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

10 － SX38（図 129）

　第10調査区中央で検出した性格不明遺構である。

攪乱と 10-SD12・40 に切られるため、全体の形状

は不明であるが、検出した平面形状は不整形である。

主軸方位 N-53°-W、検出面の標高は 5.45 ｍである。

　長軸約 4.60 ｍを検出し、短軸約 2.90 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が暗灰黄粗砂混じり

シルト～粘土、下層が黄灰シルト混じり粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と

考えられる。

10 － SX35（図 129）

　第 10 調査区中央南端で検出した性格不明遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状はひょうたん形である。主

軸方位 N-68°-W、検出面の標高は 5.50 ｍである。

　長軸約 2.00 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄灰粘土混じり細砂～シルトの単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

20 － SD １（図 130）

　第 20 調査区中央南側で検出した溝状の遺構であ

る。北東に直行し、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。20-SD ２と同一の溝と考えられ

る。主軸方位 N-40°-E、検出面の標高は 5.80 ｍで

ある。

　長さ約 1.05 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、深さ約 0.18

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黒褐細砂混じりシルトの単層である。

　遺物は土師器高杯・土師器片、弥生土器片、サヌ

カイト剥片が出土した。

　出土遺物の年代から、古墳時代と考えられる。

20 － SD ２（図 130）

　第 20 調査区南東側で検出した溝である。東に直

行し、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

ある。20-SD １と同一の溝と考えられる。主軸方位

N-74°-E、検出面の標高は 5.75 ｍである。

　長さ約 1.65 ｍを検出し、幅約 0.30 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が灰黄褐細砂混じり

粘土～シルトと黒褐細砂～シルト、下層が黄灰シル

ト～粘土である。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

20 － SD ７（図 131 ～ 133）

　第 20 調査区中央東側で検出した溝である。20-

SD10 を切る。東に直行し、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-78°-W、検

出面の標高は 5.80 ｍである。

　長さ約 1.75 ｍを検出し、幅約 1.70 ｍ、深さ約 0.14

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は３層に分層でき、黒褐微細砂～細砂混じり

シルトと褐灰細砂質シルトである。

　遺物は打製石斧の剥片（464）の他、弥生土器片、

土師器 ? 片が出土したが細片のため、詳細な時期は

不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以降と

考えられる。

20 － SD ９（図 131 ～ 133）

　第 20 調査区中央西側で検出した溝である。20-

SD10 から北東に直行し、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。20-SD ８と合流する可能

性がある。主軸方位 N-80°-E、検出面の標高は 5.80

ｍである。

　長さ約 1.40 ｍを検出し、幅約 1.50 ｍ、深さ約 0.60

ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は 13 層に分層でき、埋土の観察から浚渫が

行われたと考えられる。埋土上層が黒褐細砂混じり

シルトと灰黄褐細砂混じりシルト、暗灰黄粘土混じ

りシルトである。中層が暗灰黄細砂質シルトと褐細

砂混じりシルト、暗灰黄微細砂混じりシルトである。

中層肩がにぶい黄褐シルト質微細砂と暗灰黄微細砂

～細砂質シルト、黒褐微細砂混じりシルト、暗灰黄

細砂混じりシルトである。下層が黒褐シルトと暗灰
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20 2.5Y3/2 黒褐　細砂質シルト　19 層よりシルト強い　径 3 ㎝程度の細砂ブロック 10%
21 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 20%
22 10YR4/4 褐　粗砂混じりシルト　地山ブロック 50% 以上
23 2.5Y4/1 黄灰　細砂混じりシルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 5%
24 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂～中粒砂　礫含む
25 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト～粘土　礫含む…包含層

１ 10YR6/1 褐灰　微細砂～細砂混じりシルト～粘土…水田層
２ 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 5%
３ 10YR3/1 黒褐　細砂混じりシルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の灰褐色粘土ブロック・褐色シルトブロック斑状に 20%　土器片含む
４ 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　径 2 ～ 3 ㎝程度の灰褐色粘土ブロック・褐色シルトブロック斑状に 10%
５ 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　ほぼ地山土で構成
６ 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土混じりシルト
７ 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂質シルト　礫含む
８ 10YR4/4 褐　細砂混じりシルト　上層に比べ粘性強
９ 2.5Y4/2 暗灰黄　微細砂混じりシルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック斑状に 5%
10 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト質微細砂　径 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
11 2.5Y4/2 暗灰黄　微細砂～細砂質シルト　径１㎝程度の地山ブロック 5%
12 2.5Y3/1 黒褐　微細砂混じりシルト
13 2.5Y5/2 暗灰黄　細砂混じりシルト
14 2.5Y3/1 黒褐　シルト　径 1 ㎝程度の暗灰黄色微細砂ブロック斑状に 20%
15 2.5Y5/2 暗灰黄　シルト混じり微細砂
16 10YR5/4 にぶい黄褐　シルト～粘土　礫含む…包含層
17 10YR5/2 灰黄褐　シルト質微細砂　Mn 多量沈着
18 10YR4/6 褐　細砂混じりシルト～粘土…ベース

図 132 20-SD ７・８・９・10　断面図
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図 133 第 20 調査区　出土遺物実測図
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黄シルト混じり微細砂である。

　遺物は下層から弥生土器壺底部（463）、弥生土

器片が、上層から須恵器片、弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、溝の掘削時は弥生時代後期、

最終埋没は古墳時代と考えられる。

20 － SD ８（図 131 ～ 133）

　第 20 調査区北東側で検出した溝である。東に直

行し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体

の形状は不明である。主軸方位 N-77°-W、検出面

の標高は 5.75 ｍである。

　長さ約 2.10 ｍを検出し、幅約 1.90 ｍ、深さ約 0.52

ｍを測る。断面形状は椀状で両肩が緩やかである。

　埋土は７層に分層でき、埋土の観察から浚渫が行

われたと考えられる。最終埋没がにぶい黄褐シルト、

溝肩が暗灰黄細砂質シルトである。溝下層が灰黄褐

細砂混じりシルトと黒褐シルト～粘土、灰黄褐シル

ト～粘土である。溝下層肩が黒褐シルト～粘土であ

る。

　遺物は上層から弥生土器甕口縁部（462）、弥生

土器片が、下層から弥生土器壺・弥生土器片が、こ

のほか弥生土器壺底部・弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から弥生時代後期末と考えられ

る。

20 － SD10（図 131 ～ 133）

　第 20 調査区中央東側で検出した溝である。東に

やや湾曲し、攪乱と 20-SD ７に切られ、調査区外

に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-73°-W、検出面の標高は 5.75 ｍである。

　長さ約 10.65 ｍを検出し、幅約 2.20 ｍ、深さ約

0.55 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は 20 層に分層でき、堆積状況から複数回の

浚渫が行われたと考えられる。上層が黒褐細砂混じ

りシルトと黒細砂混じりシルト、黒褐シルト質細砂、

灰黄褐シルト混じり微細砂、褐灰シルト～微細砂で

ある。上層溝肩は、黒褐細砂混じりシルトで弥生土

器壺（456）が出土した。人為的な埋め戻し土の可

能性がある。中層は黄灰シルト混じり微細砂と暗灰

黄微細砂～細砂、灰黄褐微細砂質シルト、褐灰シル

ト～微細砂、黒褐微細砂質シルト、黒褐シルトであ

る。ラミナが確認できることから、流水があったと

想定できる。下層は暗灰黄細砂混じりシルトと黄灰

微細砂～細砂混じりシルト、黒褐細砂質シルト、灰

黄褐粗砂混じりシルトと褐粗砂混じりシルト、黄灰

細砂混じりシルト、暗灰黄細砂～中粒砂である。

　遺物は最上層から弥生土器高杯（454）、弥生土

器片が、上層溝肩から弥生土器壺（456）と弥生土

器高杯？（453）、弥生土器片が、下層から弥生土

器甕底部（459・460）、弥生土器片が、最下層か

ら弥生土器鉢？（451）、弥生土器壺口縁部（455）、

弥生土器甕口縁部（452）、弥生土器甕底部（458）、

敲き石（461）、弥生土器片、木片が、最下層溝肩

付近から弥生土器甕底部（457）、弥生土器片が出

土した。このうち高杯（454）は、最上層と上層溝

肩、最下層から出土した遺物が接合した。

　出土遺物の年代から、弥生後期末と考えられる。

20 － SD ５（図 130）

　第 20 調査区中央東側で検出した溝状の遺構であ

る。北西に直行し、攪乱に切られ、調査区外に延び

るため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-31°

-W、検出面の標高は 5.75 ｍである。

　長さ約 1.70 ｍを検出し、幅約 0.70 ｍ、深さ約 0.06

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は３層に分層でき、黒褐細砂～シルトと黒褐

中粒砂混じり細砂～シルト、灰黄褐シルト～細砂で

ある。

　遺物は弥生土器片・土師器？片が出土したが、細

片のため詳細な時期は不明である。

20 － SP ３（図 130）

　第 20 調査区東南側で検出したピット状の遺構で

ある。検出した平面形状は楕円形である。主軸方位

N-16°-E、検出面の標高は 5.75 ｍである。

　長軸約 0.37 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.30 ｍを測る。断面形状は U 字形である。

　埋土は４層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

上層が褐灰中粒砂混じり細砂～シルト、下層が黒褐

細砂混じりシルトである。掘方が黒褐シルト～微細

砂と黒褐細砂混じりシルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

20 － SP ４（図 130）

　第 20 調査区中央東側で検出したピットである。

検出した平面形状は円形である。検出面の標高は

5.70 ｍである。

　直径約 0.24 ｍを検出し、深さ約 0.36 ｍを測る。
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図 134 立会調査　平・断面図
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図 135 立会調査 -溝２　出土遺物実測図

466

467

断面形状は U 字形である。

　埋土は３層に分層でき、柱痕が黒褐細砂～シルト、

掘方上層が灰黄褐細砂～シルト、掘方下層が褐灰細

砂混じりシルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

立会記録（図 134・135）

　第 19・20 調査区の西側で、擁壁建設工事に伴い、

工事立会を実施した。溝１は、20-SD ９・10 に続

くと考えられる。溝２・溝３・溝４については、調

査区外にあたるため溝の連続性は確認できていな

い。溝５は 19-SD2・3 へ、溝６は 19-SD １へと続く。

　このうち、溝２で弥生土器長頸壺（466）・弥生

土器壺底部（467）が出土した。遺跡の西側では、

同時期の複数条の溝が掘削されていたことがうかが

える。

第 20 調査区攪乱出土遺物（図 133）

　瓦器椀（465）が出土した。
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中央南工区

　中央南工区は、第 11 ～ 13 調査区である。

11 － SD ４・５（図 139・141）

　第 11 調査区全域で検出した溝である。攪乱と

11-SD １に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。12-SD ５へと続く。主軸方位

N-87°-E、検出面の標高は 5.55 ～ 5.60 ｍである。

　長さ約 25.40 ｍを検出し、幅約 2.16 ～ 2.50 ｍ、

深さ約 0.35 ～ 0.28 ｍを測る。断面形状は浅い皿

状である。

　埋土は a-a' 断面が３層に分層でき、上層が灰黄褐

粘土混じり極細砂、中層が灰黄褐細砂、下層が灰黄

褐粗砂混じり極細砂～粘土である。

　b-b' 断面は３層に分層でき、上層が灰黄褐細砂～

極細砂混じり粘土と褐灰粘土～極細砂、下層が黒褐

粗砂混じり粘土である。

　遺物は 11-SD ５から弥生土器壺（469）、スクレ

イパー（470）、弥生土器壺 ( 前期 )、弥生土器壺 ( 後

期 )、サヌカイト剥片、弥生土器片が、11-SD ４か

ら弥生土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期と考えられる。

12 － SD ５（図 140・141）

　第 12 調査区西側で検出した溝状の遺構である。

11-SD ５から続く。攪乱と 12-SD １・２・３に切られ、

12-SD10 を切る。調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。大部分が調査区外へと延びるた

め、主軸方位は不明である。検出面の標高は 5.40

ｍである。

　第 12 調査区では長さ約 41.60 ｍを検出し、幅約

2.50 ｍ、深さ約 0.20 ｍを測る。断面形状は浅い皿

状である。第 11 調査区からの検出長は、約 67.0

ｍである。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰中粒砂混じり

細砂～シルト、下層が暗灰黄粘土混じり細砂～シル

トである。

　遺物は弥生土器壺（468）、石器二次加工ある剥

片（471）が出土したほか、図化できなかったが弥

生土器壺・弥生土器甕 ? 底部・弥生土器片、微細剥

離痕ある剥片・サヌカイト剥片、炭化物が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期と考えられる。

12 － SD11（図 140）

　第 12 調査区中央で検出した溝状の遺構である。

12-SD ２・５に切られ、12-SD10 を切る。東西に

直行し調査区外に延びるため、全体の形状は不明

である。主軸方位 N-78°-W、検出面の標高は 5.20

ｍである。

　長さ約 5.40 ｍを検出し、幅約 0.25 ｍ、深さ約 0.08

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は単層で、褐灰シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代前期以降と考え

られる。

11 － SD ６（図 139）

　第 11 調査区中央～東側で検出した溝状の遺構で

ある。11-SD5 の下層で検出した。東に直行し、攪

乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状は

不明である。主軸方位 N-81°-W、検出面の標高は

5.30 ｍである。

　長さ約 13.20 ｍを検出し、幅約 0.80 ～ 1.17 ｍ、

深さ約 0.19 ～ 0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形

である。

　埋土は４層に分層でき、途中浚渫が行われた可能

性がある。黄灰粘土と灰黄褐粗砂混じり粘土、褐粗

砂混じり粘土、灰黄褐細砂混じり粘土である。

　遺物は図化できなかったが弥生土器甕底部・弥生

土器片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代前期と考えられる。

12 － SD ６（図 140・141）

　第 12 調査区西側～中央で検出した溝状の遺構で

ある。12-SD ５の下層で検出し、東西に直行する。

攪乱と 12-SD １・10 に切られ、調査区外に延びる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-76°

-W、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長さ約 13.20 ｍを検出し、幅約 0.56 ｍ、深さ約

0.14 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は単層で、にぶい黄褐中粒砂混じり粘土～シ

ルトである。

　遺物は弥生土器壺（472）、弥生土器甕底部（474）、

弥生土器壺底部（473）、スクレイパー（475）、弥

生土器片、サヌカイト剥片が出土した。　　

　出土遺物の年代から、弥生時代前期と考えられる。
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1 10YR4/2 灰黄褐　細砂～極細砂混じり粘土　径 2 ～ 3 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 5%…11-SD5
2 10YR4/1 褐灰　粘土～極細砂　Mn 沈着　径 2 ～ 4 ㎝程度の灰色粘土ブ 
 ロック 5%…11-SD5
3 10YR3/1 黒褐　粗砂混じり粘土　Mn 沈着　径 2 ～ 8 ㎝程度の 10YR4/6 
 褐　粘土ブロック 40%…11-SD5
4 2.5Y4/1 黄灰　粘土　Mn 沈着　径 3 ～ 6 ㎝程度の地山ブロック 40%… 
 11-SD6
5 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じり粘土　径 1 ～ 4 ㎝程度の地山ブロック 
 50%…11-SD6
6 10YR4/6 褐　粗砂混じり粘土　径 1 ～ 2 ㎝程度の 2.5Y4/1 黄灰　粘土ブ 
 ロック 10%　しまりあり…11-SD6
7 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じり粘土　Mn 沈着　6 層よりしまりなし… 
 11-SD6

1 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じり極細砂　 
 Mn 沈着
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂
3 10YR5/2 灰黄褐　粗砂混じり極細砂～粘 
 土　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 40%

図 139 11-SD ４・５・６　平・断面図 
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栗林田中（第２面の調査）
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1 10YR5/1 褐灰　中粒砂混じり細砂～シルト　Mn 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 10% 
 …12-SD５
2 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土混じり細砂～シルト　Mn 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 20% 
 …12-SD５
3 10YR4/3 にぶい黄褐　粗砂混じりシルト～粘土　Mn 少量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 10%…12-SD10
4 2.5Y4/2 暗灰黄　粗砂混じり粘土　径 1 ～ 3 ㎝程度の 3 層ブロック 3%…12-SD10
5 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じり粘土～シルト　径 0.5 ～ 1 ㎝程度の地山ブロック 1%…12-SD10
6 2.5Y4/1 黄灰　中粒砂混じり極細砂　やや粘質　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 40%…  
 12-SD10
7 5Y4/1 灰　細砂混じり極細砂～シルト　やや粘質　径 0.5 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 3%… 
 12-SD10
8 10YR4/2 灰黄褐　中粒砂混じり極細砂～シルト　Mn 少量沈着　径 0.5 ～ 2 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 3%…12-SD10
9 2.5Y4/1 黄灰　中粒砂混じり粘土　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 20%…12-SD10
10 2.5Y5/1 黄灰　粗砂～極細砂　径 1 ㎝程度の地山ブロック 2%…12-SD10
11 10YR4/1 褐灰　細砂～シルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 40%…12-SD10
12 10YR4/3 にぶい黄褐　中粒砂混じり粘土～シルト　Mn 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロッ 
 ク 30%…12-SD６

1 10YR2/2 黒褐　中粒砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 沈着
2 10YR4/1 褐灰　中粒砂混じりシルト　Mn・Fe 沈着
3 10YR4/1 褐灰　中粒砂～極細砂　Mn・Fe 沈着
4 10YR4/2 灰黄褐　中粒砂混じりシルト　Mn・Fe 沈着
5 10YR4/4 褐　中粒砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 沈着　 
 径 0.5 ～ 1 ㎝程度の地山ブロック 10%
6 10YR3/4 暗褐　中粒砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 沈着　 
 径 1 ㎝程度の地山ブロック 10%
7 10YR4/1 褐灰　シルト混じり粘土　Mn・Fe 沈着　径 1 ～ 2 
 ㎝程度の地山ブロック 20%…12-SD11

図 140 12-SD ５・６・10・11　平・断面図
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図 141 11・12-SD ５・12-SD ６・10　出土遺物実測図
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12 － SD10（図 140・141）

　第 12 調査区西側～中央で検出した溝状の遺構で

ある。12-SD ５の下層で検出した。東西にゆるく湾

曲し、攪乱と 12-SD １・２・３に切られ、調査区

外に延びるため、全体の形状は不明である。主軸方

位 N-77°-W、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長さ約 22.50 ｍを検出し、幅約 1.10 ～ 0.87 ｍ、

深さ約 0.33 ～ 0.22 ｍを測る。断面形状は V 字形

に両肩テラスである。

　埋土は a-a' 断面で９層に分層でき、上層がにぶい

黄褐粗砂混じりシルト～粘土と暗灰黄粗砂混じり粘

土、灰黄褐粗砂混じり粘土～シルト、黄灰中粒砂混

じり極細砂である。下層が灰細砂混じり極細砂～シ

ルトと灰黄褐中粒砂混じり極細砂～シルト、黄灰中

粒砂混じり粘土、黄灰粗砂～極細砂、褐灰細砂～シ

ルトである。

　b-b' 断面では６層に分層でき、堆積状況から、浚

渫が行われたと考えられる。上層が黒褐中粒砂混じ

りシルト～粘土と褐灰中粒砂混じりシルト、下層が

褐灰中粒砂～極細砂、下層溝肩が灰黄褐中粒砂混じ

りシルトと褐中粒砂混じりシルト～粘土と暗褐中粒

砂混じりシルト～粘土である。

　遺物は弥生土器壺（476）、弥生土器壺底部（477）

が出土した。そのほか図化できなかったが弥生土器
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栗林田中（第２面の調査）
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1
水田畦
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12-SK20

1

2

12-SK21

１ 10YR4/2 灰黄褐　粘土　径 1 ㎝程度の地山ブロック 2%…水田層
２ 10YR5/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 10 ㎝程度の地山ブロック 5%…12-SD５
３ 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土　径 5 ㎝程度の地山ブロック 8%…12-SK12
４ 2.5Y6/2 灰黄　粘土　3 層に比べて粘性強　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 2%…12-SK12
５ 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土　径 5 ㎝程度の地山ブロック 10%…12-SD8
６ 10YR4/3 にぶい黄褐　粘土　8 層に比べて粘性強　ほぼ地山土で構成…12-SD８
７ 10YR5/2 灰黄褐　粘土　径 3 ㎝程度の地山ブロック 3%…12-SD８
８ 10YR4/3 にぶい黄褐　粘土…12-SK９
９ 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土　径 10 ㎝程度の地山ブロック 10%…12-SK９
10 10YR5/6 黄褐　中粒砂混じり粘土　径 10 ㎝程度の地山ブロック 10%…12-SK９

1 2.5Y5/1 黄灰　シルト～粘土　Mn・Fe 沈着　 
 径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土混じりシルト　Mn・Fe 
 少量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 
 20%

1 5Y5/2 灰オリーブ　細砂～極細砂　Mn 少量沈着　炭化物含む…洪水砂
2 5Y6/2 灰オリーブ　細砂～シルト混じり粘土　Mn 少量沈着　炭化物含む…水田層
3 2.5Y4/2 暗灰黄　細砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 少量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 20%…12-SD５
4 10YR4/2 灰黄褐　粗砂混じりシルト～粘土　Mn 少量沈着　径 1 ㎝程度の地山ブロック 7%…12-SD６
5 2.5Y4/3 オリーブ褐　中粒砂混じりシルト～粘土　Mn 沈着　Fe 少量沈着　径 1 ㎝程度の地山ブロック 10%…12-SK20

1 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト～粘 
 土　Mn 少量沈着　径 1 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 10%
2 10YR5/2 灰黄褐　シルト～粘土　Mn 少 
 量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 
 30%

図 142 12-SD ８・SK ９・12・13・18・20・21　平・断面図
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1 2.5Y6/1 黄灰　極細砂　Fe
1 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂～粘土　Mn 少量沈着
　 径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 7%
2 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じり極細砂　Mn 沈着　 
 径 1 ～ 4 ㎝程度の地山ブロック 10%
3 10YR4/2 灰黄褐　極細砂　粘性あり　Mn 少量沈 
 着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 5%
4 10YR4/2 灰黄褐　粘土混じり細砂～極細砂　Mn  
 少量沈着　径 1 ㎝程度の地山ブロック 3%

図 143 11-SD ３・SP ２・12-SK ４　平・断面図

甕（前期）・弥生土器片、サヌカイト剥片が出土し

た。

　出土遺物の年代から、弥生時代前期と考えられる。

12 － SK20（図 142）

　第 12 調査区東側で検出した土坑である。12-SD

５・６に切られる。調査区外に延びるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は楕円形で

ある。主軸方位 N-87°-E、検出面の標高は 5.20 ｍ

である。

　長軸約 2.06 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土はオリーブ褐中粒砂混じりシルト～粘土の単

層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代前期と考えら

れる。

12 － SD ８（図 142）

　第 12 調査区中央で検出した溝状の遺構である。

攪乱と 12-SD ２・５に切られ、12-SK ９を切る。

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である。

主軸方位 N-23°-E、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長さ約 1.10 ｍを検出し、幅約 0.37 ｍ、深さ約 0.23

ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が暗灰黄粘土とにぶ

い黄褐粘土、下層が灰黄褐粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と考

えられる。

12 － SK ９（図 142）

　第12調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

12-SD ２・５・8 に切られる。調査区外に延びるた

め、全体の形状は不明であるが、検出した平面形状

は三角形である。主軸方位 N-53°-E、検出面の標

高は 5.30 ｍである。

　長軸約 2.55 ｍを検出し、短軸約 1.40 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は３層に分層でき、上層がにぶい黄褐粘土と

暗灰黄粘土、下層が黄褐中粒砂混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

切り合い関係から、弥生時代後期末以前と考えられ

る。

12 － SK12（図 142）

　第 12 調査区中央で検出した土坑である。攪乱と

12-SD ５に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は楕円形
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1 10YR4/2 灰黄褐　シルト 
 ～粘土　地山ブロック 3%

1 10YR6/1 褐灰　シルト
2 10YR5/1 褐灰　シルト
3 10YR5/2 灰黄褐　シルト　地山ブロック 1%
4 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト　地山ブロック 1%

1 10YR5/2 灰黄褐　微細砂～細砂
　 径 0.5 ～ 1 ㎝程度の焼土塊丸焼け1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブ 

 ロック 3%
2 10YR5/2 灰黄褐　粘土　地山ブロック 3%
3 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土　ほぼ地山ブロッ 
 ク土で構成

1 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト

1 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト

図 144 13-SD20・21・SX52・60・63　平・断面図
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である。主軸方位 N-41°-W、検出面の標高は 5.25

ｍである。

　長軸約 1.63 ｍを検出し、短軸約 1.07 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が暗灰黄粘土、下層

が灰黄粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代後期末以前と考

えられる。

11 － SP ２（図 143）

　第 11 調査区西端で検出したピット状の遺構であ

る。調査区外に延びるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は楕円形である。主軸方位

N-13°-E、検出面の標高は 5.65 ｍである。

　長軸約 0.23 ｍを検出し、短軸約 0.21 ｍ、深さ

約 0.13 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は灰黄褐粘土混じり細砂～極細砂の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

11 － SD ３（図 143）

　第 11 調査区西端で検出した溝である。北に直行

し、攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の

形状は不明である。主軸方位 N-7°-E、検出面の標

高は 5.65 ｍである。

　長さ約 0.30 ｍを検出し、幅約 0.36 ｍ、深さ約 0.30

ｍを測る。断面形状はゆるい V 字形である。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐粘土混じり極細砂

と灰黄褐極細砂である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため、詳

細な時期は不明である。

12 － SK ４（図 143）

　第 12 調査区中央で検出した土坑と考えられる遺

構である。12-SD １に切られるため、全体の形状は

不明であるが、検出した平面形状は不整形である。

主軸方位 N-80°-W、検出面の標高は 5.35 ｍである。

　長軸約 0.92 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黄灰極細砂の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、室町時代以前と考えられ

る。

12 － SK13（図 142）

　第 12 調査区東側で検出した土坑である。攪乱に

切られるため、全体の形状は不明であるが、検出

した平面形状は不整形である。主軸方位 N-35°-E、

検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 1.00 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

12 － SK18（図 142）

　第 12 調査区東側で検出した土坑である。攪乱に

切られるため、全体の形状は不明であるが、検出

した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-33°-E、

検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 0.74 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.30 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は暗灰黄粘土混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

12 － SK21（図 142）

　第12調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

平面形状はひょうたん形である。主軸方位 N-80°

-E、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.86 ｍを検出し、短軸約 0.38 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐細砂混じり

シルト～粘土、下層が灰黄褐シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SD20（図 144）

　第 13 調査区西側南端で検出した溝状の遺構であ

る。東西に直行し、攪乱と 13-SD １に切られ、調

査区外に延びるため、全体の形状は不明である。第

10 調査区では検出できなかった。主軸方位 N-77°

-W、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長さ約 11.40 ｍを検出し、幅約 1.40 ｍ、深さ約

0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が灰黄褐シルト、下

層が灰黄褐粘土と褐灰シルト～粘土である。

　遺物は土師器片？が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、室町時代以前と考えら

れる。
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1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト～粘土　 
 地山ブロック 30%

1 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　径 3 ㎝程度の地山ブ 
 ロック斑状に 5%
2 10YR5/3 にぶい黄褐　シルト～粘土　径 3 ～ 5 ㎝程 
 度の地山ブロック 2%
3 10YR6/1 褐灰　粘土　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロッ 
 ク 30%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト～粘土　径 1 ～ 3 ㎝程度 
 の地山ブロック 5%
2 10YR5/2 灰黄褐　粘土　径 5 ㎝程度の地山ブロック 10%
3 10YR6/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　径 5 ㎝程度の地山 
 ブロック 5%

1 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　径 1 ㎝程度の地山ブロック 
 斑状に 5%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　細砂混じりシルト　1 層に比べ弱粘性　 
 径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 3%
3 10YR4/1 褐灰　シルト　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 5% 1 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　径 3 ～ 5 

 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 10YR4/1 褐灰　シルト　径 5 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 10%

1 2.5Y4/2 暗灰黄　細砂混 
 じりシルト

1 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト
3 10YR3/1 黒褐　シルト～粘土　Mn 沈着
4 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト

1 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシルト
2 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト

図 145 13-SK ５・６・７・８・10・26・33・50・SP53　平・断面図
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13 － SD21（図 144）

　第 13 調査区中央で検出した溝である。東西に直

行し、攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

る。主軸方位 N-82°-E、検出面の標高は 5.25 ｍで

ある。溝の主軸方位から、10-SD8・SK43 と同一の

溝の可能性もある。

　長さ約 3.45 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.02

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SX52（図 144）

　第13調査区中央で検出した性格不明遺構である。

北東から東に屈曲し、攪乱と 13-SD １に切られる

ため、全体の形状は不明である。主軸方位 N-45°

-E → N-75°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長さ約 2.40 ｍを検出し、幅約 0.46 ｍ、深さ約 0.10

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が褐灰シルト、下層

が灰黄褐シルトとにぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、室町時代以前と考えら

れる。

13 － SX60（図 144）

　第 13 調査区中央北側で検出した性格不明遺構で

ある。分岐点と思われる。主軸方位 N-55°-E → N-

68°-E → N-30°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長さ約 0.87 ＋ 1.05 ｍを検出し、幅約 0.17 ～ 0.23

ｍ、深さ約 0.08 ～ 0.12 ｍを測る。断面形状は方形、

逆台形である。

　埋土は単層で、黒褐細砂混じりシルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。
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13 － SX63（図 144）

　第 13 調査区中央南側で検出した溝状の遺構で

ある。東→北→東に屈曲する。主軸方位 N-87°

-E → N-18°-E → N-75°-E、検出面の標高は 5.25

ｍである。

　長さ約 1.92 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.07

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は灰黄褐微細砂～細砂の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK ８（図 145）

　第 13 調査区中央南側で検出した土坑状の遺構で

ある。検出した平面形状は不整形である。主軸方位

N-65°-W、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 3.54 ｍを検出し、短軸約 1.40 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐細砂混じりシ

ルト、中層がにぶい黄褐細砂混じりシルト、下層が

褐灰シルトである。

　遺物は土師器片が出土したが、細片のため詳細な

時期は不明である。

13 － SK10（図 145・146）

　第 13 調査区南西側で検出した土坑状の遺構であ

る。攪乱に切られるため、全体の形状は不明である

が、検出した平面形状は不整形である。主軸方位

N-30°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 2.50 ｍを検出し、短軸約 1.32 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄褐細砂混じり

シルト、下層が褐灰シルトである。

　遺物は土師器甕（478）が出土した。出土遺物の

年代から、古墳時代と考えられる。

13 － SK ５（図 145）

　第 13 調査区南西側で検出した土坑状の遺構であ

る。平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-28°

-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.77 ｍを検出し、短軸約 0.24 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土はにぶい黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK ６（図 145）

　第 13 調査区南西側で検出した土坑である。平面

形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-79°-E、検出

面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 1.05 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は３層に分層でき、上層がにぶい黄褐シルト

～粘土、中層が灰黄褐粘土、下層が灰黄褐細砂混じ

りシルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK ７（図 145）

　第 13 調査区南西側で検出した土坑である。平面

形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-18°-E、検出

面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.85 ｍを検出し、短軸約 0.58 ｍ、深さ

約 0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が褐灰シルト～粘土

とにぶい黄褐シルト～粘土、下層が褐灰粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK26（図 145）

　第 13 調査区中央西側で検出した土坑状の遺構で

ある。検出した平面形状はひょうたん形である。主

軸方位 N-75°-W、検出面の標高は 5.30 ｍである。

　長軸約 1.80 ｍを検出し、短軸約 0.75 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は暗灰黄細砂混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK33（図 145）

　第 13 調査区中央西側で検出した土坑状の遺構で

ある。検出した平面形状は不整方形である。主軸方

位 N-42°-W、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.60 ｍを検出し、短軸約 1.16 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は不整形である。下層

から 13-SP53 を検出した。

　埋土は褐灰細砂混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK40（図 147）

　第 13 調査区中央東側で検出した土坑状の遺構で

ある。第 18 調査区で検出できなかったため、全体

の形状は不明であるが、検出した平面形状は不整
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形である。主軸方位 N-1°-E、検出面の標高は 5.25

ｍである。

　長軸約 1.93 ｍを検出し、短軸約 1.34 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が褐灰シルトと灰黄

褐シルト、下層が褐灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK47（図 147）

　第 13 調査区中央東側で検出した土坑状の遺構で

ある。攪乱に切られるが、検出した平面形状は不整

方形である。主軸方位 N-85°-W、検出面の標高は

5.20 ｍである。

　長軸約 0.86 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰細砂混じりシ

ルト、下層がにぶい黄褐シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

13 － SK50（図 145）

　第 13 調査区中央北側で検出した土坑である。検

出した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-7°-E、

検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.75 ｍを検出し、短軸約 0.33 ｍ、深さ

約 0.19 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は灰黄褐細砂混じりシルトの２層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。
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中央東工区

　中央東工区は、第 16 ～ 18 調査区である。

16 － SX ３（図 151）

　第 16 調査区東側～中央で検出した性格不明遺構

である。攪乱と 16-SK20 に切られ、16-SK35・36、

16-SP16・17・19・27・29 ～ 32・34・42 を切る。

調査区外に延びるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は不整形である。主軸方位 N-70°

-W、検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 13.05 ｍを検出し、短軸約 1.60 ｍ、深さ

約 0.18 ｍを測る。断面形状は逆台形である。16-

SX4 との関係は不明である。

　埋土は暗灰黄細砂混じりシルトの単層である。

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片が出土したが、　

細片のため詳細な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

16 － SX ４（図 151・155）

　第 16 調査区東側～中央で検出した性格不明遺構

である。調査区外に延びるため、全体の形状は不明

であるが、検出した平面形状は方形である。主軸方

位 N-78°-W、検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 10.30 ｍを検出し、短軸約 0.66 ｍ、深さ

約 0.33 ｍを測る。断面形状は段付椀状である。

　埋土は３層で、上層が黒褐シルト～粘土、中層が

褐灰粘土、下層が褐灰細砂混じりシルト～粘土であ

る。

　遺物は石鏃（479）、弥生土器片、焼土塊、サヌ

カイト剥片が出土した。出土した土器が細片のため

詳細な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

16 － SK １（図 152）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

調査区外に延びるため、全体の形状は不明である

が、検出した平面形状は不整方形である。主軸方位

N-21°-E、検出面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 1.70 ｍを検出し、短軸約 1.13 ｍ、深さ

約 0.26 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黄灰シルト～粘土、

下層が褐灰粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

16 － SK ２（図 152）

　第 16 調査区西側で検出した土坑である。平面形

状は楕円形を呈する。主軸方位 N-65°-W、検出面

の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.76 ｍを検出し、短軸約 0.45 ｍ、深さ

約 0.21 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シルト～粘土、

下層が褐灰粘土である。埋土の観察から、下層は一

時期に埋め戻された可能性が高い。

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片が出土したが、

細片のため、詳細な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代の遺構と考えられ

る。

16 － SK35（図 152）

　第 16 調査区中央で検出した土坑である。16-SX

３の下層で検出した。攪乱に切られるため、全体の

形状は不明であるが、検出した平面形状は不整方形

である。主軸方位 N-48°-E、検出面の標高は 4.90

ｍである。

　長軸約 1.02 ｍを検出し、短軸約 0.90 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

切り合い関係から、弥生時代と考えられる。

16 － SK ９（図 152）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

16-SX49 を切る。攪乱に切られるため、全体の形

状は不明であるが、検出した平面形状は三角形であ

る。主軸方位 N-65°-E、検出面の標高は 5.05 ｍで

ある。

　長軸約 1.05 ｍを検出し、短軸約 0.68 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

16 － SK45（図 152・155）

　第16調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

16-SX ３・４に切られ、調査区外に延びるため、全
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図 148 第 16 調査区　平面図 (S= １／ 100)
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図 150 第 18 調査区　平面図 (S= １／ 100)
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第Ⅲ章　調査の成果
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図 151 16-SX ３・４　平・断面図
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栗林田中（第２面の調査）
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図 152 16-SK １・２・９・35・45・50・51・52・SX49　平・断面図
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第Ⅲ章　調査の成果

体の形状は不明であるが、検出した平面形状は平行

四辺形である。主軸方位 N-40°-W、検出面の標高

は 5.10 ｍである。

　長軸約 1.16 ｍを検出し、短軸約 0.58 ｍ、深さ

約 0.21 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は３層に分層でき、上層が暗灰黄シルト、下

層が暗灰黄細砂混じりシルトと黄灰シルト～粘土で

ある。

　遺物は石鏃（480）、弥生土器片、サヌカイト剥

片が出土したが、土器が細片のため詳細な時期は不

明である。

　出土遺物の年代から、弥生時代と考えられる。

16 － SX49（図 152）

　第16調査区東側で検出した性格不明遺構である。

攪乱と 16-SK ９・51 に切られるため、全体の形状

は不明であるが、検出した平面形状は不整形である。

主軸方位 N-36°-E、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 2.80 ｍを検出し、短軸約 2.70 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代の可能性が高い。

16 － SK50（図 152）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

16-SX49 の下層で検出した。平面形状は不整方形

である。主軸方位 N-11°-W、検出面の標高は 4.95

ｍである。

　長軸約 1.29 ｍを検出し、短軸約 0.46 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黄灰シルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代の遺構の可能

性が高い。

16 － SK52（図 152）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

16-SK ９・SX49 に切られるため、全体の形状は不

明であるが、検出した平面形状はひょうたん形であ

る。主軸方位 N-57°-W、検出面の標高は 4.95 ｍ

である。

　長軸約 0.86 ｍを検出し、短軸約 0.50 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、黄灰シルトと暗灰黄シル

ト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代と考えられる。

16 － SK20（図 153）

　 第 16 調 査 区 中 央 で 検 出 し た 土 坑 状 で あ る。

16-SX ３を切る。中央で攪乱に切られて遺構が分断

されるため、全体の形状は不明であるが、検出した

平面形状は不整形である。主軸方位 N-44°-E、検

出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.25 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.24 ｍを測る。断面形状は逆台形に北肩は段状

である。

　埋土は２層で、黒褐シルト～粘土と暗オリーブ褐

粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代以降と考えられ

る。

16 － SK51（図 152）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

16-SX49 を切る。検出した平面形状はひょうたん

形である。主軸方位 N-47°-E、検出面の標高は 5.05

ｍである。

　長軸約 1.38 ｍを検出し、短軸約 0.49 ｍ、深さ

約 0.21 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シルト～粘土、

下層が暗灰黄細砂混じりシルトと褐灰シルト～粘土

である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である

が、遺構の切り合い関係から弥生時代以降と考えら

れる。

16 － SK ５（図 153）

　第16調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

攪乱に切られるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-19°

-E、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 0.68 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は暗褐シルト～粘土の２層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。
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栗林田中（第２面の調査）
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図 153 16-SK ５・６・７・８・10・15・20・46・48・SX47　平・断面図



－ 156 －

第Ⅲ章　調査の成果

16 － SK ６（図 153）

　第16調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

大部分を攪乱に切られるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は棒状である。主軸方位

N-82°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.56 ｍを検出し、短軸約 0.12 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は褐灰粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK ７（図 153）

　第16調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-48°-W、

検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.64 ｍを検出し、短軸約 0.38 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は V 字形である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK ８（図 153）

　第 16 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は不整円形を呈する。主軸方位 N-43°-E、検出

面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 1.06 ｍを検出し、短軸約 0.68 ｍ、深さ

約 0.13 ｍを測る。断面形状は椀状に東肩はゆるや

かである。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK10（図 153）

　第 16 調査区東側で検出した土坑である。平面形

状は洋ナシ形を呈する。主軸方位 N-76°-E、検出

面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 0.80 ｍを検出し、短軸約 0.58 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。

　埋土は２層に分層でき、褐灰粘土と褐灰シルト～

粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK15（図 153）

　第 16 調査区東側で検出した土坑である。平面形

状は台形を呈する。主軸方位 N-65°-E、検出面の

標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 1.02 ｍを検出し、短軸約 0.58 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土はにぶい黄褐細砂混じりシルトの単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK46（図 153）

　第16調査区東端で検出した土坑状の遺構である。

攪乱と 16-SP14 に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明であるが、検出した平面形状は不

整方形である。主軸方位 N-48°-E、検出面の標高

は 4.95 ｍである。

　長軸約 1.44 ｍを検出し、短軸約 0.60 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、暗灰黄シルトと黄灰粘土

である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SX47（図 153）

　第16調査区東側で検出した性格不明遺構である。

攪乱と 16-SP12 に切られるため、全体の形状は不

明である。主軸方位 N-2°-W、検出面の標高は 5.00

ｍである。

　長軸約 0.43 ｍを検出し、短軸約 0.13 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は単層で、にぶい黄褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SK48（図 153）

　第16調査区東側で検出した土坑状の遺構である。

攪乱と 16-SX47 に切られるため、全体の形状は不

明であるが、検出した平面形状は方形である。主軸

方位 N-89°-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 1.53 ｍを検出し、短軸約 0.33 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は灰黄褐細砂混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

16 － SP22（図 154）

　 第 16 調 査 区 東 側 で 検 出 し た ピ ッ ト で あ る。

16-SX ３の下層で検出した。平面形状は円形である。

主軸方位不明、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.42 ｍを検出し、短軸約 0.41 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は V 字形である。
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栗林田中（第２面の調査）
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1 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト　径 5 ㎝程度の 
 地山ブロック 10%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 3 ㎝ 
 程度の地山ブロック 3%
3 2.5Y4/1 黄灰　粘土　径 5 ㎝程度の地山 
 ブロック 5%
4 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト～粘土
　 ほぼ地山ブロック土で構成

1 10YR3/1 黒褐　シルト　径 1 ㎝程度の地 
 山ブロック 3%
2 2.5Y5/1 黄灰　シルト～粘土　径 2 ㎝程 
 度の地山ブロック 5%
3 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト～粘土
　 径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 5%
4 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　ほぼ地山 
 ブロック土で構成

図 155 第 16・17 調査区 SK・SX　出土遺物実測図

図 154 16-SP22・44　平・断面図
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　埋土は４層に分層でき、覆土の下層で柱痕が確認できた。埋

土は覆土が暗灰黄シルト、柱痕が灰黄褐シルト～粘土、掘方が

黄灰粘土と褐灰細砂混じりシルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片？が出土したが、細片のため詳細な時期は

不明である。

　遺構の切り合い関係から、弥生時代と考えられる。

16 － SP44（図 154）

　第 16 調査区東側で検出したピットである。16-SX ４の下層

で検出した。調査区外に延びるが、検出した平面形状は円形で

ある。主軸方位不明、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.41 ｍを検出し、短軸約 0.35 ｍ、深さ約 0.17 ｍを

測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は４層に分層でき、柱痕が確認できる。埋土は柱痕が黒

褐シルト、掘方が黄灰シルト～粘土と褐灰細砂混じりシルト～

粘土、黄灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片？が出土したが、細片のため詳細な時期は

不明である。

17 － SK １（図 156）

　第 17 調査区南東炭で検出した土坑

である。調査区外に延びるため、全体

の形状は不明であるが、検出した平面

形状は不整形である。主軸方位 N-62°

-W、検出面の標高は 4.90 ｍである。

　長軸約2.25ｍを検出し、短軸約1.73

ｍ、深さ約 0.26 ｍを測る。断面形状

は逆台形である。

　埋土は４層に分層でき、上層がにぶ

い黄細砂～極細砂、下層が黄褐粘土混

じり極細砂と黄灰細砂、灰黄シルト～

粘土である。

　遺物は須恵器片が出土したが、細片

のため詳細な時期は不明である。

　出土遺物の年代から、古墳時代以降

と考えられる。

17 － SK41（図 156）

　第 17 調査区中央で検出した土坑で

ある。攪乱に切られるため、全体の形

状は不明であるが、検出した平面形状

は三角形である。主軸方位 N-70°-W、

検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約2.28ｍを検出し、短軸約1.14

ｍ、深さ約 0.44 ｍを測る。断面形状

は椀状である。

　埋土は３層に分層でき、上層がにぶ

い黄褐シルト、中層が灰黄褐細砂混じ

りシルト、下層が灰黄褐シルト～粘土

である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細

片のため詳細な時期は不明である。

17 － SK ９（図 156）

　第 17 調査区中央で検出した土坑で

ある。平面形状はひょうたん形を呈す

る。主軸方位 N-36°-E、検出面の標

高は 5.05 ｍである。

　長軸約1.85ｍを検出し、短軸約1.00

ｍ、深さ約 0.24 ｍを測る。断面形状

は椀状である。

　埋土は褐灰粘土混じりシルトの単層
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1 2.5Y6/3 にぶい黄　細砂～極細砂　径 1 ㎝程度の地山ブロック 2%…洪水砂
2 2.5Y5/3 黄褐　粘土混じり極細砂　Mn 沈着　径 3 ～ 6 ㎝程度の灰色粘土ブロッ 
 ク 30%　径 2 ～ 4 ㎝程度の灰黄褐色粘土ブロック 7%　炭化物含む
3 2.5Y6/1 黄灰　細砂　Mn 沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 7%
4 2.5Y7/2 灰黄　シルト～粘土　Mn 沈着　径 1 ㎝程度の地山ブロック 5%

1 10YR5/1 褐灰　粘土混じりシルト　 
 Mn 沈着　10YR3/1 黒褐　シルト～ 
 粘土ブロック 40%　10YR7/6 明黄褐
　 粘土ブロック 7%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　径 3 ㎝程度の 
 地山ブロック 5%　炭化物含む
2 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　ほぼ地 
 山ブロック土で構成　炭化物含む
3 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　ほぼ地山ブ 
 ロック土で構成　炭化物含む

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 5 ～ 10 ㎝ 
 程度の地山ブロック含む　径 3 ～ 5 ㎝程 
 度の黒褐色シルトブロック土で構成

図 156 17-SK １・９・41・42　平・断面図
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栗林田中（第２面の調査）
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1 10YR3/1 黒褐　シルト混じり粘土　Mn 沈着　径 
 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 10%　炭化物含む
2 10YR4/1 褐灰　粘土　Mn・Fe 少量沈着　径 1 ～ 
 3 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり粘土　 
 Mn 少量沈着　黒褐色シルト～粘土 
 ブロック 20%　径 1 ～ 2 ㎝程度の地 
 山ブロック 5%
2 2.5Y6/1 黄灰　シルト混じり粘土　 
 Mn 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 20%

1 10YR3/1 黒褐　シルト　径 3 ～ 5 
 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 10YR4/1 褐灰　粘土　ほぼ地山ブ 
 ロック土で構成

1 10YR3/2 黒褐　シルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 3%
2 10YR3/1 黒褐　細砂混じりシルト　径 1 ㎝程度の地山ブロッ  
 ク斑状に 5%
3 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 20%
4 10YR4/1 褐灰　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 2%

1 10YR3/1 黒褐　シルト　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 3%　炭化物含む
2 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　径 5 ㎝程度の地山ブロック 3%
3 2.5Y5/2 暗灰黄　粘土　地山ブロック 30%
4 10YR4/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 5%

1 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　径 5 ㎝程 
 度の地山ブロック 3%
2 10YR3/2 黒褐　シルト　地山ブロック 10%

1 10YR3/2 黒褐　シルト　径 1 ～ 3 
 ㎝程度の地山ブロック 10%
2 10YR4/1 褐灰　粘土　ほぼ地山ブ 
 ロック土で構成
3 10YR5/1 褐灰　細砂混じりシルト

図 157 17-SK11・14・20・25・30・38・39　平・断面図
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第Ⅲ章　調査の成果

である。

　遺物は弥生土器片 ( 前期 ) が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代前期以降と考えら

れる。

17 － SK42（図 156）

　第 17 調査区中央で検出した土坑である。攪乱に

切られるが、平面形状は円形を呈する。主軸方位

N-85°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 0.93 ｍを検出し、短軸約 0.76 ｍ、深さ

約 0.19 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は灰黄褐シルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

17 － SK11（図 157）

　第 17 調査区中央北側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。平面形状は楕円形を呈する。主

軸方位 N-85°-W、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 1.17 ｍを検出し、短軸約 0.77 ｍ、深さ

約 0.18 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層で、上層が黒褐シルト混じり粘土、下

層が褐灰粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から、弥生時代前期以降と考え

られる。

17 － SK14（図 157）

　第17調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

17-SX101 を切る。平面形状は楕円形を呈する。主

軸方位 N-71°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.10 ｍを検出し、短軸約 0.44 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黄灰シルト混じり

粘土、下層が黄灰シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考えら

れる。

17 － SK20（図 157）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。平面形状は半円形を呈する。主

軸方位 N-50°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.00 ｍを検出し、短軸約 0.52 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐シルト、下層

が褐灰粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考えら

れる。

17 － SK25（図 157）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。平面形状は不整方形を呈する。

主軸方位 N-73°-E、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.38 ｍを検出し、短軸約 0.92 ｍ、深さ

約 0.30 ｍを測る。断面形状は椀状に段落ちである。

　埋土は４層に分層でき、上層が黒褐シルトと灰黄

褐シルト、下層が黒褐細砂混じりシルトと褐灰シル

トである。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考えら

れる。

17 － SK30（図 157）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。平面形状は不整方形を呈する。

主軸方位 N-84°-W、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 2.16 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.21 ｍを測る。断面形状は V 字形に北肩がゆる

やかである。

　埋土は４層に分層でき、黒褐シルトと褐灰シルト

～粘土、暗灰黄粘土、灰黄褐細砂混じりシルトであ

る。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考え

られる。

17 － SK38（図 157）

　第 17 調査区南西側で検出した土坑状の遺構であ

る。17-SX101 を切る。攪乱に切られるため、全体

の形状は不明であるが、検出した平面形状は三日月

形である。主軸方位 N-62°-W、検出面の標高は 5.05

ｍである。

　長軸約 2.19 ｍを検出し、短軸約 1.00 ｍ、深さ

約 0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、黒褐細砂混じりシルトと
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1 10YR3/2 黒褐　細砂混じりシルト　径 3 
 ㎝程度の地山ブロック 3%
2 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　ほぼ地山 
 ブロック土で構成　炭化物含む

1 10YR3/1 黒褐　シルト　径 3 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト　ほぼ地山ブロック土で構成
3 2.5Y3/1 黒褐　細砂混じりシルト　地山ブロック 3%
4 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　ほぼ地山ブロック土で構成

1 10YR3/1 黒褐　粘土　Mn・Fe 少量沈着　径 1  
 ㎝程度の地山ブロック 2%
2 10YR3/2 黒褐　粘土混じり粗砂～細砂　Mn・  
 Fe 沈着
3 10YR5/1 褐灰　シルト混じり粘土　Mn・Fe 沈着

図 158 17-SK40・45・SD13　平・断面図

黒褐シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考えら

れる。

17 － SK39（図 157）

　第 17 調査区南西側で検出した土坑である。17-

SX101 を切る。検出した平面形状は楕円形である。

主軸方位 N-88°-W、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.77 ｍを検出し、短軸約 0.50 ｍ、深さ

約 0.28 ｍを測る。断面形状は方形に段落ちである。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シルト、中層

が褐灰粘土、下層が褐灰細砂混じりシルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

切り合い関係から弥生時代前期以降と考えられる。

17 － SK40（図 158）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。攪乱に切られるが、検出した平

面形状は楕円形である。主軸方位 N-33°-E、検出

面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.76 ｍを検出し、短軸約 0.89 ｍ、深さ

約 0.22 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が黒褐シルトと灰黄

褐シルト、上層土坑肩が黒褐細砂混じりシルト、下

層が褐灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考え

られる。

17 － SK45（図 158）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 を切る。平面形状は円形を呈する。主軸

方位 N-75°-W、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 0.92 ｍを検出し、短軸約 0.83 ｍ、深さ

約 0.31 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐細砂混じりシ

ルト、下層が褐灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考え

られる。

17 － SD13（図 158）

　第 17 調査区中央北端で検出した溝状の遺構であ
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図 160 17-SX101　出土遺物実測図

482

483

484

485

る。17-SX101 を切る。北東に蛇行し、攪乱に切

られるため、全体の形状は不明である。主軸方位

N-36°-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長さ約 2.40 ｍを検出し、幅約 0.58 ｍ、深さ約 0.23

ｍを測る。断面形状は椀状に段落ちである。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐粘土、下層が

黒褐粘土混じり粗砂～細砂、上層溝肩が褐灰シルト

混じり粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考え

られる。

17・18 － SX101 （図 159・160）

　第 17 調査区西側、第 18 調査区東側で検出した

性格不明の流路状の遺構である。包含層の可能性が

考えらえる。攪乱に切られ、調査区外に延びるため、

全体の形状は不明である。主軸方位 N-56°-E、検

出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 24 ｍを検出し、短軸約 20 ｍ、深さ約 0.15

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は、黒褐中粒砂混じりシルト～粘土と黒褐　

シルト～粘土である。

　遺物は 17-SX101 から打製石斧（482）、楔形石

器（483 ～ 485）が出土したほか、図化できなかっ

たが弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。

　出土遺物の年代から、弥生時代後期以降と考えら

れる。

17 － SK59（図 161）

　第 17 調査区中央北側で検出した土坑である。

17-SX101 下層で検出した。攪乱に切られるため、

全体の形状は不明であるが、検出した平面形状は楕

円形である。主軸方位 N-83°-W、検出面の標高は

4.95 ｍである。

　長軸約 2.44 ｍを検出し、短軸約 1.20 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考えら

れる。

17 － SK60（図 161）

　第 17 調査区中央北側で検出した土坑である。

17-SX101 下層で検出した。17-SK11・SP48 に切

られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明で

あるが、検出した平面形状は楕円形である。主軸方

位 N-22°-W、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 1.75 ｍを検出し、短軸約 1.50 ｍ、深さ

約 0.18 ｍを測る。断面形状は逆台形である。
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1 2.5Y4/1 黄灰　中粒砂混じりシルト～粘土　Mn・ 
 Fe 沈着　径 2 ～ 4 ㎝程度の地山ブロック 30%

1 10YR3/1 黒褐　シルト～粘土　Mn・Fe 多量沈着
　 径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 30%

1 10YR7/6 明黄褐　細砂…洪水砂
2 2.5Y6/1 黄灰　中粒砂混じり粘土…水田層
3 10YR4/4 褐　シルト混じり粘土　Mn 少量沈着　Fe 沈着…包含層
4 10YR4/1 褐灰　細砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度 
 の地山ブロック 3%…17-SK60

1 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　Mn・Fe 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 10YR3/1 黒褐　シルト～粘土　 
 Mn・Fe 沈着　黄灰色粘土ブロッ 
 ク 15%　地山ブロック 7%

図 161 17-SK59・60・65・74・75　平・断面図
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1 2.5Y6/2 灰黄　粘土混じりシルト　Mn 沈着　径 2 ～ 4 
 ㎝程度の地山ブロック 40%
2 2.5Y6/2 灰黄　粘土　Mn 沈着　径 2 ～ 3 ㎝程度の黄灰 
 色シルトブロック 10%

1 2.5Y6/3 にぶい黄　細砂混じりシ 
 ルト　Mn 沈着　径 1 ～ 4 ㎝程度 
 の地山ブロック 30%

1 2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂混じり粘土 
 ～シルト　Mn 沈着　径 1 ㎝程度の 
 地山ブロック 10%

1 2.5Y5/2 暗灰黄　中粒砂混じり 
 シルト～粘土　Mn 沈着　径 1 
 ～ 5 ㎝程度の地山ブロック 20%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　中粒 
 砂混じりシルト　Mn 沈着
　 径 1 ～ 3 ㎝程度の黄褐色 
 シルトブロック 30%

1 2.5Y6/1 黄灰　シルト～粘土　 
 Mn 少量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度 
 の地山ブロック 20%

1 10YR6/2 灰黄褐　シルト混じり粘土　Fe 少量 
 沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 5%
2 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり粘土　Mn 少量沈 
 着　Fe 多量沈着　径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブ 
 ロック 7%

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ～ 2 ㎝程度の 
 地山ブロック斑状に 5%
2 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　灰色シルトブロック 
 5%　ほぼ地山土で構成
3 10YR5/1 褐灰　シルト　ほぼ地山土で構成

1 10YR3/1 黒褐　中粒砂混じりシルト～粘 
 土　Mn・Fe 沈着
2 2.5Y6/1 黄灰　シルト混じり粘土　Mn 沈 
 着　径 1 ～ 4 ㎝程度の地山ブロック 20%

1 10YR5/1 褐灰　シルト混じり粘
土　 Mn 少量沈着　Fe 多量沈着　径 1 
 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　 Mn・Fe 少 
 量沈着　径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 7%
2 2.5Y6/2 灰黄　シルト混じり粘土　Mn 多量 
 沈着　Fe 沈着
3 2.5Y5/1 黄灰　細砂混じり粘土　Mn 沈着　 
 径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 30%
4 2.5Y5/1 黄灰　シルト混じり粘土　Mn 沈着 
　 径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 20%

図 162 17-SK ２・３・４・５・６・７・８・10・12・15・17　平・断面図
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　埋土は褐灰細砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物はサヌカイト剥片が出土したが、それ以外の

遺物が出土しなかったため、時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

17 － SK65（図 155・161）

　第 17 調査区南西隅で検出した土坑状の遺構であ

る。17-SX101 下層で検出した。攪乱に切られ、調

査区外に延びるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は方形である。主軸方位 N-14°

-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 2.52 ｍを検出し、短軸約 1.23 ｍ、深さ

約 0.05 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄灰中粒砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物は石鏃（481）、弥生土器 ? 片が出土したが、

細片のため詳細な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

17 － SK74（図 161）

　第 17 調査区中央北側で検出した土坑である。

17-SX101 下層で検出した。17-SK20・45 に切ら

れ、調査区外に延びるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は不整方形である。主軸方

位 N-70°-W、検出面の標高は 4.95 ｍである。

　長軸約 3.50 ｍを検出し、短軸約 1.10 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は黒褐シルト～粘土の単層である。

　遺物は弥生土器片？が出土したが、細片のため詳

細な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

17 － SK75（図 161）

　第 17 調査区中央西側で検出した土坑である。

17-SX101 に切られる。平面形状は楕円形を呈する。

主軸方位 N-43°-E、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.05 ｍを検出し、短軸約 0.45 ｍ、深さ

約 0.23 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黒褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構切り合い関係から弥生時代後期以前と考えられ

る。

17 － SK ２（図 162）

　第 17 調査区南東隅で検出した土坑である。攪乱

に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状は不

明であるが、検出した平面形状は不整方形である。

主軸方位 N-5°-E、検出面の標高は 4.90 ｍである。

　長軸約 1.40 ｍを検出し、短軸約 1.05 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は逆台形に東肩が段状

である。

　埋土は２層に分層でき、上層が灰黄粘土混じりシ

ルト、下層が灰黄粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK ３（図 162）

　第 17 調査区南東隅で検出した土坑状の遺構であ

る。調査区外に延びるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は三角形である。主軸方位

N-53°-E、検出面の標高は 4.90 ｍである。

　長軸約 0.45 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は暗灰黄中粒砂混じり粘土～シルトの単層で

ある。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK ４（図 162）

　第 17 調査区南東隅で検出した土坑である。平面

形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-58°-W、検出

面の標高は 4.85 ｍである。

　長軸約 0.90 ｍを検出し、短軸約 0.70 ｍ、深さ

約 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土はにぶい黄細砂混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK ５（図 162）

　第 17 調査区南東側で検出した土坑状の遺構であ

る。平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-88°

-E、検出面の標高は 4.95 ｍである。

　長軸約 0.54 ｍを検出し、短軸約 0.25 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土はにぶい黄褐中粒砂混じりシルトの単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。
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17 － SK ６（図 162）

　第 17 調査区中央南側で検出した土坑である。調

査区外に延びるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は三角形である。主軸方位 N-4°

-W、検出面の標高は 4.95 ｍである。

　長軸約 0.70 ｍを検出し、短軸約 0.54 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は皿状である。

　埋土は暗灰黄中粒砂混じりシルト～粘土の単層で

ある。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK ７（図 162）

　第 17 調査区中央南側で検出した土坑状の遺構で

ある。検出した平面形状は三日月形である。主軸方

位 N-25°-E、検出面の標高は 4.95 ｍである。

　長軸約 0.66 ｍを検出し、短軸約 0.24 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は黄灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK ８（図 162）

　第 17 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は不整方形を呈する。主軸方位 N-83°-W、検出

面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 1.13 ｍを検出し、短軸約 0.53 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は皿状である。

　埋土は２層に分層でき、灰黄褐シルト混じり粘土

と黄灰シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK10（図 162）

　第17調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

攪乱に切られ、調査区外に延びるため、全体の形状

は不明であるが、検出した平面形状は不整形である。

主軸方位 N-64°-E、検出面の標高は 4.90 ｍである。

　長軸約 1.20 ｍを検出し、短軸約 1.00 ｍ、深さ

約 0.19 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が灰黄褐シルト～粘

土とにぶい黄褐シルト、下層が褐灰シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK12（図 162）

　第 17 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は楕円形を呈する。主軸方位 N-20°-E、検出面

の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 1.32 ｍを検出し、短軸約 0.84 ｍ、深さ

約 0.19 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐中粒砂混じり

シルト～粘土、下層が黄灰シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK15（図 162）

　第17調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

平面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-57°-W、

検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.72 ｍを検出し、短軸約 0.33 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルト混じり粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK17（図 162）

　第 17 調査区南西側で検出した土坑である。平面

形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-20°-W、検出

面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 0.93 ｍを検出し、短軸約 0.62 ｍ、深さ

約 0.17 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が灰黄褐シルト～粘

土、下層が灰黄シルト混じり粘土と黄灰細砂混じり

粘土、黄灰シルト混じり粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK29（図 163）

　第 17 調査区中央南側で検出した土坑状の遺構で

ある。大部分を攪乱に切られるため、全体の形状は

不明であるが、検出した平面形状は三角形である。

主軸方位 N-32°-W、検出面の標高は 5.10 ｍである。

　長軸約 1.14 ｍを検出し、短軸約 0.29 ｍ、深さ

約 0.15 ｍを測る。断面形状は V 字形である。

　埋土は暗灰黄細砂混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK43（図 163）

　第 17 調査区中央南側で検出した土坑状の遺構で

ある。攪乱に切られるため、全体の形状は不明であ

るが、検出した平面形状は三角形である。主軸方位

N-14°-W、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.90 ｍを検出し、短軸約 0.57 ｍ、深さ
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図 163 17-SK29・43・SD16・SK73　平・断面図

約 0.33 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は４層に分層でき、上層が褐灰細砂混じりシ

ルト、中層が褐灰シルトと灰黄褐細砂混じりシルト、

下層が褐灰粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SD16（図 163）

　第17調査区北東側で検出した溝状の遺構である。

東西にやや蛇行し、攪乱に切られるため、全体の形

状は不明である。主軸方位 N-71°-W、検出面の標

高は 5.00 ｍである。

　長さ約 0.76 ｍを検出し、幅約 0.40 ｍ、深さ約 0.20

ｍを測る。断面形状は V 字形に北肩がゆるやかで

ある。

　埋土は黄灰シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

17 － SK73（図 163）

　第 17 調査区中央西端で検出した土坑状の遺構で

ある。17-SX101 下層で検出した。攪乱に切られ、

調査区外に延びるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-43°

-E、検出面の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 2.37 ｍを検出し、短軸約 1.42 ｍ、深さ
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図 164 17-SP36・47・51・71・72　平・断面図

約 0.47 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は８層に分層でき、埋土はブロック状に不規

則に堆積しており、埋土の観察から風倒木痕と考え

られる。

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片、結晶片岩剥

片が出土したが、細片のため詳細な時期は不明であ

る。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以前と考え

られる。

17 － SP36（図 164）

　第 17 調査区中央で検出したピットである。検出

した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-36°-E、

検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.64 ｍを検出し、短軸約 0.38 ｍ、深さ

約 0.11 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。

　埋土は２層に分層でき、柱痕が確認できる。埋土

は柱痕が黒褐シルト混じり粘土、掘方が灰黄褐細砂

混じりシルト～粘土である。

　遺物はサヌカイト剥片が出土したが、その他時期

の判明する遺物が出土しなかったため、時期は不明

である。

17 － SP47（図 164）

　第 17 調査区中央北側で検出したピットである。

17-SX101 を切る。平面形状は円形を呈する。検出

面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.50 ｍを検出し、短軸約 0.49 ｍ、深さ

約 0.24 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シルト、中層

が灰黄褐シルト～粘土、下層がにぶい黄褐細砂混じ

りシルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以降と考え

られる。

17 － SP51（図 164）

　第 17 調査区中央で検出したピットである。平面

形状は円形を呈する。検出面の標高は 5.05 ｍであ

る。
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　長軸約 0.50 ｍを検出し、短軸約 0.46 ｍ、深さ

約 0.18 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、柱痕が確認できる。埋土

は柱痕が黒褐シルト混じり粘土、掘方がにぶい黄褐

シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

17 － SP71（図 164）

　第 17 調査区中央西側で検出したピット状の遺構

である。17-SX101 下層で検出した。17-SK30 に

切られるが、平面形状は円形を呈する。主軸方位

N-47°-E、検出面の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 0.36 ｍを検出し、短軸約 0.36 ｍ、深さ

約 0.34 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黄灰シルト～粘土の単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代前期以前と考え

られる。

17 － SP72（図 164）

　第 17 調査区中央西側で検出したピットである。

17-SX101 下層で検出した。平面形状は円形を呈す

る。主軸方位 N-69°-W、検出面の標高は 5.05 ｍ

である。

　長軸約 0.53 ｍを検出し、短軸約 0.48 ｍ、深さ

約 0.17 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黒褐シルト～粘土の単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

18 － SK30（図 166）

　第 18 調査区中央西側で検出した土坑である。平

面形状は不整形である。主軸方位 N-89°-E、検出

面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.20 ｍを検出し、短軸約 0.48 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は黄灰シルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

18 － SK40（図 166）

　第 18 調査区中央北側で検出した土坑と考えられ

る遺構である。18-SP49 を切る。平面形状は不整

形である。主軸方位 N-49°-W、検出面の標高は 5.15

ｍである。

　長軸約 1.11 ｍを検出し、短軸約 0.64 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、褐灰細砂混じり粘土と褐

灰シルト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

18 － SX10（図 165）

　第 18 調査区中央西側で検出した溝状の遺構であ

る。北に湾曲する。主軸方位 N-4°-E、検出面の標

高は 5.20 ｍである。

　長さ約 0.89 ｍを検出し、幅約 0.21 ｍ、深さ約 0.05

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX19（図 165）

　第18調査区南西側で検出した溝状の遺構である。

北に直行する。主軸方位 N-11°-E、検出面の標高

は 5.20 ｍである。

　長さ約 1.18 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.04

ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX20（図 165）

　第18調査区南西側で検出した溝状の遺構である。

西から北に屈曲する。主軸方位 N-73°-W → N-33°

-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長さ約 1.00 ｍを検出し、幅約 0.20 ｍ、深さ約 0.15

ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土はにぶい黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX31（図 165）

　第 18 調査区中央西側で検出した溝状の遺構であ

る。攪乱に切られるため、全体の形状は不明である

である。主軸方位 N-54°-W、検出面の標高は 5.20

ｍである。



－ 171 －

栗林田中（第２面の調査）

0 1ｍ

（S=1 ／ 40）

T.P.+5.4m
W E

T.P.+5.4m
W E

T.P.+5.4m
E W

x=147749

x=147748

y=50625

x=
147
744

x=14774
4

y=50628 y=50627

y=50626

T.P.+5.4m
N S

T.P.+5.4m
N S

T.P.+5.4m
W E

x=1477
54

x=147753

x=
14
77
53

x=1477
53

x=
14
77
52

y=50636y=50635

y=50634y=5
062
7

18-SX19

1

18-SX10

1

18-SX20

1

18-SX31

1

18-SX37

1

1

2

18-SX381 10YR4/1 褐灰　粘土　ほぼ地山土で構成

1 10YR3/2 黒褐　シルト　径 2 
 ㎝程度の地山ブロック 3%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト～粘土　 
 径 1 ～ 3 ㎝程度の地山ブロック 30%

1 2.5Y3/2 黒褐　シルト　 
 地山ブロック 5%

1 10YR3/1 黒褐　粘土混じりシルト　 
 径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 10%
2 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　径 2 
 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 2.5Y4/2 暗灰黄　粘土混じりシ 
 ルト　Mn・Fe 沈着　径 1 ～ 2 
 ㎝程度の地山ブロック 3%

図 165 18-SX10・19・20・31・37・38　平・断面図

　長軸約 0.80 ｍを検出し、短軸約 0.17 ｍ、深さ

約 0.06 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX37（図 165）

　第 18 調査区中央北側で検出した溝状の遺構であ

る。主軸方位 N-82°-E、検出面の標高は 5.20 ｍで

ある。

　長軸約 0.98 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐粘土混じりシ

ルト、下層が褐灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX38（図 165）

　第 18 調査区中央北側で検出した溝状の遺構であ

る。主軸方位 N-13°-E、検出面の標高は 5.20 ｍで

ある。

　長軸約 1.40 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は暗灰黄粘土混じりシルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK １（図 166）

　第 18 調査区南西側で検出した土坑である。平面

形状は半円形を呈する。主軸方位 N-90°-E、検出

面の標高は 5.25 ｍである。

　長軸約 0.78 ｍを検出し、短軸約 0.46 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆台形である。
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 径 2 ㎝程度の地山ブロック 5%
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 程度の地山ブロック斑状に 5%

1 10YR4/3 にぶい黄褐　シルト　 
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　 ほぼ地山土で構成

1 10YR3/3 暗褐　シルト　径 1 
 ㎝程度の地山ブロック 3%

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 1 
 ㎝程度の地山ブロック 3%

1 2.5Y3/2 黒褐　シルト～粘土　径 1 
 ㎝程度の地山ブロック斑状に 5%
2 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　地山 
 ブロック 30%
3 2.5Y4/2 暗灰黄　シルト～粘土　ほ 
 ぼ地山土で構成

1 2.5Y3/2 黒褐　シルト～粘土　径 1 ～ 
 2 ㎝程度の地山ブロック斑状に 3%
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 程度の地山ブロック斑状に 3%
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 じりシルト　径 3 ㎝程度の地 
 山ブロック斑状に 5%
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 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 5%
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図 166 18-SK １・６・13・23・29・30・35・36・39・40　平・断面図
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図 167 18-SK48・59・80・88・102・107　平・断面図
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　埋土は２層に分層でき、上層が黒褐シルト、下層

が黒褐シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK ６（図 166）

　第 18 調査区南西側で検出した土坑である。第

13 調査区と第 18 調査区の調査区境で検出した。

第 13 調査区では 13-SK31 とした遺構である。平

面形状は滴形を呈する。主軸方位 N-40°-W、検出

面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.93 ｍを検出し、短軸約 0.62 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黒褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK13（図 166）

　第 18 調査区南西側で検出した土坑である。平面

形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-15°-W、検出

面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.65 ｍを検出し、短軸約 0.35 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は方形に段落ちである。

　埋土は２層に分層でき、上層がにぶい黄褐シルト、

下層が灰黄褐シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK23（図 166）

　第 18 調査区中央南側で検出した土坑と考えられ

る遺構である。平面形状は楕円形を呈する。主軸方

位 N-29°-E、検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 0.67 ｍを検出し、短軸約 0.18 ｍ、深さ

約 0.03 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は暗褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK29（図 166）

　第 18 調査区北西側で検出した土坑である。平面

形状は不整形である。主軸方位 N-85°-W、検出面

の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.11 ｍを検出し、短軸約 0.48 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は灰黄褐シルトの単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK35（図 166）

　第 18 調査区北西側で検出した土坑状の遺構であ

る。平面形状はひょうたん形を呈する。主軸方位

N-22°-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.11 ｍを検出し、短軸約 0.50 ｍ、深さ

約 0.16 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土はにぶい黄褐細砂混じりシルトの単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK36（図 166）

　第18調査区中央で検出した土坑状の遺構である。

平面形状は不整形である。主軸方位 N-23°-E、検

出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.27 ｍを検出し、短軸約 0.45 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐シルト～粘土

と黄灰シルト～粘土、下層が 3 暗灰黄シルト～粘

土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK39（図 166）

　第 18 調査区北西側で検出した土坑である。平面

形状はひょうたん形を呈する。主軸方位 N-75°-W、

検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.68 ｍを検出し、短軸約 0.54 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は２層に分層でき、黒褐シルト～粘土と暗灰

黄シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK48（図 167）

　第 18 調査区中央西側で検出した土坑である。平

面形状は不整形である。主軸方位 N-9°-W、検出面

の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.80 ｍを検出し、短軸約 0.41 ｍ、深さ

約 0.06 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は褐灰細砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK59（図 167）

　第 18 調査区中央北側で検出した土坑である。平

面形状は歪な三角形を呈する。主軸方位 N-88°-E、
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　 径 1 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 10%

1 2.5Y5/1 黄灰　粗砂混じりシルト～粘土　Mn・Fe 沈着　径 1 
 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 7%

1 10YR5/6 黄褐　細砂混じりシルト～粘土
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1 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　Mn・Fe 沈着　 
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図 168 18-SK110・114・118・119・120・121　平・断面図
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検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.72 ｍを検出し、短軸約 0.45 ｍ、深さ

約 0.21 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。

　埋土は４層に分層でき、上層が黒褐粘土混じり細

砂～シルトと黒褐シルト～粘土、灰黄褐粘土混じり

シルト、下層が暗灰黄シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK80（図 167）

　第 18 調査区中央北側で検出した土坑である。平

面形状は隅丸方形を呈する。主軸方位 N-43°-E、

検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.76 ｍを検出し、短軸約 0.40 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状はゆるい V 字形である。

　埋土は２層に分層でき、暗灰黄シルト～粘土と黄

灰シルトである。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK88（図 167）

　第 18 調査区中央北側で検出した土坑である。平

面形状は三角形を呈する。主軸方位 N-58°-W、検

出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.12 ｍを検出し、短軸約 0.68 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK102（図 167）

　第 18 調査区中央南側で検出した土坑である。

18-SX101 下層で検出した。平面形状は不整形であ

る。主軸方位 N-45°-W、検出面の標高は 5.05 ｍ

である。

　長軸約 2.18 ｍを検出し、短軸約 2.12 ｍ、深さ

約 0.24 ｍを測る。断面形状は逆台形に段落ちであ

る。

　埋土は４層に分層でき、上層が褐灰粘土混じり細

砂～シルト、下層が黄灰粗砂混じり細砂～シルトと

黄灰シルト～粘土、黄灰粗砂混じりシルト～粘土で

ある。

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した。

また須恵器片が１点出土したが、周辺の遺構出土遺

物と切り合い関係等を検討した結果、周辺の攪乱か

らの混入の可能性が高いといえる。

18 － SK107（図 167）

　第 18 調査区南東側で検出した土坑状の遺構であ

る。18-SX101 の下層で検出した。攪乱に切られる

ため、全体の形状は不明であるが、検出した平面形

状は不整方形である。主軸方位 N-12°-E、検出面

の標高は 5.00 ｍである。

　長軸約 2.55 ｍを検出し、短軸は約 1.33 ｍ、深

さは約 0.12 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は褐灰シルト～粘土の単層である。

　遺物は弥生土器片、サヌカイト剥片が出土した

が、細片のため詳細な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

18 － SK110（図 168）

　第 18 調査区中央東側で検出した土坑である。

18-SX101 下層で検出した。平面形状は隅丸方形を

呈する。主軸方位 N-69°-W、検出面の標高は 5.00

ｍである。

　長軸約 0.85 ｍを検出し、短軸約 0.58 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は方形である。

　埋土は２層に分層でき、上層が褐灰シルト、下層

が褐灰粘土である。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前

と考えられる。

18 － SK114（図 168）

　第 18 調査区南東側で検出した土坑である。18-

SX101 の下層で検出した。攪乱に切られるため、

全体の形状は不明であるが、検出した平面形状は楕

円形である。主軸方位 N-28°-W、検出面の標高は

4.95 ｍである。

　長軸約 1.80 ｍを検出し、短軸約 1.34 ｍ、深さ

約 0.09 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐シルト～粘土の単層である。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考えら

れる。

18 － SK121（図 168）

　第 18 調査区中央東側で検出した土坑である。

18-SX101 下層で検出した。攪乱に切られるため、

全体の形状は不明であるが、検出した平面形状は不
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7 2.5Y7/4 浅黄　シルト～粘土　ほぼ地山土で構成…18-SX108
8 2.5Y6/1 黄灰　粘土混じりシルト　Mn・Fe 沈着…包含層

図 169 18-SX103　平・断面図
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整形である。主軸方位 N-76°-W、検出面の標高は

4.95 ｍである。

　長軸約 2.60 ｍを検出し、短軸約 2.14 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は黄灰粗砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明であるが、

遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考えら

れる。

18 － SK118（図 168）

　第 18 調査区中央で検出した土坑である。平面形

状は楕円形を呈する。主軸方位 N-80°-W、検出面

の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 1.09 ｍを検出し、短軸約 0.85 ｍ、深さ

約 0.07 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は黄褐細砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物は土師器片？が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

18 － SK119（図 168）

　第 18 調査区中央で検出した土坑である。検出し

た平面形状は不整方形である。主軸方位 N-88°-W、

検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 1.54 ｍを検出し、短軸約 0.80 ｍ、深さ

約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土はにぶい黄褐細砂混じりシルト～粘土の単層

である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SK120（図 168）

　第 18 調査区北西側で検出した土坑である。18-

SP55 に切られるが、平面形状は楕円形を呈する。

主軸方位 N-78°-W、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 1.13 ｍを検出し、短軸約 0.93 ｍ、深さ

約 0.10 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は灰黄褐細砂混じりシルト～粘土の単層であ

る。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SX103（図 169） 

　第 18 調査区中央南側で検出した性格不明遺構で

ある。18-SX101 の下層で検出した。攪乱に切られ

るため、全体の形状は不明であるが、検出した平面

形状は不整形である。主軸方位 N-81°-W、検出面

の標高は 5.05 ｍである。

　長軸約 4.70 ｍを検出し、短軸約 1.15 ｍ、深さ

約 0.20 ｍを測る。断面形状は浅い皿状である。

　埋土は３層に分層でき、上層が黒褐粘土混じり極

細砂～シルト、下層が褐灰シルト～粘土と浅黄シル

ト～粘土である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

18 －柵列１（図 170）

　第 18 調査区北西側で検出した柵列状の遺構であ

る。４間で 18-SP43 ～ 47 で構成する。主軸方位

は N-90°-E、検出面の標高は 5.20m である。芯芯

間距離は 2.7 ～ 1.2m を測る。

　柱穴は円形と隅丸方形を呈し、直径約 0.52 ～

0.33m、深さ約 0.15 ～ 0.08m を測る。断面形状は

逆台形と椀状と不整形である。18-SP43・46・47

には柱痕が確認できる。

　すべての遺構で遺物が出土していないため、時期

は不明である。

　18-SP43 は円形を呈し、直径約 0.40 ｍ、深さ約

0.13 ｍを測る。断面形状は逆台形である。埋土は

4 層に分層でき、柱痕が確認できる。埋土は柱痕が

黒褐細砂混じりシルト～粘土、掘方が褐灰細砂混じ

りシルトと褐灰細砂～シルト、灰黄褐粘土混じりシ

ルトである。

　18-SP44 は楕円形を呈し、長径約 0.45m、短径

約 0.28m、深さ約 0.10m を測る。断面形状は椀状

である。埋土は灰黄褐シルト～粘土の単層である。

　18-SP45 は隅丸方形を呈し、長辺約 0.35 ｍ、短

辺約 0.23 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は

不整形である。埋土は灰黄褐細砂混じりシルト～粘

土の単層である。

　18-SP46 は楕円形を呈し、長径約 0.33 ｍ、短径

約 0.25 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は椀

状である。埋土は 2 層に分層でき、灰黄褐細砂～

シルトと褐灰粘土混じり細砂～シルトである。

　18-SP47 は隅丸方形を呈し、長辺約 0.52 ｍ、短

辺約 0.34 ｍ、深さ約 0.15 ｍを測る。断面形状は

不整形である。埋土は４層に分層でき、柱痕が確認



－ 179 －

栗林田中（第２面の調査）

0
1ｍ

（
S=
1
／
40
）

0
1ｍ

（
S=
1
／
50
）

T.P
.+
5.4
m

W
E

x=
14
77
54

y=50624

y=50635

T.P
.+
5.4
m

N
S

T.P
.+
5.4
m

NW
SE

x=14
7761

x=14
7756

y=
50
62
6

y=
50
62
5

y=
50
62
4

x=1
4775

8

x=1
4775

4

y=
50
62
8

y=
50
62
7

18
-柵
列
1

18
-柵
列
2

18
-柵
列
3

18
-S
P5
4・
55
・
56
・
57

1
2

3
3

3
5

6
6

6
6

6
4

撹
乱

18
-S

P5
4

18
-S

P5
5

18
-S

P5
6

18
-S

P5
7

6
2

4

2

18
-S
P4
3
～
47
・
57

6
6

3
1

2
7

2

1
1

1
1

1
2

3
4

18
-S

P4
3

18
-S

P4
4

18
-S

P4
5

18
-S

P4
6

18
-S

P4
7

18
-S

P5
7

13
-S
P3
6・
18
-S
P5
0
～
53

5

2

3
4

4

18
-S

P5
0

13
-S

P3
6

18
-S

P5
1

18
-S

P5
2

18
-S

P5
3

1 
10

YR
3/

1
黒

褐
　

細
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

～
粘

土
　

小
礫

含
む

　
 

 
径

1
～

2
㎝

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
2%

2 
2.

5Y
3/

1
黒

褐
　

粘
土

混
じ

り
シ

ル
ト

　
径

1
～

2
㎝

程
度

の
 

 
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
5%

3 
2.

5Y
4/

1
黄

灰
　

細
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

　
径

1
～

2
㎝

程
度

の
 

 
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
4 

10
YR

4/
1

褐
灰

　
シ

ル
ト

混
じ

り
粘

土
　

径
2

～
3

㎝
程

度
の

 
 

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

40
%

5 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

　
径

1
～

3
㎝

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

 
 

ク
30

%
6 

2.
5Y

4/
2

暗
灰

黄
　

シ
ル

ト
～

粘
土

　
ほ

ぼ
地

山
土

で
構

成

1 
10

YR
3/

2
黒

褐
　

細
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

～
粘

土
　

 
 

M
n・

Fe
沈

着
　

径
1

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

2%
2 

10
YR

5/
1

褐
灰

　
細

砂
混

じ
り

シ
ル

ト
3 

10
YR

4/
1

褐
灰

　
細

砂
～

シ
ル

ト
　

Fe
沈

着
4 

10
YR

4/
2

灰
黄

褐
　

粘
土

混
じ

り
シ

ル
ト

　
径

1
～

 
 

2
㎝

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
10

%

1 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

粘
土

混
じ

り
シ

ル
ト

　
径

1
～

2
㎝

程
 

 
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
2%

2 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
ト

～
粘

土
　

径
1

～
3

㎝
程

度
 

 
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

30
%

3 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
　

径
1

㎝
程

度
の

地
 

 
山

ブ
ロ

ッ
ク

2%
4 

10
YR

5/
1

褐
灰

　
シ

ル
ト

～
粘

土
　

径
1

～
2

㎝
程

度
の

 
 

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

30
%

5 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
　

径
1

～
2

㎝
程

度
 

 
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

10
%

6 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

シ
ル

ト
～

粘
土

　
ほ

ぼ
地

山
土

で
構

成
7 

10
YR

3/
3

暗
褐

　
細

砂
混

じ
り

シ
ル

ト

1 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
細

砂
～

シ
ル

ト
　

径
1 

 
～

2
㎝

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
2%

2 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

粘
土

混
じ

り
細

砂
～

シ
ル

 
 

ト
　

径
2

～
3

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

7%

1 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
シ

ル
 

 
ト

～
粘

土
　

径
1

～
2

㎝
 

 
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

3%

1 
10

YR
5/

2
灰

黄
褐

　
細

砂
混

じ
り

シ
ル

ト
～

 
 

粘
土

　
M

n・
Fe

少
量

沈
着

　
径

1
～

2
㎝

 
 

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
2%

1 
10

YR
4/

2
灰

黄
褐

　
粘

土
混

じ
り

細
砂

～
シ

ル
 

 
ト

　
径

1
～

2
㎝

程
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
3%

2 
10

YR
3/

2
黒

褐
　

細
砂

～
シ

ル
ト

　
径

1
㎝

程
 

 
度

の
地

山
ブ

ロ
ッ

ク
2%

3 
10

YR
4/

1
褐

灰
　

シ
ル

ト
～

粘
土

　
径

1
～

2 
 

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

3％
4 

10
YR

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
　

細
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

 
 

～
粘

土
　

径
1

～
2

㎝
程

度
の

地
山

ブ
ロ

ッ
ク

 
 

30
%

図 170 18- 柵列１～３　平・断面図
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できる。埋土は柱痕が灰黄褐粘土混じり細砂～シル

ト、掘方が黒褐細砂～シルトと褐灰シルト～粘土、

にぶい黄褐細砂混じりシルト～粘土である。

18 －柵列２（図 170）

　第 18 調査区北西側で検出した柵列状の遺構で

ある。４間で 18-SP50 ～ 53 と 13-SP36 で構成す

る。主軸方位は N-15°-W、検出面の標高は 5.20

～ 5.25m である。芯芯間距離は 1.65 ～ 0.90m を

測る。

　柱穴は円形と隅丸方形を呈し、直径約 0.40 ～

0.13m、深さ約 0.18 ～ 0.09m を測る。断面形状は

逆台形と椀状と方形である。18-SP51 には柱痕が

確認できる。

　すべての遺構から遺物が出土していないため、時

期は不明である。

　13-SP36 は隅丸方形を呈し、長径約 0.20 ｍ、短

径約 0.17 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面形状は

逆台形である。埋土は暗褐細砂混じりシルトの単層

である。

　18-SP50 は攪乱に切られるため、全体の形状は

不明であるが、検出した遺構は半円形を呈する。長

径約 0.33 ｍ、短径約 0.13 ｍ以上、深さ約 0.14 ｍ

を測る。断面形状は椀状である。埋土は 2 層に分

層でき、上層が灰黄褐シルト～粘土、下層が褐灰シ

ルト～粘土である。

　18-SP51 は円形を呈し、直径約 0.27 ｍ、深さ約

0.09 ｍを測る。断面形状は椀状である。埋土は 2

層に分層でき、柱痕が確認できる。埋土は柱痕が褐

灰粘土混じりシルト、掘方が灰黄褐シルト～粘土で

ある。

　18-SP52 は円形を呈し、直径約 0.26 ｍ、深さ約

0.18 ｍを測る。断面形状は U 字形に段落ちである。

埋土は 3 層に分層でき、灰黄褐細砂～シルトと褐

灰シルト～粘土である。

　18-SP53 は楕円形を呈し、長径約 0.40 ｍ、短径

約 0.28 ｍ、深さ約 0.13 ｍを測る。断面形状は方

形である。埋土は 2 層に分層でき、上層が灰黄褐

細砂～シルト、下層が褐灰シルト～粘土である。

18 －柵列３（図 170）

　第 18 調査区北西側で検出した柵列状の遺構であ

る。３間で 18-SP54 ～ 57 で構成する。主軸方位

は N-25°-E、検出面の標高は 5.20m である。芯芯

間距離は 1.30 ～ 1.25m を測る。

　 柱 穴 は 円 形 と 楕 円 形 を 呈 し、 直 径 約 0.60 ～

0.25m、深さ約 0.26 ～ 0.08m を測る。断面形状

は逆台形と椀状と V 字形に南肩段状である。18-

SP54・55・56 には柱痕が確認できる。

　すべての遺構から遺物が出土していないため、時

期は不明である。

　18-SP54 は楕円形を呈し、長径約 0.30 ｍ、短径

約 0.25 ｍ、深さ約 0.08 ｍを測る。断面形状は浅

い皿状に段落ちである。埋土は２層に分層でき、柱

痕が確認できる。埋土は柱痕が黄灰細砂混じりシル

ト、掘方が暗灰黄シルト～粘土である。

　18-SP55 は楕円形を呈し、長径約 0.60 ｍ、短径

約 0.50 ｍ、深さ約 0.26 ｍを測る。断面形状は V

字形に南肩テラスである。埋土は 4 層に分層でき、

柱痕が確認できる。埋土は柱痕が黒褐細砂混じりシ

ルト～粘土、掘方が黒褐粘土混じりシルトと黄灰細

砂混じりシルト、褐灰シルト混じり粘土である。

　18-SP56 は楕円形を呈し、直径約 0.56 ｍ、短径

約 0.37 ｍ、深さ約 0.10 ｍを測る。断面形状は逆

台形である。埋土は 2 層に分層でき、柱痕が確認

できる。埋土は柱痕が黄灰細砂混じりシルト、掘方

が暗灰黄シルト～粘土である。

　18-SP57 は円形を呈し、直径約 0.46m、深さ約

0.11m を測る。断面形状は椀状である。埋土は 2

層に分層でき、灰黄褐シルトと暗灰黄シルト～粘土

である。

18 － SP63（図 171）

　第 18 調査区北西側で検出したピットである。平

面形状は楕円形を呈する。主軸方位 N-78°-W、検

出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 0.57 ｍを検出し、短軸約 0.30 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は逆台形である。

　埋土は３層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

が黒褐粘土混じりシルト、掘方が褐灰シルト～粘土

と黄灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SP75（図 171）

　第 18 調査区北西側で検出したピットである。攪

乱に切られるが、検出した平面形状は楕円形である。

主軸方位 N-53°-W、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.84 ｍを検出し、短軸約 0.31 ｍ、深さ
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18-SP122

1

1 10YR4/2 灰黄褐　シルト　地山 
 ブロック 3%

1 10YR3/1 黒褐　粘土混じりシルト　径 1 ～ 2 ㎝程 
 度の地山ブロック 2%
2 10YR4/1 褐灰　シルト～粘土　径 1 ～ 2 ㎝程度の 
 地山ブロック 20%
3 2.5Y4/1 黄灰　シルト～粘土　ほぼ地山土で構成

1 10YR4/1 褐灰　シルト　径 1 ㎝程度の地山ブロック斑状に 3%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト　径 3 ㎝程度の地山ブロック 5%
3 10YR5/2 灰黄褐　細砂混じりシルト　ほぼ地山土で構成

1 2.5Y4/2 暗灰黄　細砂混じりシルト　Mn・Fe 沈着　 
径 1 ㎝程度の地山ブロック 2%
2 2.5Y4/1 黄灰　細砂混じりシルト　径 1 ～ 3 ㎝程 
 度の地山ブロック 10%
3 10YR5/1 褐灰　シルト～粘土　ほぼ地山土で構成

1 10YR3/3 暗褐　粘土混じりシルト　径 1 
 ～ 2 ㎝程度の地山ブロック 3%
2 10YR4/2 灰黄褐　シルト～粘土　径 1 ～ 
 3 ㎝程度の地山ブロック 10%

図 171 18-SP31・63・75・105・122　平・断面図

図 172 中央工区　出土遺物実測図
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第Ⅲ章　調査の成果

約 0.13 ｍを測る。断面形状は椀状に段落ちである。

　埋土は３層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

が暗灰黄細砂混じりシルト、掘方が黄灰細砂混じり

シルトと褐灰シルト～粘土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

18 － SP31（図 171）

　第 18 調査区中央西側で検出したピットである。

攪乱に切られるため、全体の形状は不明であるが、

検出した平面形状は楕円形である。主軸方位 N-58°

-E、検出面の標高は 5.20 ｍである。

　長軸約 0.30 ｍを検出し、短軸約 0.21 ｍ、深さ

約 0.05 ｍを測る。断面形状は不整形である。

　埋土は灰黄褐シルトの単層である。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

18 － SP105（図 171）

　第 18 調査区中央東側で検出したピットである。

18-SX101 下層で検出した。検出した平面形状は楕

円形である。主軸方位 N-5°-W、検出面の標高は 5.00

ｍである。

　長軸約 0.60 ｍを検出し、短軸約 0.48 ｍ、深さ

約 0.14 ｍを測る。断面形状は椀状である。

　埋土は３層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

が褐灰シルト、掘方上層が灰黄褐シルト、掘方下層

が灰黄褐細砂混じりシルトである。

　遺物は弥生土器片が出土したが、細片のため詳細

な時期は不明である。

　遺構の切り合い関係から弥生時代後期以前と考え

られる。

18 － SP122（図 171）

　第 18 調査区中央で検出したピットである。平面

形状はひょうたん形を呈する。主軸方位 N-33°-W、

検出面の標高は 5.15 ｍである。

　長軸約 1.00 ｍを検出し、短軸約 0.50 ｍ、深さ

約 0.12 ｍを測る。断面形状はゆるい V 字形である。

　埋土は２層に分層でき、柱痕が確認できる。柱痕

が暗褐粘土混じりシルト、掘方が灰黄褐シルト～粘

土である。

　遺物が出土していないため、時期は不明である。

遺構外出土遺物（図 172）

　10- 精査で火打石（492）、12- 撹乱から土師器杯

（487）、13- 撹乱から銭貨（寛永通宝）（488）、銭貨 ( 乾

隆通宝 ) （489）、十円玉（昭和 39 年）、17- 撹乱か

ら五円玉（昭和 23 年）、13- 包含層から石鏃（490）、

17- 包含層から打製石斧（494）、黒色土器 A 椀口

縁部（486）、18- 包含層から石鏃（491）、打製石

斧（493）が出土した。
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